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鰯 １Ｒ目１ＭＳの特色

㍗ 競禽 駁薄学がなぜ蛤襲か？

未 来 を 予 測 す るこど は、 往 々 に して、 そ の 未 来 が 現 実

の もの に なっ た 時 に、 そ の 無 謀 さを 露 呈 して しまうような

行 為 に な り が ち で す。 し か し、 幸 い な こ と に、 科 学 全 般

や 医 学に お い て、 ある 根 源 約 な 発 見 が なさ れた 後 は、 新

しい 知 識 が 蓄 積 す ることで 進 展 しま す の で、 近 未 来 に ど

のような 展 開 が 畷 能 かを 予 測 できるような 転 換 点 が あると

考 えられま す。

実 際、 過 去二
，

三 十 年 の 問 に 起こっ た３ つ の 重 要 な 科

学 の 進 歩 の お か げ で、 私 たち は、 未 来 予 測 が 可 能 な 転

換 点 に い る と 思 う の で す。 そ の ３ つ と は、 ユ） コ ン ピュ ー

タの 発 弱 で、 情 報 技 術、 通 信 技 術 に 革 命 がもたらさ れた

こと、 ２） ヒト及 び 数 種 の 生 物 の ゲノム の 分 子 構 造 が 完

読され たこと、 ３） 豚 性 幹 細 胞 や 体 性 （組 織） 幹 細月包が

発 見 さ れ、 操 作 出 来 る よう に な っ た こ と で あり ま す。 こ の

３ つ は、 各 々 単 独 でも 健 康 獲 科 学 の 進 歩 に 重 要 な 変 化

をもたらすような 困 子で す。

し か し、 こ れ ら が 同 時 に 効 力 を 発 揮 し始 め た こと に より、

医療 の学 問と臨 床 に 革 命的 変 化 が 起こる条 件 が 整って い

る こと を、 私 た ち は 気 付 き は じめ つ つ あり ま す。 今 や
、

簡

単 な 遺 伝 子スクリ ー ニングで、 将 来 起 こる 病 気 のリスク を

持 つ 人 種 や 個 人 を、 あら か じめ 同 定 する こと が でき るの

で、 予 防措 置 によって、 疾 病 の 出 現 を 防 い だり 軽 減 した

りす る こと が 可 能 に な って い ま す。

身 体 構 造 や 生 理 学 的 変 化 を 映 像 化 でき る 機 器 が、 非

侵 襲 で、 より高 感 度 に なり、 診 断 や 予 後 の 追 跡 がより藺

略 化 し正 確 化 さ れ、 病 気 の 予 防 が でき 場くなっ て来 て い

ま す。

今日 の 医 療は、 病 気 の 症 状 が 現 れて か ら治 療 す ること

が 一 般 的 であり、 症 状 が 出 現 した 時 に は、 病 気 は す で に

進 行 して いることが 多 い の で す。 癌 の 治 療 に つ いて 考 え

て み ま す と、 進 行 癌 の 治 療 で は、 大 掛 か り な 手 術、 放 射

線 治療、 化 学 療 法 など、 また 長期 に わ たる入 院が 必 要 で、

窪 療費 も膨 大 になります。 病 気 を早 期 に 発 規 して、予 防 し、

また は 簡 単 な 初期 治療 で 根 治 でき れ ば、 総 医 療 費を 軽 減 Ｉ

す る こと が で き ま す。 こ の よう に 治 療 中 心 の 医 療 か ら、 病

気 の予 防を 中 心 の 医 療 へと パラダイム シフトす ることが 求

め ら れ て い ま す。

濃 化器がん

．
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わ が 国 の 医 学、 生 命 科 学 の 各 分 野 の 研 究 は、 そ れ ぞ

れ 優 れ た 研 究 成 果 を 挙 げ てき ました が、 各 分 野とも 余り

に も 高 度 に 専 門 化
、

独 立 化 して き た た め に、
互 い の 交 流、

協 力 が 稀 薄 に なり
、

この 弊 害 は 臨 床 の 現 場 にも 現 れ てき

ま した。 こ れ は 医 療 を 受 け る 人 々 に とっ て も 不 都 合 で、 不

便 さをもた らすこと にな って いま す。 そ の 弊 害 は 歳月 とと

も に増 加 して いる の が 現 状で す。

ま た 現 代 の 医 療 は、 基 本 的 に 西 洋 医 学 の 概 念 の 下 で

行 わ れて いま す。 一 方 で、 永 年 に わ たり使 わ れ てき た 漢

方 薬 の ような 伝 統 的 医 薬 晶 や 健 康 食 品 など が
、

広く市 場

に 出 回 っ て い る の が 現 状 で す。 し か し
、

そ の 効 果 が 正 し

く評 価 され て い るわ けで は なく
、

有 効 性 を 科 学 的 に 検 証

す る こど が 必 要 で す。

現 在 の 」 般 的 治 療 よりも診 断 がもっと早く下 され れ ば
、

治 癒 率も高くなります。 玉Ｏ 年 後 は、 応用 遺 伝 学、 タン パ

ク 質 解 析 （プ ロ テオミクス） と画 像 解 析 （イメ ー ジ ング）

の 進 歩 が 相 まって、 医 学 の 様 相 が 変 わってくる と思 わ れ

塞 す。 病 気 によって 失 わ れ た臓 器の 機 能 は、 再 生 医 療 の

遼 歩 によってよ み がえらせることが 出 来るように なりま す。

医 療、 医 学 を、 本 来 の 目 的 で ある ｒ人 閥 の 健 康 を 増

進 して、 幸 せ な 社 会 の 実 現 を 目 指 す」 こどに 向 けて 進 め

るた め に、 健 康 を 統 合 的 に 研 究 する 組 織 を 作り、 病 気 の

原 因となる 遺 伝 子 の 解 析 を は じめ、 病 気 の 超 早 期 発 見を

目 指 す 診 断 技 術 の 向 上と、 これ による 病 気 の 予 防に 重 点

を お き、 病 気 が すで に 発 症 して い る場 合に は 早 期 治 療を

実 施して、 根 治 率 を 高 める など、 人々 の 健 康 を 守る 研 究

を、 多くの研 究 機 関 や 産 業 が 協 力 して、 統 合 的 に推 進す

ると 共 に、 この よう な 統 合 医 科 学 を 担う 人 材 を 育 成 する

研 究・教 育 拠 点 を 創 立 す る こと が、 求 め ら れ て い る の で す。

１ 国際統合医科学硯究・人材育成拠点の必要性 １
嚢 麟

東 京 女 子 医 科 大 学 は、 全 国 に 先駆 けて、 セ ンター 制 導

入 に よる 高 度 の 医 療 技 術 を 発 展さ せて きました。 しか し、

各 分 野 が 高 度 に 専 門 化、 独 立 化 し た た め に、 基 礎、 臨

床 全 分 野を 含 め た 統 合 的 に 研 究 を行う組 織 が 欠 けて いる

た め、
“人 問 の 健 康 を 総 合 的 に 科 学 する” 新 組 織 を 早 急

に 構 築 する必 要 が あります。

全 副こ先駆けてセンター制を導入

各分野が高度に専門化、独立化したための弊害も出現

婚一

∵
６

‘‘人間 の健 康を総 合 的に 科学する’’ 新しい組 織が 必要

ｉ．ｌＲＥｌｌＭＳの 犠 魯 ｒ） 統 合 医 科学 が な ぜ 必 要 か？（つ づき）
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騒 １ＲＥｌｌＭＳの特色

幻 葦腿１榊ｓへの鰯縛

文部科学省

科学技術・学術政 策局長

小 概 公 濠

「統 合 医 科 学」 を キ ー ワ ー ドとして 眠Ｅ１豆ＭＳ は、 科

学技術振興調整費の 「戦略的研究拠点育成プログラ

ム」、
通 称 ス ー パ ー ＣＯＥ の 一 つ として、 平 成 至７ 年 度

に 採 択 さ れ た 課 題 で す。 ス ー パ ー ＣＯＥ は、 第 ２ 期 科

学技術基本計繭において掲 げられる科学技術システム

の諸改革を優れた機関において集申的に実現するた

め の も の で、 研 究 機 関 の 組 織 改 革 を 進 め、 国 際 的 に

魅力ある卓越した人材創出・研究拠点を形成するた

め に 設 け ら れた プロ グ ラム で す。 現 在、 全 部 で １３ の

ス ー パ ー ＣＯＥ が 実 施 さ れて い ま す。

その中 で東京 女子医 科大学 が取り組まれている

眠Ｅ１豆ＭＥＳ は
、 国 際自勺な 研 究 組 織 として、 国 内 外 の 研

究 者 を 集 め、 複 数 の 大 学 ・ 研 究 機 関 と 共 同 で、 ま た

産業界とも連携して研究を進め、 新たに統合医科学と

いう分野を切り拓くことを目的にした拠点と認識してお

りま す。

「統 合 医 科 学」 と 」 口 に 言 って も
、

そ の 概 念 は 固 ま

って いる もの で は なく
、

高 倉 学 長 （統 括 責 任 者・所 長）

によれば目指す統合医科学の定義は次の３つから成

って いる と言 って いま す。 第 １ は 分 野 が 異 な る 研 究 者

の統合で、 基 礎医学系や工学系さらに人文社会科学

系の研究者と臨床医学系の専門医が協力し合う統合、

第 ２ は他大学や研究機関で研究を行っている人たち

と の 共 同 の 研 究 を 推 進 する 統 合、 第 ３ は、 代 替 医 療

や統 合医療の手法を、 西洋 医療を中心とする現代医

療 に 取り 入 れ
、 総 合 的 に 健 康 を 増 進 さ せ るよう な 考 え

に 基 づ い た 統 合 医 科 学 で す。

２ユ世紀に向けての国際競争力の確保という観点か

ら、 治療だけでなく予防をも視野に入れた統合医科学

の考え方は、 世界的な医療費の削減に大きく貢献する

ば か りで なく、 我 が 国 プ レ ゼ ンス を 高 める も の で もあり

ま す。

特 に、 代 替 医 療 ・ 補 完 医 療 に つ い て は、 既 に 米 国

では巨額の投資がなされており、 明治期までの和漢薬

の 豊 富 な 知 見 な ど も活 か し つ つ、 新 た な 分 野 として 総

合的な医学としての統合医科学を確立することが我が

国 に とっ ても 急 務とな って いま す。

この ような 背 景 の 下、 １ＲＥＩＩＭＳ は、 こ の 重 要 な 課 題

に 対 応 す る た め、 学 長 の 強 力 なリ ー ダ ー シッ プ に よ る

拠点運営や国際公募による若手研究者の積極的登用

と い っ た シ ス テム 面 で の 改 革 を 行うと 聞 い て おりま す
。

平成 １８年度から５年間を対象にした第３期科学技術

基本計画においても、 科学技術システム改革は引き続

き 重 要 な 政 策 課 題 の 一 つ で あり、 文 部 科 学 省 としても、

互ＲＥ豆Ｉ泌Ｓ に 対 して 大 き な 期 待 を して おりま す。 ８

１．ｌＲ…ｌｌＭＳ の 特 色 ２） １Ｒ…ｌｌＭＳ へ の 螂寺
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ｅｘｅ㎝ｔ１ｏ孤 ｏ案 ａ ｈｅａｒ いｒ舳 ｓｐ
１ａ斌

，
ｆｏ ㎝ｓｉｎｇ ｏ い ｈｅ 岬 １ｅ煎

おｉｍＳｅ１£ａｎｄ迂ｈｅ ＣＯｎ ㈱ ㎝ Ｏｆｈｅ鮒 洲 ｕｒｅ一
珊 ｅ１ｍａｇｅｉＳ 鮎 ｔ

ξｈｅｓｅ 駐ｃ且ｄｅｍ１ｃ ｆ１ｅｌｄｓ 星列ｄ ｐｅｒｓｏη珊ｅｌ ａｃｔ芝ｏｇｅ 細 ｒ 乱ｓ ㎝ ｅ
，

ｔｈＨｓ

量ｎ芝ｅｇ ㈱ｉ羽ｇ ｖ漱麦ｏ洲 ｍｅｄｉｃ註王ｄ１ｓｃ亘ｐ…ｉ鮒 ｓ．
Ｔｈｉｓ 狐ａｙｓｅｅ猟 ｔｏ ｂｅ

ａ ｖｅｒｙ ｓｐｅｃ１ａｌ ｃ 欄 ぎｏｒｐ邑ｔ１ｅ 鮒 ｒｅ φ ｒｉｎｇ ａ ｈｅ 鮒 倣駐脈ｓｐ１駐耐，

もｕｔｉｎξ昼ｃｔξｈｅｓ昼㎜ｅξｙｐｅｏｆ昼ｐＰ更ｏ盈ｃｈ ａｐＰ１云ｅ竃ｔｏ士淀 ｔｒｅ豊ｔｍ 鰍ｔ

○ぎ ｄｉ註ｂｅｔｅｓ 駐ｎδ ａｒをｅｒ三〇ｓｃ］ｅｒｏｓｉｓ． Ｅｖｅｎ 玉薄 ｔ養ｅ ｃａｓｅ ｏｆ呈１司ｎｅｓｓｅｓ

ｓｕｃ益 ａｓ をｈｅ ｃｏ 鰍 獺 ｏｎｌｙ ｅ麺ｃｏｕｎｔｅｒｅｄ ｐｎｅ湿ｎ－ｏ羽ｉａ
，

ｔｈｅ ｃａ珊ｓｅ

ｃａｎｎｏｔ ｂｅ ｓｏ玉ｅ王ｙ １ａｉｄ ａ士 重ｈｅ ｄｏｏｒ ｏｆ ｔおｅ ｐａｔｈｏｇｅｎ…ｃ もａｃξｅｒ三ａ
．

ａｓ ｆａｃ言ｏｒｓ ｓ鶯ｃｈ 旺ｓ ｈｖ三ｎｇ 養ａら圭ｔｓ 註ｎｄ ｔｂｅ ｐａξｉｅｎξ
１
呂 ｏ ｗ 珊 ｉ理ｎａをｅ

ｐｈｙｓ…ｃａ王 ｍ 泳 嘗一雌ｐ ら呂ｖｅ ｔｏ ｂｅ 辻級 ｅｎ ｉｎｔｏ ａｃｃｏ邊ｎｔ－ Ｆｏぎ

ｅｘ盆郷ｐ；ｅ，
ｉｔｉｓｓｕｒｐｒｉｓ１ｎ 的 磁 ｆ１ｃ 泌 室ｏ ｓａｙ ｅｘａｃｔｌｙ わｏｗ ｍ理ｃｈ

ｅｘｅｒｃ量ｓｅ 三ｓ ｇｏｏｄ ａｓ 昼 ｐｉ’ｅｖｅηｔ…ｖｅ ｍ ｅ劃…；ｕｒｅ、 亙ｎ 星ｄｄ肘亘ｏ廻
，

ｄ云…；ｅａ宮ｅｓ ｏｃｃｕ豚ｉ苅ｇ ｉ頸 ξｈｅ ｃｏ刮セｅｘξ ｏｆ 盆ｎ 旺ｇｉｎｇ ｓｏｃ圭ｅ言ｙ 醐 ｕｓｔ ｂｅ

○もｓｅｒｖｅｄ
， ｎｏｔｊｕｓξ ｏｖｅｒ ξｈｅ ｓｈｏｒｔ を㊦ｒ鰍，

ｂｕｔ ｏｖ曾ｒ ｎ１星珊ｙ ｙ蘭駐ｒｓ

ａｎｄ ξａｒｇｅ芝ｉＢｇ ξｈｏｕｓ且ｎδｓ ｏｆ
ｐｅｏｐ

玉ｅ。

猟 ｕｓ， ｗｅ ｒｅ φ ｒｅ ｍｕｃｈ ｗ１ｓｄｏｍ 撚 ｗｅ１ｌ ａ け ｎｏｗ 賊 ｇｅｔｏ

１
．

Ｒａｔｉｏｎａｌｅ 晋ｏｒ１貫ＥｌｌＭＳ ３） …ｘｃｅｒｐｔｓｆｒｏｍ 言ｈ㊧ Ｐａ 蝸１ Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｏｆｔｈｅｒ昌ｔｌＲＥｌｌＭ Ｓ Ｏｐ 梛 Ｓｙｍｐｏｓｉ舳 １’Ｗ 滅 Ｗｅ 匿ｘｐｅｏｔ ｏ青１ＲＥｌｌＭＳ’１



騒 胴目１ＭＳの特色

旬 繁苓 壌１概１１Ｍ慧 公 繍 シン涼ジウムバ李 ルディスカッシ黛ンより

ポ１蔽１鱗＄１こ簸簿業届も 紅

バ・率 掩 夢 靖 巽 窯 繋 シ１萎１ ン

憎 鱈欝禽議鱒寧イ ン翼 繋考肇 纂一紅簑灘簿貧蕃亀 釧

ヨ 時 １２Ｃ０５年１２月 ４ 豪 （貿 い ５１４Ｃ

場 所 １ 東 京 女 子 屡 移 大 挙 弥 生 記 念議 堂

マ 畑一シ ャ ク ラ カ ワ 帥一

（聖心女子大学助教授）

鳥魚公概
（１紺１ＭＳ 統 括 賛 任 者 ・ 所 長、 東 祭 女 子 医 科 大 学 学 長）

豆如をや馨汝Ｓ貴夏ｙＡＳγＡｙＡ

（カリフ才ルニフ 大 学サ ン フラン シス コ校 教 授）

清 水青、１錐
（慶鷹義塾大学教授）

永 於良 三
（東京大学医学部附属病院長）

東 魚 洋一
（塵立情報学瞬究所副所餐）

姜高垣沙 太帖

（１肥１ＭＳ 教 授）

松１増瑠芙ゴ
（ｌＲＥ 舳ｓ 教 授）

擦；爵紗１ボ１三
（艇 榊ｓ 研 究マ ネ ジメ ントリー ダ ー ・ 駿 閤）

ｊ
＃

（ｌＲＥ榊Ｓ 教 授）

園 会 （ク ラ カ ワ ー）： 皆 様、 こ ん

に ち は。 こ の パ ネ ル ディ ス カ ッ ショ

ン で は ３ つ の こと を お 話 しい た だ く

ことに なりま す。 （王） 統 合 医 科 学

が な ぜ 今、 必 要 な の か （２） 患 者

にと１っ て、 そ れ が ど れ ぽ ど の 効 巣

が あ るも の な の か （３） 統 合 す る

ために はどうしたらよい のカ＼ 実 現 には どういう嗣難 がある

の か。 最 初 に、亙ＲＥ葛ＭＳ 外 部 評 価 委 員 会 の 委 員 長 で い らっ

しゃ い ます、 東 京大 学 医 学部 附属 病 院 院 長 の永 井 先 生 か

ら お 願 い い た しま す。 どう して 今、ＩＲＥ亙ＩＭＳ な の で しょう か。

承 辞： な か な か 難しい 御 質 間 で すが
、

先 端 医 療 の 心 臓

移 植 を例 にとって お 考 えい た だくことに しま す。 心 臓 移 植

には 心臓 外 科 医、 循 環 器 の 内科 医、 拒 絶反 応 をコントロ ー

ル す る た め の 薬 学・ 薬 理 学 ・ 免 疫 学 者、 血 液 循 環 を サ ポ ー

トす るた めの 医工 学 者、 そして 場 合によ れ ばもっと基 礎 的

な 分 野 の て 学 者 な ど
、 いろ いろ を 人 が 必 要 です。 患 者さ

ん を 中 心 とし、 ま た 心 不 全 と い う 病 気 を 中 心と１し て、 心 臓

移 植 の た めに あらゆ る知 識と人 とを 結 集 すること１に なりま

す。 この ような 学 問と１人 材 の 結 集というの が 統合 の一 つ の

イメー ジで はな い かと思 います。 これ は心 臓 移 植 が必 要 な

患 者さんと１いう非 常に 特 殊な 例 です が
、 例 えば 糖 尿病、 動

脈 硬 化 につ い ても 当て はまります。 あ るい は 普 通 の 肺 炎と

い っ た 病 気 で も、 病 原 菌 だ け で なる わ け で は な く、 生 活 習

慣 や、 そ の 人 の 生 ま れ つ き の 体 質 な ど が 関 係 し て き 塞 す。

予 防 の た めに は 運 動 量 をどうしたら い い の か、 というよう

なこと１を 決 めるの は 意 外 に難 しい わ けです。 しかも高 齢 化

社 会 での 病 気というの は、 短期 では 解らず 何 十 年もか けて

見 て、 何 千 人 も の 人 を 対 象 と して 観 察 しな い と い け な い。

そういう意妹 で、 い ろいろ 知 恵 が必 要 で、 我々 の 目の 前

に あ る 薬、 健 康 療 法、 運 動 の し か た、 あ る い は 遺 伝 子 を

ど 亘 つ 至 つ に つ い て、 そ れ が 本 当 に ど の くら い 意 妹 が あ り、

葦◎

１．ｌＲＥ１舳 Ｓ の 袴 慈 ３） 公闘 シン ボ ジウムパ 秦 んディスカッションより 『１縦 舳 Ｓ に 轍書貧 るもの義



嚢菱
翻 Ｒａｔｉｏｎａｌｅ 亨ｏｒｌＲＥｌｌＭＳ

婁）萎董 灘 鱗 蕃鱗１ 纏 葬義謹 顯 １婁 鰯 轟１鐵 導書 縮 葦鎚１籔１灘 簿 鑓 勤 蝉 鑛１鰯 呈圭灘 鎧 簸 菱簿 鐘重簑書１綴姜 灘 男／鰯 重壷麟 綿

１１

ｔｒｅａ童 ａｎ ｉ１ｉｎｅｓｓ 棚 ｄ ｗｅ ｎｅｅｄ ｔｏ ｃ０Ｒｓｉｄｅｒ ａ…１言ｈｅ ｄｒｕｇｓｔおａｔ ｗ ｅ

嚢ａｖｅ ａｖａｉｌａｂｌｅ
，

ｔｈｅ ｖａｒｉｏｕｓ ｈｅａｌｔお ｔｒｅａ流 肥ｎ亡ｓ， ｔｈｅ ｄ｛ｆｆｅｒｅｎｔ

ｅｘｅｒｃヨｓｅ ｏｐξｉｏｎｓ ＆ｎｄ ｅｖｅｎ ｏｕｒ ｏ ｗｎ ｇｅｎｅｓ．
Ｉｎ ｌｉｇｈｔ ｏｆ 星１三ｔｈｉｓ，

ｏｎｅ ｈ３ｓ ｔｏ ｓｔｅｐ ｂａｃｋ ａｎｄ ｗ ｏｎｄｅｒ ｗ おａｔ三ｓ 芝ｈｅ ｓｉｇｎｉｆ妻ｃ 蜘 ｃｅ ｏｆ

ｅ昼ｃｈ ａｎｄ ｅｖｅｒｙ ｅｌｅｍ ｅｎｔ ａｎｄ ｔｏ ｗｈａ言 ｅｘｔｅｎ ㍑ ｈｅｙ 撚ｅ ｉｍ ｐｏｒ－

ｔ 脚 ｔ
．

Ｃ三ｅ欲１ｙ，
ｉｎ ｏｒδｅｒ ξｏ ｃｏ燃 ｅ 榊 ｗ三ｔｈ ａ ｇｏｏｄ 棚 ｓｗ ｅ至 ｔｏ

ξｈｅｓｅ ｑｕｅｓｔｉｏ 閉、 ｏｎｅ ｍ ｕｓｔ ａｐｐｒｏａｃｈ ｔｈｅｓｅ 獅 ｙｒｉａｄ ｉｓｓ軸ｅｓ三ｎ 醐

ｉ珊ｔｅｇｒ罰ｔｅｄ 伽 齪ｎｎｅ£ Ｔｈリｓ， ｗ ｈ｛１ｅ ｗｅ ｈ呂ｖｅ ｓｏ－ｃａ；王ｅδ ｃｕｔｔ麦ｎｇ－

ｅδｇｅ ｏｒａｄｖａＢ㏄ ｄ ｍｅｄｉｃａ茎ｃ ㈱ ａｓ ｗｅ｝ｉａｓも星ｓ｛ｃ ｍｅｄｉｃａ；ｃ班ｅ

ａｖａｉｌａｂ１ｅ，
ｉｎ ｔｈｅ ｅｎδ

，
三ｔ ｉｓ ｉｎｄｉｖｉｄｕａ１ｉｚｅｄ ｍｅｄｉｃａ１ 庄ｒｅａ 繍 ｅｎｔ

ｔｈａｔ ｍ ｕｓｔ ｂｅ ｃｏｎｃｅｎｔｒａ言ｅｄ ｏｎ ｔｏ ｐｒｏｖ｛ｄｅ ξｈｅ ｂｅｓｔ 言ｒｅａ ㈱ ｅｎξ

ｆｏｒ ｅａｃも ａｎｄ ｅｖｅｒｙ
｛ｎδｉｖｉｄｕａ茎．

γお膏ｓ
，

ａ ｃｏ 狐ｐ正ｅｈｅｎｓｊｖｅ

ｉ列ｔｅｇｍ童ｅｄ もｏｄ
ｙ ｏｆｋｎｏｗ］ｅｄｇｅｉｓｎｅｃｅｓｓａ収

Ｏ ｎ 淡 ｅ ｏｔｈｅξ ｈａＢｄ
， ａｓ ｔｈｉｓ ｔｙｐｅ ｏｆ ｍ ｅｄ…ｃａ茎 ｃａｒｅ 細 ｓ

ｐｒｏｇｒｅｓｓｅｄ
， セｈｅ ｐ王ｏも１ｅｍ ｏｆ ｐｒｏもｉｂ麦ｔｉｖｅ ｃｏｓｔｓ 効 ｓ ｅ ｍｅＴｇｅδ・

Ｔｈｉｓ ㍉ａｓ１ｅｄ ｔｏ ｃｏ羽ｃｅｍ， ｅｖｅｎ 麦ｎ ｔｈｅ Ｕｎ｛ｔｅｄ Ｓｔ星ｔｅｓ，
ξｈ星ｔｏｎ茎ｙ ａ

ｓ㎜ａ１ｌ ｓｅｇ ｍｅｎｔ ｏξ ｔ註ｅ ｐｏｐｕ１ａｔｉｏｎ，
雀ｈａξ ｉｓ ｔｈｅ ａｆ刊ｕｅｎ言

，
ｗ三］１ ｂｅ

ａｂｌｅ ｔｏ 星ｖａ｛１ｔもｅ 榊 ｅ童ｖｅｓ ｏｆｔｈ三ｓ ｔｙｐｅ ｏξ ｍｅｄｉｃａ； ｃａｒｅ．
Ａ１ｓｏ

，

ｗｈａｔｔｙｐｅ ｏｆ ｍｅｄｉｃａ旦 ｃ肛ｅｉｓ ｂｅｓ芭 ｆｏｒ ｐｅｏｐｌｅｉｎ ｄｅｖｅ１ｏｐ妻ｎｇ

ｃｏｕｎ言ｒ｛ｅｓ？ Ｔｈｅ 蜘 ｓｗｅｒｓ ｔｏ ｔｈｅｓｅ ｑｕｅｓ言ｉｏ 閉 齪ｇａｉｎ ｒｅ侵ｕｉｒｅｓ

ｂＯｔｈ 三ｎξＯｒｍ ａｔｉＯｎ ａ孤δ ＷｉＳδ０獅， ａｎδ ｎＯｔ ｊｕ害言 Ｏｎｅ ｔｙｐｅ ０ξ

塞ｄｖａＢｃｅｄ 棚ｅｄ三ｃ星１ ｃａｒｅ，
ｂｕｔ ｆｉ】＝ｓ童 ａｎｄ ξｏｒｅｎ｝ｏｓｔ，

ｉｔ 榊 ｕｓｔ ｂｅ

饒ｎｄｅｒｓまｏｏｄ ｔおａセ ｔあｅ 榊 ｅ至ｄｉｎｇ ｏｆ 星 ｗｉδｅ ｒ 馴 ｇｅ ｏｆ ａｃａｄｅ ｍｉｃ

ｆ 燃 ｓ ａｎδ ｐｅ湘 ㎝ ｎｅ１ｉ 汕 ｈｅ ｒｅｓｅ８ｒｃｈ ｇｒｏｃｅｓｓｉｓｒｅｑｕｉ王ｅｄ．

脇②舵了ａ－ｏｒｌ Ｄｒ Ｎ ＡＧ ＡＩ
， ｗｈ星ｔ 欲ｅｙｏｕｒｔｈｏｕｇｈｔｓｆｒｏ㎜ ｔｈｅ

ｓｔ囲η 卵 ｏ１ｎ董ｏ多ｙｏ洲 ｏｗｎｓｐｅｃｉａ；ｔｙ？

榊 舳１： Ｍｙ ｏｗＲ ｓｐｅｃｉａ王ξｙ ｛ｓ ｉｎｔｅｒ㈱王 ㎜ｅｄｉｃｉｎｅ ｏぎ 細

ｃ｛ｒｃ睡王齪まｏｒｙ ｓｙｓｔｅ臓， ａｎｄ ｔｏ ｇｅｔ ３ ぎｕ茎１ ｇｉｃｔ葛ｒｅ ｏｆ ｗｈａｔ ｃａ 眺 ｅｓ

ｄ｛ｓｅａｓｅｓ ｏｆ 言ｈｅ ｃｉζｃｕ１星ｔｏｒｙ ｓｙｓｔｅ 搬， ｏｎｅ おａｓ ｔｏ －ｏｏｋ ａｔ茎ｏｎｇ－

ｓ 伽 伽 ｇ ｄ 繍 ｅｔｅ竃 ａｎｄ ｈｉｇｈ ｂｉｏｏｄ ｐｒｅｓｓｕｒｅ－ Ｗ ｔｈ 宝嚢ｅｓｅ

ｉ１１鵬 ｓｓｅｓ， ｎｏ ａｄｖｅ正ｓｅ ｃｈａｎｇｅｓ ｗ｛ｌ１ ｏｃｃ 泌 ｉぎ ｙｏｕ ｆａ三１ ξｏ 言ａｋｅ

ｃａｒｅ ｏｆ
ｙｏｕｒｓｅ玉ｆ ｐｒｏｐｅｒｌｙ ｆｏｒ ａ ｄａｙ ｏｒ ｓｄ

，
ｂｕｔ ｙｏｕ ｃａｎ ｅｎｄ 紅ｐ

ｗ 楡 ａ ｓｅｖｅｒｅ 三］１ｎｅｓｓ 星ｓ ａ ｒｅｓｕ１ξ ｏｆ 搬ｉｎｏｒ ｆ旺ｃ言ｏｒｓ ｔｈａ言 ｓ１ｏ ｗ１ｙ

ｂ浸ｔ ｓｕ茎ｅ１ｙ ａｃｃｕ ｍ 瞳；ａ言ｅ ｏｖｅｒ ａ １ｏｎｇ ｐｅ至ｉｏｄ ｏｆ ｔｉｍｅ， ｎ ｅｒｅ ａｆｅ

ａｌｓｏ ｐｒｏｂ１ｅ ｍｓ ａｓｓｏｃ三ａｔｅδ ｗｉ称 ｄ鉋１１ｙ
三ｉｖ三ｎｇ

ｈ星ｂｉｔｓ ａｎｄ ａｎ

ｉｎｄｉｖｉｄｕａ茎
，
ｓ ｇｅｎｅｒａｉ ｐｈｙｓ三ｃａ１ ｍ 荻 ｅ ｕｐ． σｎｔｉ１ ｎｏｗ， ｍ ｅｄｉｃａ１

言ｅｘｔｓ ｈａｖｅ ｉｎｓｔｒｕｃｔｅｄ ｐｒａｃｔｉｔｉｏ篶ｅｒｓ ｔｏ ｐｒｏｖ三ｄｅ ａ ｓｐｅｃｉｆ責ｃ ξｙｐｅ

ｏξｔｒｅ３ｔｍ ｅｎｔ ｆｏｒ ａ ｓｐｅｃ圭ｆ量ｃ ｄｉｓｅａｓｅ， ａｎｄ Ｉ もｅ１｛ｅｖｅｔ養ａｔ ｍｅｄｉｃａｌ

ｃａｒｅ わａｓ ｂｅｅｎ ｂａｓｅδ ｏｎ ｓｗｅｅｐｉｎｇ ｇｅｎｅ正ａ童ｉｚａまｉｏｎｓ。
玉 ｂｅ至ｉｅｖｅ

ｔ如ａま ｉｔ ｉｓ 搬 ｏｓｔ云王ｎｐｏｒｔａｎｔ ξｏ 王ｏｏ茨 ａｔ ｅａｃｈ ｐａｔｉｅｎξ 盆ｓ ａ 汕珊ヨｑｕｅ

ｉＢｄｉｖｉｄｕａ一、
ｔａｋ量ｎｇ ｉｎ主ｏ ｃｏηｓｉｄｅｒａξｉｏｎ ξｈｅ ｐｅｒｓｏｎ

，ｓ ｐ註
ｙｓ主ｃａｌ

ｃ０Ｂｓｔｉ童磁ｉｏｎ ａ乃ｄ ａｃｔｉｖｉ言ｙ 茎ｅｖｅｌ ｗ ｈｅＢ ｃｏｎｓｉｄｅｒ呈ｎｇ ｗ ｈａξ ｉｓ ｔ汽ｅ

ｂｅｓｔ 搬 ｅｄ三ｃａ１ｃ 撚ｅ ｆｏｒ ｈ三燃 ｏｒ ｈｅ正 丁養ｕｓ
，

ｉｎ言ｅｇ 榊 ｅｄ ｍｅｄｉｃｉｎｅ ｉｓ

もｅｃｏ欄ｉＲｇ 三ｎｃ附 ａｓ麦ｎｇ…ｙ ｉｍｐｏｒｔ鮒ｔ ｉｎ ａ ｓｏｃｉｅｔｙ ｃｈａｒａｃｔｅξ…ｚｅｄ

もｙ茎０ｎｇｅＶｉ迂ｙ。

洲ｏｄεｒａ 倣 ： Ｔｈ 馴ｋ ｙｏじ ｖｅｒｙ ｍｕｃｈ－ Ｉ ｗｏｕ１ｄ 脈 ｅ ｔｏ ｔｕｍ

ｎｏｗ ｔｏｔｈｅ Ｐｒｅｓｉδｅｎ言ｏｆ 級 Ｅ至ＩＭ Ｓ
，

Ｄ■ ＴＡＸ ＡＫ ＵＲＡ
，

ａｎδ ａｓｋ

ｈヨｍ ｔｏ ｔｅ１三ｕｓ ａもｏｕｔ宝ｈｅ ｆｅａ 鮒 ｅｓ ｏｆｔ塁ｉｓ ｎｅｗ ｓｙｓｔｅ棚、

丁＾Ｘ＾ＫＯＲＡ ｌ Ｔおｅｒｅ ａｒｅ ｖ 趾ｉｏｕｓ ｄｅＢｎ三ｔ｛ｏｎｓ ｏｆ ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ

ｍｅｄ｛ｃａ茎 ｓｃｉｅｎｃｅｓ．
Ｍ ｙ ｄｅ 淋 三言三０Ｂ，

ｆｉｒｓｔｌｙ，
ｉｓ ｉｎｔｅｇ 閉ｔｉｏｎ

ｔｈｒｏｕｇｈ ξｈｅ ｃｏｏｐｅ榊ｉｏｎ ｏｆｒｅｓｅａｒｃｈｅζｓｆξｏｍ ｄｉ旋ｒｅｎｔｆｉｅ１ 虹

ｉｎｃ亘ｕさｉｎｇ ξｈｏｓｅ ｉＢ ｂ星ｓｉｃ ｓｃｉｅｎｃｅｓ ｓ獺ｃｈ ａｓ ｂｉｏ１ｏｇｙ，
ｉ㎜ ｍｕｎｏ茎一

〇ｇｙ ａｎｄ ｐｈｙｓｉｏ１ｏｇｙ，言ｏｇｅｔｂｅ正 ｗｉ言ｈ ｐｂｙｓ呈ｃ圭ａｎｓ ｗおｏｓｇｅｃ三ａ至ｉｚｅ

ｉｎ ｆ三ｅ１δｓ ｓｕｃお ａｓ ｉ羽ｔｅｒｎａ１ 搬 ｅ６圭ｃ圭ｎｅ， ｓｕｒｇｅｒｙ， ｃａｒｄｉｏｖａｓｃ珊１ａξ

ｓ 鮒 ｇｅｒｙ， 鵬 ｕｒｏ 棚 ｒｇｅξｙ ａｎｄ ｏｐｈ 曲 ａｉｍ ｏ…ｏｇｙ． Ｔｈｅ ｓｅｃｏ邊δ

ｄｅｆ妻ｎｉｔ三〇ｎ ｃｏｖｅｒｓ 三ｎξｅｇ王ａまｉｏｎ 言ｈｒｏｕｇｈ ｔｈｅ ｐｒｏ 棚ｏｔ亡ｏｎ ｏｆｊｏｉｎｔ

ｒｅｓｅａｒｃｈ ｂｙ ｒｅｓｅ臼∫ｃもｅｒｓ ａｔ ｖａζｉｏｕｓ 旭ｎｉｖｅｒｓｉｔ圭ｅｓ ａｎｄ ｒｅｓｅａｒｃｈ

ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎｓ．
Ｔｈｅ ｔ良｛ｒδ ｄｅｆ量η…言…０Ｂ， ｔｈ乱ｔ 三ｓ ｃｕ王ｒｅｎｔ１ｙ ｂｅｉｎｇ

ｉｍｐ至ｅｍｅ珊ｔｅｄ 伽 ｏ紅 敏 ξｈｅ ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ 醐ｅｄｉｃｉ鵬 ａｐＰξｏａｃち
，

ｉｓ

ｍｅｄｉｃａ１ ｃａｒｅ ｔｈａξｃｏｍｂｉｎｅ竃 Ｗｅｓｔｅｍ ｍｅｄｉｃｉ鵬 ｗｉｔｈ ｈｅｒｂａ１

㎜ ｅδｉｃｉｎｅ （Ｋ 星欄 ｐｏ） 榊 ｄ ＆１言ｅ ｍ 刮言ｉｖｅ ｍ ｅｄｉｃｉｎｃ，
ｓ肛ｃｈ ａｓ 欲 ｏ ｍａ－

ｔｈｅｒａｐｙ， ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｏｂｊｅｃｔｉｖｅ ｏｆ ｅｎ 鮎 ｎｃｉｎｇ もｅａ１ｔｈ．
Ｔｏｄａｙ，

ｔ正ｅａｔｍｅＲｔ ＣＯ ｍｅＳｉＲ ｍａｎｙ ξＯｒ竈ＢＳ，
三ｎＣ１担ｄｉｎｇｔｒａ 徽 ｉＯηａｌ Ｅ 搬 ｅｒｎ

ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ 睡ｓｉＲｇ Ｋ ａｍ ｐｏ，
細 ａ…ｔｈ ｆｏｏｄｓ ａｎδ ｖａｒ１ｏ 洲 ａ；ｔｅ ｍ ａｔｉｖｅ

重ｈｅ 卿 ｉｅｓ．

Ｔｈｅ ａｎｎｕａ１ 棚ａξｋｅを ｖａ１ｕｅ ｏｆ ｔｒａｄ量ｔ…ｏｎａ１ ａｎｄ ａ茎ｔｅｒｎａｔｉｖｅ

ｔｒｅａｔｍ ｅｎｔｓ ｈａｓ ｂｅｅ邊 洋 ｅｄｉｃｔｅｄ ｔｏ ξｅａｃ養 ｏｎｅ ｔｒｉ茎１ｉｏη ｙｅｎ
，

も軸ｔ

ｔ養ｅｙ ｈａｖｅ ｙｅ辻ξｏ ｂｅ ｓｕｂｊｅｃ言ｅδ ｔｏ ｐζｏｇｅｒ ｓｔ星ｔ１ｓξｉｃａｌ ａｎａ１ｙｓｉｓ まｏ

ｄｅ室ｅｍｌｉｎｅ ｗ 註ｅまｈｅ亙 ｔｈｅｙ 星ｃｔｕａ三１ｙ ｃｏｎξｒ主もｕｔｅ ｔｏ るｅｔ言ｅｒ ｈｅａ１童ｈ．

Ｏ ｎｅ ｉ棚ｐｏξｔ纈ｎξ δ麦ｖｉｓ…ｏｎ ｏｆ ｉｎ言ｅｇ 閉ｔｅ６ ｍｅｄｉｃ星１ ｓｃｉｅｎｃｅｓ ｉｓ

ｓｃｉｅｎ言ｉｆｉｃ ｉ列ｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ ｛ｎｔｏ ｔｈｅ ｅｆｆｉｃａｃｙ ｏｆ ｔｈｅｓｅ 言ｒａｄｉｔ三０Ｂａ１

ａＢｄ ａ王ｔｅｍ ａｔｉｖｅ ｔｒｅａｔｍｅｎｔｓ．
Ｓｕｃ養 ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔ｛ｏｎ ｗ｛１； ｄｅｔｅζｍｉｎｅ

ｗ ｈｅ言ｈｅξ ｔｈｅｙ わａｖｅ 茎ｅａ１ ｖａｌｕｅ ｉη ｔｈｅ ｐｒｏ柵 ｏｔ三〇ｎ ｏｆ ｈｅａｌｔｂ．

Ｔｈｅｙ ｗ三ｕ ａ王ｓｏ もｅ ｃｏ ｍ ｇ 趾ｅｄ ｏｒ ｕｓｅｄ ｔｏｇｅξｈｅｒ ｗｉξｈ ｃ祉ζｒｅｎξ

ｓｔａｎｄ 撚δ ｔｈｅｒａｐ
…ｅｓ ξｏ ｄｅｔｅ王㎜ｉ珊ｅ ｗ ｈｅξｈｅｒｔ註ｅｙ ｃｏｕ１δ もｅ 洲 ｅｆｕｌ

ｉｎ ｃ１－ｅａｔ三ｎｇ ｂｅｔｔｅ茎 流ｅｒ昼ｐｉｅｓ ｏｒ ｉｎ ｔｂｅ ｐｒｅｖｅｎ言ｉｏｎ ｏぎ ｄ量ｓｅａｓｅ．

Ａｃｃｏｒｄｉｎｇｌｙ，
ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ 棚ｅｄｉｃａｌ ｓｃ三ｅｎｃｅｓ ｏ茎 ｒｅｓｅａｒｃ曇 ｉｎｔｏ

ｉＲｔｅｇｒａｔｅｄ ㎜ｅｄ…ｃ量ｎｅ ｗｉｉ１ １ｅａｄ 言ｏ ａ ｓ言ｒｕｃξｕｒａ： ｆｅチｏｒ㎜ ｏｆ ｔｋｅ

ｐｒａｃｔｉｃｅ ｏｆ ｍ ｅｄｉｃｉ鮒 ．

Ｉ皿 ａｄ 徽 ｉｏη， ｍ ｅｄ｛ｃａ１ ｃ 欲ｅ ｔｏδａｙ ｃａｎ ｂｅ ｃｈ８ｒａｃｔｅｒ圭ｚｅｄ ａｓ

宣ｒｅａｔｉｎｇ ｓｙ ｍ ｐ言ｏ ｍｓ ｏｎ］ｙ ａ£ｔｅ歪 淡 ｅｙ
ｈａｖｅ ａｐｐｅ８ｒｅｄ

．
Ｆｏｒ

ｅｘａ醐 ｐ至ｅ，
ｉＢ ｍ ｙ ａｒｃａ ｏｆ ｓｐｅｃ｛ａ】ｉｚａ言ｉｏｎ

，
ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ， Ｐａｔ｛ｅｎ童ｓ

ｗｉ童ｈ ｂｒａ｛ｎ ｔ訂ｍ ｏｒｓ ｖ；ｓｉｔｔｈｅ ｈｏｓｐ｛ｔａ１ ｏｎ１ｙ ａ長ｅｒｔおｅｙ ｈａｖｃ ｂｅｅｎ

ｓ嘔 純 ｒｉ珊ｇ ｆｒｏｍ ｈｅａｄａｃｈｅｓ 罰 紬 ｎ讐 ｍ ｂ珊ｅｓｓ ｏｆ ｔｈｅ ｈａｎｄｓ， 蜘 ｄ ｛ｎ

ｍ ａｎｙ ｃａｓｅｓ， をｈｅｉｒ ｄ１ｓｅａｓｅｓ ｗｉ１１ 註ａｖｅ ａｉｒｅａ ψ もｅｃｏ ｍｅ 岬 三ｔｅ

昼ｄｖ 蜘 ｃｅｄ
．

Ｉ ｏｆｔｅｎ ｆｉｎｄ ｅｘｔｒｅｍｅｌｙ ｌａｒｇｅ ｂｒａｉｎ 言ｕ 搬 ｏ正ｓ ａｎｄ Ｉ

ｗ ｏ岱ｄｅｒ ｗ 為ｙ をｈｅ ｐａｔｉｅ羽ｔｓ 養ａｄ ｎｏをｃｏ 欄 ｅｉｎ ｅ 趾１ｉｅｒ．
豆ｆ ｗｅ ｔｒｅａｔ ａ

ｂｒａ…ｎ ｔ膏 ｍ ｏｒ ａｔ ａ犯 ａｄｖａｎｃｅｄ ｓｔａｇｅ， ｗ ｅ ａ■ｅ ｆ星ｃｅｄ ｗ 搬 為ａｖ｛ｎｇ

ｔｏ ｐｅｒｆｏ王棚 ｓ 洲 ｇｅｒｙ 童ｏｇｅｔｈｅｒ ｗｉをｈ ｒａｄ｛ａｔｉｏｎ ｔｈｅｒａｐｙ ｏｒｃｈｅ ｍｏ－

ｔｈｅｒ星ｐｙ， ｗｈｉｃｈ ｒｅｑｕ｛ｒｅ ａ ｌｏ珊ｇ Ｐｅｒｉｏｄ ｏξ 註ｏｓｐｉ言ａｉｉｚａｔｉｏｎ ａｓ

ｗｅ１至 ａｓ ｈ渥ｇｅ ｍ ｅｄ三ｃａ１ ｃｏｓｔｓ． Ｉｆ ａ ｔ饗 ｍｏｒ ｃｏｕ１ｄ ｂｅ ｄ 搬 ｃｔｅｄ

ｐ王ｉｏｒ 言ｏ ｔｈｅ ａｐＰｅａｒａｎｃｅ ｏｆ ｓｙ ｍ ｐｔｏｍ ｓ ｗｈｅ羽 ｉ言 ｉｓ ｓまｉ茎１ ｑｕｉｔｅ

ｓ郷 螂
，

ｔｈｅｎ ｔｈｅ 言ｒｅａ言ｍ ｅｎｔ ｗｏ担１δ ｂｅ ｓｉ搬ｐ１ｅ
，

ｔｈｅ 閉ｔｅ ｏｆ

ｃｏ ｍ ｐｌｅｔｅ ｃ 泌 ｅ ｅｘｔｒｅ ｍｅ１ｙ ｈｉｇｈ ㎝ δ ｔｈｅ ｃｏｓｔｃｏｐｓｉｄｅｒａも｝ｙ １ｅｓｓ．

泌 ｏｒｅｏｖｅ王
，

ｔ益ｅｒｅ ｗ ｏ泌 ｄ ｂｅ ａ 竃ｉｇｎｉｆｉｃａｎｔｉｎｃｒｅａｓｅ ｉｎ ξｈｅ ｑｕａ王ｉセｙ

ｏｆ 茎ｉξｅ ξｏ正 ｔ湊ｅ ｐａｔｉｅｎｔ
．

丁養ｕｓ，
ｌ ｗ ｏｕｌｄ ｌｉｋｅ ｔｏ ｓξｒｅｓｓ ｔおａｔ ｗ ｅ

Ｂｅｅｄｔｏｉｍｐ三ｅｍｅｎ圭ａ ｐａｒａｄ１ｇｍ ｓｈｉｆｔ ａｗ星ｙ ｆ童ｏｍ 言ｈｅ ｋｅｙｗｏｒｄ

ｏｆ “言ｒｅａｔｍ ｅＲ言” ａｓ ｃｕｒｒｅｎξ亘ｙ ｕｓｅδ
， ｗｈｅｒｅｂｙ ｔｒｅａｔｍｅｎｔ ｉｓ

ｅ ｍもａｒｋｅｄ ｕｐｏｎ ｏｎｃｅ ξｈｅ ｓｙ 燃 ｐｔｏ 燃ｓ ｈａｖｅ ａｐＰｅａｒｅδ
，ｔｏ 刮 ｎｅ ｗ

ａｐｐｒｏａｃ為 ｉｎ ｗ ｈｉｃら ｔｈｅ 的 ｉ…ｏｓｏｐｈｙ ｏｆ “
ｐｒｅｖｅ 械三〇ｎ

”
ｔａｋｅｓ

Ｃｅ羽ｔｅｒＳξａｇｅ－

ＭＯｄ叡ａｔ０【：Ｎｏｗ 玉 ｗｏωｄ１ｉｋｅｔｏξｕｍ ｔｏ Ｄ■ ＳＲ王ＶＡＳＴＡＶＡ

ｏｆｔｈｅ Ｕ ｎｉｖｅξｓｉξｙ ｏｆ Ｃａｌｉｆｏ ｍ…ａ ａｔ Ｓａｎ Ｆｒａｎｃｉｓｃｏ．
Ｔｈｅ ｃ 鮒ｒｅｎｔ

ｓｉξｕ固ξｉｏｎ ｉｎ ｔちｅ Ｕ ｎｉｔｅｄ Ｓｔａｔｅｓ ｗ呂ｓ ｐｒｅｖｉｏ浸ｓｌｙ 主ｏｕｃｈｅｄ ｕｐｏｎｉｎ

ｔｏｄａｙ
，
竃 ｓｙ 獅 ｐｏｓｉ竈 ｍ，

ｂ 磁 玉 ｗｏｕ童ｄ １三ｋｅ ｔｏ ａｓｋ Ｄｒ．
ＳＲＩＶＡ Ｓ－

Ｔ ＡＶＡ ｔｏ ｇｉｖｅ 洲 暮ｉｓ ｔもｏｕｇｈｔｓ ａＢｄ ｏｐｉ乃ｉｏｎｓ ｏ犯 ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ

ｍｅｄｉｃｉｎｅ －ｓ ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ ｍｅｄｉｃｉｎｅ ｍａｋｉｎｇ 三ｎｒｏａｄｓ ｉｎ ｔｈｅ

し享ｎヨ言ｅδ Ｓ言ａ宣ｅｓ？

「
．

Ｒヨｔｉｏｎ君１ｅ 責ｏｒｌＲＥｌｌＭ Ｓ ３） Ｅｘｏｅｒｐｔｓｆｒｏｍ 齢ｅ Ｐ 帥 竈１Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｏｆｔｈｅ「昔ｔｌＲ…ｌｌＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍ ｐｏｓ；ｕｍ ■’Ｗ ｈ目ｔ Ｗｅ 巨ｘｐｅｏｔｏｆｌＲ菱１１Ｍ Ｓ■■｛ｏｏ械ｉｎｕｅｄ）



葦護
鰯 １維１１ＭＳの 特色

影 勲 籔１綴 鱗 義 嚢籔訟ン秦禁讐嘉ノ淳 藩 斧 ぺ 勇㌘シ嚢ン孟簑 篠 蓬１１繕婁簑鰯欝繁篭彰 鋤 ⇔ 噌 彰

ど の くら い 大 事 な の か。 そ う い うこ とを 明 ら か に して い くた

め に は、 や は り 統 合 的 に 考 え な い と い け な い だ ろう と 思 い

塞 す。 こ１れ は あ る 意 妹 で は 先 端 医 療 で あり、
か つ ま た 基 本

的 な 医 療 で もありま す が、 最 終 的 に は、 」 人 」 人 に 」 番

良 い 医 療 を提 煤する に はどうする かという、 楓 別 医 療とい

うことに なりま す。 そういう意 味で も統 合 的 な 知 恵 が 必 要

に な っ て き ま す。

一 方、 そういう医 療を 進 めて いくと１費 用 が 大 変 か かって

くるという問 題 が 出て きます。 ぽ ん の 一 部 の裕 福 な 人 しか

このような 医療 を 受 けることがで きな いという心 配 がアメリ

約でも田 て います。 では 聞 発 途 上 にある 国 の 人 たちにとっ

て は
、
どう い う 医 療 が よ い の か。 こ れ に も ま た 知、恵 が 必 要 で、

剃こ一 つ の 先 端 医療 だ けで はなく、 あらゆる分 野 にお いて

学 術 あるい は 人 材 が 統 含して 研究 していく必 要 が あると理

鱗 して お りま す。

司 会 ： 永 井 先 生 の 御 専 門 の 立 場 か ら考 えた 場 合 には ど

脅 な の で しょう か。

泳 井 ： 私の 専 門 は 循 環器 内科 で す が、 循 環 器 の 病 気に

な る 背 景 に は
、 長 い 問 の 糖 尿 病 や

、
高 血 圧 が 存 在 しま す。

こう い う 病 気 は、 注 意 を 亘 日 ちょっ と 怠 っ て も そ う 変 化 が な

い の です が
、 長 い 期 間に 積 もり積もって 重 い 病 気 になりま

す。 そ こ に は 生 活 習 慣 や 体 質 の 聞 題 もあ りま す が、 今 ま で

医 学 の 教 科 書で は、 こういう病 気 の 人 は こう いう 治 療を し

な さ い と
、

十 把 一 か ら げ の 医 療 に な って い た の で は な い か

＆懲、い ま す。 そ れ を、 そ の 人 そ れ ぞ れ に とっ て 」 番 よ い 医

療 は どういった もの か
、

体 質 や 運動 のことも考 える 必 要 が

あ りま す。 した が っ て 長 寿 社 会 で は、 統 合 医．科 学 が ま す ま

す 重 要 どな りま す。

薗 会 ： あ り が と う ご ざ い ま し た。 そ れ で は 続 い て、

玉珊 ＨＭＳ の 所 長 で い らっ しゃ い ま す 高 倉 先 牛
．
か ら、 こ の 新

し い 体 制 の 特 徴 を お 話 し い た だ け ま す で しょう か。

蕊 倉 ： 統 合 医科 学というの は、 いろ いろ な 定義 が ありま

す が、 私 が 考 え て い る 統 合 医 科 学 と い う の は、 第 玉 は、

分 野 が 異 なる 研 究 者 の 統 合で、 墓 礎 医 学 系 の 生 化 学、 免

疫 学、 生 理 学 等 の 研 究 者 と 内 科、 外 科、 心 臓 血 管 外 科、

脳 紳 経 外 科、 眼科 等、 各 専 門 医が 協 力 し合う統 合、 第 ２は

他 大学 や 研 究 機 関 で 研 究を 行 って いる 人 達との 共 同 の 研

究 を 推進 する 統 含、 第 ３ は 現 在行 わ れて いる、 いわ ゆる西

洋 医学 による 医 療 に、 伝 統 的 な 漢方 医療 がアロ マテラピー

の ような 代 警 医 療 を組 み 合 わ せ て総 合 榊こ健 康を 増 進さ

せるような 考え に基 づ い た、 統 合 医療 の 考え 方 があります。

今日、 漢 方 薬 等 を 用 い る東 洋 医 学 的 伝 統 医療 による 治 療

や、 健 康 ・ 栄 養 壷 紬 を 用 い たり、 さま ざ塞 な 代 替 医 療 が 行

わ れて い ます。 こ のよう な 伝 統 ・ 代 替 医療 の 年 問 の 市 場

規 模 は 至 兆 円 に 達 す ると推 定 され て い ま す が、 実 際 に、

健 康 増 進 に 貢 献してい るか どうか は。 統言十学 的 に正 しく評

嫡 されて は いま せん。 統 合 医科 学 研 究 の 目 的の ひとつ の

重 要 な 都 門 と して、こ の ような 伝 統、

代 替 医 療 の 中で、 健 康 増 進に 真 に

燭 値 が ある かどうか の 有 効 性を 移

学 的に 検 証 して、 現 在 の規 準 的 な

治 療 と 比 較 ま た は
、 合 併 して、 より

良 い 治 療、 また は 病 気 の 予 防 に 役

立 てることを 目指 す 部 門も含ま れて

い ま す。

し た が っ て、 統 合 医 科 学 と は、 国 際 釣 な 複 数 の 大 学、

研 究 機 関 が協 力 して、 現 在 の 医 療 に、 有 効 性 が実 薮され

た 伝 統 的、 ま た 代 替 医 療 を 含 め て、 病 気 を 早 期 に 診 断 し、

予 防し
、

ま た 治 療 して、 人 間 の 健 康 を 守 る 方 法 を 統 合 的

に 研究 しようとする機 構 改 革であるとい えます。

そ れ から、 病 気 に対 して 現 在の 医 療というの は、 伺か 症

状 が 出 てきてから 治療 するという状 況で す。 私 は 専 門が 脳

外 科 です が、 患 者さん が例 えば 頭 痛が するとか手 が しぴれ

ると いうような 伺 か 疲 状が 出 てか ら受 診き れると
、

もう病 気

が か なり進 行して いる 場 合 がありま す。 非 常 に 大き な脳 腫

瘍 が 見 つ か っ て、
な ん で もっ と 早 く 来 な か っ た の か

、
と い

うようなこと がしぱし ばあり、 進 行 した 脳 種 瘍 を 治そうと恩

い ますと
、

手 術 の ほ か に 放 射 線 治 療
、

化 学 療 法 などを 行

なうため に、 簑期 の 入 院 が 必 要となり、 医 療 費も葬 常 に高

く な る わ け で す。 こ れ が、 も し も そう いう 症 状 が■出 る 前 に、

腫 瘍 が 小さいうち に 発 見されま すと、 簡 単 な 治療 で 根治 率

も 高 く な り、 医 療 費 も 非 剃 こ 小 さく で きま す。 し た が っ て、

有 意 義 な 生 活 の 質
。 つ ま りク オ リ ティ ー ・ オ ブ ・ ラ イ フ が

ｈがりま す。 現 在 の 医療 の、 症状 が 出 てから治 療 すると い

う、
「治 療」 が 基 本 の キ ー ワ ー ドに な っ て い る もの を。

「予 院

に 考 え 方 を 変 えると１いうパ ラ ダイ ム シ フ トした い と 思 い

ま す
。

司 会 ： そ れ で は、 カ リフ ォ ル ニ ア 大 学 サ ン フ ラ ン シ ス コ

校 の ＳＲ１ＶＡＳＴＡＶＡ 先 生 に も お 伺 い し た い と 患 い ま す。 さ

き ほどの シンポ ジウムで 米 国 の 事 情を ご 紹 介 いた だきま し

た が
、 先 生 の統 合 医 科 学に つ いて の ご意 見は どうで しょう

か。 米 国 で は そ れ は 受 け 入 れ ら れ て い る で しょう か。

ＳＲｌＶＡＳマＡＶＡ： 米 国 で は、 統 合 に つ い て 重 要 視 さ れ る よ

う に な っ た の は ここ ３， ４ 年 ぐ ら い の も の で す。 シ ン ポ ジ ウ

ム で Ｎ旧 のロー ドマップにつ いて 説明 をさせ てい ただき蒙

し た が、 ま だ 懐 疑 的 な 昌 で 見 ら れ て い る とこ ろ も あ りま す。

変 化は 常に 難しい もの ですし、 懐疑 的 に 見られるもの です。

しか し過 去 ２ 隼 間、 より受け 入 れ 態 勢がよくな ってき たよう

で す。 従 来 の 医 療 に 溝 足 で き な い と いう 視 点 か ら、 や は り

変 化 が 必 要 であると感 じられ てき たようです。 代 替 医 療 の

分 野 で、 ま だ 変 化 は 出 て き て い ま せ ん が、 政 府 が イ ニ シ ア

チ ブ を とっ て、 より 厳 しく テ ス トし ようと い うこ と に な っ て お

りま す。 しか しま だこの やり方 が 広 範 に 受 け 入 れら れて い

る と い うも の で も あ り塞 せ ん が、 厳 し い 科 学 的 な テ ス トと、

１２
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ＳＲｌＶＡＳ一^ ＶＡ ： Ａ ｓｔｒｏｎｇ 三ｎまｅｒｅｓｔｉＢ １ｎξｅｇｒａまｉｏｎ ｂｅｇａｎ 星ｂｏ滅

ｔ汰ｅｅｔｏ ｆｏ概 ｙｅ趾ｓ ａｇｏｉｎ ξｈｅ Ｕｎｉｔｅｄ Ｓ 撤 ｅｓ．Ｉ ｅｘｐ１ａｉｎｅ６ ｔ養ｅ

ＮＩＨ ｒｏａさ 榊ａｐ δ服ｉｎｇ ｔｈｅ ｓｙｍｐｏｓ…Ｂｍ，
ｂｕｔｔもｅ ｓｕｂｊｅｃｔ ｉｓ

ｌｏｏ良ｅｄ 杜ｐｏｎ ｗ圭ｔｈ ｓ麦ｅｐ白ｃｉｓｍ ｉｎ ｓｏｍｅ ｃｏｍｅ王ｓ．
Ｃｈ 柵ｇｅ ｉｓ

ｅｘｔξｅ㎜ ｅ…ｙ ｄｉｆｆｉｃｕ１言 ａｎｄ ｉξｉｓ ｖｉ㊦ｗｅｄ ｗｉ齢 ｓｕｓｇｉｃｉｏｎ－
Ｈ ｏｗ ｅｖｅｒ，

ξｈｅ王ｅ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ ｓｉｇ羽ｓ ｏｆ 星 ｇｒｅａｔｅｒ δｅｇｒｅｅ ｏｆｒｅｃｅｐｔ三ｖｅｎｅｓｓ ｉｎ

ξｈｅ ｐａｓξ ｔｗ ｏ ｙｅａｒｓ。
冊 ｅ ｐｒｅｖａ｛１圭ｎｇ 鰍 ｏｏｄ もａｓ ｂｅｃｏ ｍｅ ｏｎｅ ｉｎ

ｗ ｈｉｃお ｄｉｓｓａｔ…ｓｆａｃｔ三〇ｎ ｗｉξｈ ｃｏｎｖｅｎｔｉ０Ｂ昼≡ ｍ ｅｄｉｃａ１ ｃ 趾ｅ ｈａｓ

ｂｅｅｎ ｔｒ星ｎｓ茎ａξｅδ ｉｎｔｏ ａｒｅｃｏｇｎｉ言ｉｏｎ ｏｆｔｈｅ ｎｅｅｄ ｆｏ童 ｃおａｎｇｅ．

Ｉｎ ξおｅ ｆ呈ｅ｝ｄ ｏｆ ３１言ｅｒｎａ言ｉｖｅ ｔｒｅａｔｎ｝ｅＢｔｓ
，

ｃｈａＢｇｅ ｈａｓ ｙｅｔ ξｏ

ｏ ㏄ ｕｒ
，

ｂｕｔ ａｓ ａ ｒｅｓ黎呈ｔ ｏｆ ｇｏｖｅ ｍ ｍ ｅ珊ｔ ｉｎｉ言ｉａｔ…ｖｅｓ
，

言ｈｅξｅ ｈａｓ

ｂｅｅｎ 盆 ｍ ｏｖｅ ｔｏｗ 肛 ｄ ｍ ｏ 禰 迦 ｏｒｏ 洲 ｔｅｓｔｉｎｇ．
珊 ｉｓ ａｐＰｒｏ星ｃｈ

，

ｈｏ ｗｅｖｅｒ，
ｈａｓ ｙｅｔｔｏ ｂｅ ｗｉδｅｌｙ ａｃｃｅｐｔｅｄ

，
ｂ 滅 １ｆ ｓｔす１ｃξｓｃｉｅｎ芝ｉξｉｃ

ｔｅｓｔ量ｎｇ 三ｓ ｃｏｎｄ浸ｃｔｅｄ ｔｏｇｅｔｈｅｒ ｗ三ｔｈ 王ｅｓｅａ王ｃ註 ａｎｄ ｔ註ｅ ｅｆｆｉｃ乱ｃｙ

ｏｆｔｈｅｓｅ 舵 ａｔ㎜ｅｎまｓｉｓ ｖｅξｉｆ童ｅδ
，
セｈｅＢ Ｉｔ為ｉ漱 ｔおａｔξｂｅ ｄｏｏζ ｗｉ１至

Ｏｐｅｎ ｔＯ ｔおｅ ｕＳｅ Ｏｆ ａｈｅｒηａｔ量Ｖｅ ｔｒｅａ言搬 ｅｎｔＳ、

洲Ｏ 倣 ａ 鮒 ＝ Ｗ 為ａｔ ａｒｅ ｙ ㎝ｒ ｔｈ ㎝ ｇｈｔｓ ㎝ Ａ 燃ｅ王ｉｃａｎ ｈｅａ脇

ｉｎＳ理茎ａｎＣｅ？

ＳＲＩＶ＾ＳＴ＾Ｖ＾： Ｉｎｓｕｒａｎｃｅ ｄＯｅｓ ｎＯｔ 言ｙｐ三ｃａ１至ｙ ｃＯｖｅ正 ｔもｅ ｃｏｓｔ

ｏｆ ｐｒｅｖｅ邊ｔ１ｖｅ ｍｅｄｉｃｉ鵬 ｉｎ ｔ養ｅ Ｕ ｎｉξｏｄ Ｓｔａｔｅｓ． Ｐｏｒ ｅｘａ ｍｐ１ｅ，

ｔ養ｅ ｖａｃｃ呈ｎａｔ｛ｏｎ ｏｆｃｈｉ１６ｒｅｎ ｉｓ ｃｏｎｓｉδｅｒｅｄ ｅｓｓｅｎｔ｛劃…ｔｏ ｐξｅｖｅｎｔ

ｔ益ｅ ｓｐｒｅａδ ｏｆ ｄｉｓｅ星ｓｅ，
もｕｔ ｃ０ＲｖｅＢｔｉｏｎ星１ 量ｎｓｕｒ８ｎｃｅ δｏｅｓ ｎｏξ

ＣＯＶｅｒＳｕＣお ＶａＣＣｉｎ８ｔ葦０ｎＳ．

Ａ ｓｅｃｏｎｄ ぴｏｂ１ｅｍ ｉｓｔおａｔ 蜘 圭鰍ｐｏｒｔａｎまｐ 航 ｏｆ ｛ｅ 鞭ｐｒｏａｃｈ

ｅ 澱 ｂｏ６ｉｅｄ ｂｙ ｐｒｅｖｅｎｔｉｖｅ 榊ｅδｉｃ量ｎｅ ａηｄ ｇｅｎｅ 星ｎａｌｙｓｉｓ 三ｓ ｔｏ

１ｄｅｎｔ１ｆｙ ｔｈｏｓｅ ｉｎｄｉｖｉｄｕａｉｓ ｗ註ｏ ｍａｙ ｂｅｃｏｍｅ 三１１ ｗｉｔｈｉｎ ａ

ｐｅｒ圭ｏｄ ｏｆ ｓｏｍ ｅ ｙｅａｒｓ ｂｙ ｅｘａ ｍｉｎｉｎｇ ｔおｅｉｒ ｇｅｎｅｓ，
Ｈｏ ｗｅｖｅｒ，

セｈｅｓｅ ｓ星ｍ ｅ ｇｅｎｅξｉｃ まｅｓｔｉ列ｇ ｒｅｓＢ夏ｔｓ ｃａｎ ｂｅ 洲 ｅδ ｂｙ ｉｎｓ泄 ａｎｃｅ

ｃｏ ｍｐ註ｎｉｅｓ ｔｏ ｄｃξｃｒ概ｉＢｅ言ｈａｔｔもａｔｉ荘ｄｉｖｉｄｕａ至ｉｓ ａｔ苗 ｈ｛９ｈｅζ茎｛ｓｋ

ｔｏ ｃｏ ｍｅ δｏ ｗ ｎ ｗｉｔｈ ｄｉｓｅａｓｅ ｔおａｎ ｏｔわｅｒ…ｎδｉｖ…ｄ 蝸 １ｓ．
Ｍ ｏｒｅｏｖｅｒ，

ｉＢ 雀ｈｅ Ｕ ｎ｛ｔｅｄ Ｓｔａｔｅｓ ａｔｌｅａｓｔ，ｔ養ｅｒｅ 弧ｅ ｎｏ 至ａｗｓ ｗ 絨ｃ註 ｐｒｏξｅｃｔ

ｉｎｄ｛ｖ三ｄｕａ；ｓ ｆｒｏ 欄 ｗ養ａｔ ｃｏｕ１ｄ もｅ ｃ暮ａｒａｃｔｅｒｉｚｅｄ ａｓ ｇｅｎｅｔｉｃ

ｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔ…ｏｎ ｂｙ １ｎｓｕｒａｎｃｅ ｃｏ ｍ ｐａｎ三ｅｓ． Ｔちｉｓｉｓ ａｎ ｅｘまｒｅ 燃ｅ董
ｙ

１ｍｐｏ 伽 Ｂｔｉｓｓｕｅ ａｎｄ 玉ｔ養ｉ欣 ｔ暮ａｔ ｗｅ ｍ丑ｓｔδｅａ； ｗｉまｈｉｔｉｎ ｔ養ｅ

Ｂｅｘｔｃｏｕｐ１ｅ ｏｆｙｅａｒｓ．

ＭＯｄ欲ａｔＯ了１Ｉ ｗｏｕｌｄ ｎｏｗ １ｉｋｅｔｏをｕｍ ξｏ Ｄｒ．
Ｍ ＡＳＡＫ至

，ｗら〇

三ｓ ｔｈｅ 梛 ｅａｒｃｈ 棚ａｎａｇｅｍｅｎｔ ｌｅ＆ｄｅｒ ｏｆ 玉ＲＥ玉ＩＭ Ｓ ａηｄ ａ

ｓｐｅｃｉａｌｉｓま ｉｎ ｐ註盆ｒ鰍 ａｃｏｌｏｇｙ． Ｉ ｗ ｏｕ１ｄ １三ｋｅ ｔｏ ａｓ更 ｙｏｕ まｏ

ｃｏ 郷 ㎜ｅｎｔ ｏｎ ＩＲＥ玉ＩＭ Ｓ ａｓ ａ ｒｅｓｅａｒｃｈ ｓｙｓｔｅ ｍ．

洲 ＡＳ＾Ｋ１ ： 珊 ｅ ｂａｓ１ｃ ぎｅｓｅａｒｃｈ ｍ ｅｔ湊ｏｄｓ ｈ８ｖｅ 列ｏｔ ｃｈ 蜘 ｇｅｄ
－

Ｗ 養ｅｎ ｗ ｅ ｃｏｎｓｉｄｅｒ ｔｈｅ ｎｏｔｉｏｎ ｏｆ 榊 ｅｇｒａｔｅｄ 狐 ｅｄ１ｃ１ｎｅ
，

ｉｔ

ｓ養ｏｕ夏ｄ ｂｅ ｍｅむｔ｛ｏｎｅｄ ｔｈａξ １〕ａｓ１ｃ ｒｅｓｅａｒｃお ｍ ａｋｅｓ ａ ｃｏηｔｒｉｂｕ－

ｔｉｏｎ ｔｏ ｐａ主ｉｅｎｔｓ ｂｙ ｆｅｅｄｉｎｇ ｂａｃｋ 固ｐＰｒｏＰｒｉａ童ｏ ｉｎξｏ茎ｎｌａ童ｉｏｎ ａｓ

Ｗ 三ｃｋｌｙ ａｓ ｐｏｓｓｉｂｌｅ ｔｏ ｉｍ ｐξｏｖｅ ｔｈｅ…ｒ ｍ ｅｄｉｃ乱… ｃ昼ｒｅ， ｌ ｗ ｏ泌 ｄ

１ｉｋｅ ｔｏ 獺 星ｋｅ ａｎ ａｄｄｉｔｉｏｎａ； Ｐｏｉ珊ξ ｒｅｌａｔｅｄ ｔｏ ｛ｎ言ｅｇｒａｔｅｄ

㎜ ｅｄｉｃｉｎｅ． Ｉ ａｍ ａ 凶 ａｒ搬 ａｃｏ１ｏｇｉｓｔ ａｎｄ ｐｈ 趾 ｍａｃ〇三〇ｇｙ

ｏｒｉｇｉ珊ａ１ｌｙ ｅ ｍ ｅｒｇｅδ ｆｒｏ ｍ ｔもｅ ｃＨｎｉｃａ１ ｓ…ｄｅ．
Ｐｈａｒ搬 ａｃｏｌｏｇｙ

ｏｒ｛９量ｎａｔｅｄ ｉＤ ｔちｅ ｃｏｒｎｅｒｓ ｏｆ茎ａもｏｒａｔｏｒｉｅｓ ｉＲ Ｐ星ξｉｓｉａＢ ｈｏｓｐ…ｔａ１ｓ

ｉｎｔｈｅ １７ｔあ 蜘 ｄ １８重ｈ ｃｅｎｔｕｒ主ｅｓ ｗｈｅｒｅ ａｒｕｇｓ ｗｅｒｅ ｃｈｅｍｉｃａ呈ｉｙ

ｅｘ辻ｒ星ｃ言ｅｄ
，

ａｎｄ ｔｈｅｎ ξｅｓｔｅｄ 凶ｒｅｃ言１ｙ
ｉｎ ｐ８ｔ三ｅｎξｓ，

Ｓｕｂｓｅｑ軸ｅｎ言１ｙ，

ａ ㎜ｅξｈｏｄ ｗ ａｓ 飴 ｖｅ至ｏｐｅｄ ｂｙ ｗ 養ｉｃわ ｄｒｕｇｓ ｗ ｅｒｅ ｎｏｔ 乱δｍ…ｎ１ｓ－

ｔｅｒｅδ ｄ三ｒｅｃｔｌｙ ξｏ ｈｕ棚 ａｎｓ，
ｂｕｔ ｗ ｅｒｅ ｆ…ｒｓｔ ξｏｓｔｅｄ ０Ｂ ａｎ｛燃 ａ更ｓ．

Ｔｈｉｓ 搬ｅ童ｈｏδ ｗａｓｉ 漱 ｏｄｕｃｅｄｉｎ Ｇｅｒｍａｎｙ，ａｎｄ ｄｅｖｅ三〇ｐｅｄｉｎｔｏ

ξｈｅ ξｏ，㎜ ｏｆ ｅｘｐｅζ｛棚ｅｎまａｌ ｇｈａｒｍａｃｏ１ｏｇｙ。 丁蓬ｕｓ
，

凶 趾 ｍａｃｏ一一

ｏｇｙ ｏｒ，
三ｎ ｏｔらｅｒ ｗｏｒｄｓ， ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａ１ ｐｈａｒｍ ａｃｏ王ｏｇｙ，

ｈａｓ ａ

茎ｏｎｇ ｈｉｓｔｏｒｙ． Ｅ ｘｐｅｒ１ｍ ｅｎｔａ１ ｐｈａζｍ ａｃｏｌｏｇｙ ｐｕξ ｔｏｏ ｍ 訂ｃｈ

ｅ ｍｇｈａｓｉｓ ｏｎ 棚ｉｍａ王 ｓｔ紅ｄｉｅｓ ａｎさ 鰍 証Ｂｙ ｃｒ主ｔｉｃｓ ｐｏｉｎｔｅｄ ｔｏ ｔｈｅ

ｐｒｏｂｌｅ ｍ ｏｆｔｈｅ ｄ 欄ｅｒｅｎｃｅｓ ｂｅξｗｅｅｎ 星列ｉｍ ａ１ｓ ａｎｄ ｈ竈 ｍ 棚 ｓ．
Ｉｎ

固岱ｓｗｅｒ ｔｏ ｔ為三ｓ ｃｒ三ｔｉｃｉｓ欄，ξｈｅ ぎｉｅ１ｄ ｏｆ ｃ１…ｎｉｃ星１ ｐｈ皿 獅ａｃｏｌｏｇｙ

ｄｅｖｅ１ｏｐｅｄ ｓｅｐ旺ｒａｔｅ１ｙ，
Ｗ ｂｅｎ ξｅｓｅａξｃおｅｒｓ 棚ｏｖｅ ｔｏｏ ｆ駆 ａｈｅａｄ

，

ｔおｅｙ ｃａη ｌｏｓｅ ｓｉｇｈｔ ｏｆ ｃ三ｉｎｉｃａｉ ｃｏｎｓ三ｄｅｒａｔｉｏｎｓ， ｗ註ｉｃｈ ｉｓ ａｎ

ａξｅａ ま益ａｔ ｎｅｅｄｓ ｔｏ ｂｅ ｒｅ利ｅｃｔｅｄ ｕｐｏｐ． Ａｔ ｐｒｅｓｅｎｔ
，

ｂａｓ三ｃ

燗 ｅ星ｒｃｈ 三ｓ ｍ ｏｖｉ珊ｇ ｆ昼茎１ｓξｏａｍ ａｈｅａｄ ａｎ 伽 ｈｅ ｓｈｅｅｒ ｖｏ呈讐 ｍｅ ｏｆ

吏ｎｏｗ…ｅδｇｅ ｈａｓ らｅｅｎ ｉｎｃｒｅａｓｉＤｇ ｒａｐｉｄｌｙ．
Ｔｈ 洲， ｏｎｅ ｇｒｏｂ１ｅ 棚

ξｈ昼ｔｈａｓｐｒｅｓｅｎまｏさｉ重ｓｅｉξｉｓｅｘａｃをｌｙ ｗｈｏ ｗｉ１王ｋｅｅｐｉ皿 搬ｉＢｄ ξｈｅ

ｃ１１ｎ１ｃａ】 ｃｏｎｓｉδｅｒａｔ三〇ｎｓ， 棚 ｄ ｛ｔ ｉｓ ｆτｏ ｍ ξｈ呈ｓ ｓ圭ａｎｄｐｏ｛ｎｔ ｔ養ａｔ Ｉ

ξｈｉｎｋ ｗｅｎｅｅｄｔｏ茎ｏｏ良 ａｔＩＲＥ豆ＩＭＳＩ

ＭＯｄｅｒａ言α１ Ｎｏｗ Ｉｏｏをｉｎｇ ａｇａｉｎａξｔｈｉ
鵯 ｓｆｒｏ棚 嵌ｅ ｐｅｒｓｐｅｃ－

ｔｉｖｅ ｏぞ ｂ乱ｓｉｃ ｒｅｓｅ 肛ｃｈ
，

ｗ ｅ ｈｅａｒｄ ｂｅｆｏｒｅ ａｂｏ 漱 ξｈｅ ｃゑａｌｌｅηｇ三列ｇ

ｆ呈ｅ亘ｄｓ ｔａｃｋ互ｅｄ ｉ孤 ｔｈｅ ｇ㎝ ｏ郷ｅ ｐ芋ｏｊｅｃｔ．
Ｄｒ，

ＳＨ蔓ＭＩＺＵ
，ｃ ㎝ｌｄ

ｙｏｕ ξａ１ｋ ａｂｏｕξ ξｈｅ燃， Ｐａｒｔｉｃ薄王ａｆ１ｙ ξｒｏ 鰍 を註ｅ ｓ言ａｎｄｐ〇三ｎｔ ｏ£

ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ ｍ ｅｄｉｃａ｝ｓｃｉｅ列ｃｅｓ？

ＳＨｌ㎜ｌＺｕ ＝ Ｗｅ ｈａｖｅ おｅａＩｄ ｆ王ｏｍ 搬 ｍｙ ｐｅ湘 ㎝竃ξｏ 的 ａｂｏｕ言

ｔわｅ ｃｏｎｃｅｐξｓ ｏｆ ｉｎｔｅｇ 榊 ｅｄ ｍｅｄｉｃａｌ ｓｃｉｅｎｃｅｓ ａＰｄ 三ｎ言ｅｇ 榊 ｅｄ

ｍｅｄｉｃｉｎｅ。 棚 ｄ 玉 ｔわｉ赦 言ｈ雛 圭をｉｓ ｇｏｏｄ ｔｈａｔ ｗｅ 秘ｅ 搬ｏｖ｛ｎｇ

ξｏｗ ａ茎ｄ ｍ ａｋｉｎｇ ｔｈｅｓｅ ｃｏｎｃｅｐｔｓ ａ 王ｅａ茎ｉｔｙ．
Ｈｏ ｗｅｖｅｒ

，
ａｓ ａ

ｒｅｓｅａｒｃ養ｅｒ
，
至 ｗｏｕ１ｄ ｌｉｋｅｔｏ ｎｏ宣ｅ ξｈ８ｔ宣ｈｅ ｈ讐 ｍ 棚 ｂｏｄｙ ｃｏｎ宝ａ１ｎｓ

２３
，
０００ ｇｅｎｅｓ ａｎδ ；ｉ£ｅ ｉｓ 燃ａ三ｎｔａｉｎｅδ ｂｙ ｔ紬 ｏｕｔｃｏ ｍｅ ｏｆ ａ

もａｓ…ｃ ｐ１ａｎ 伽 ｏ証ｇｈ ｗ ｈｉｃｈ ｔ養ｅｓｅ ｇｅｎｅｓ ｍ 泳 ｅ ｐｒｏｔｅｉｎｓ， ａｎｄ Ｉ

ｗａ珊ｔ ξｏ ｋｎｏｗ ｅｖｅｒｙまｈｉ珊ｇ ｐｏｓｓ 搬 ｅ ａｂｏリｔ 童ｈｅｓｅ ２３
，
０００ ｇｅｎｅｓ

纈ｎｄ ｔｈｅ１ｒτｅ１ａξｅさ ｐｒｏｔｅｉｎｓ． Ｗｅ ｗｉｌ１ ｎｏξ ｂｅ ａるｌｅ ｔｏ ㎜ ｄｅｒｓｔ 蜘 ｄ

ｈ荘 ｍ 醐 ｓ ｎｏｒ ｈｏｗ ξｏ ｓｕｓｔ星ｉｎ ｈｕ ｍａＢ ｈｅａ１言ｈ ｗ圭ｔｈｊｕｓｔ ａ ｓｕｐｅ〆ｉ－

Ｃ妻ａ至 ｕｎｄｅξＳｔａｎｄｉ廻ｇ ０ξξｈｅｉｒ ｇｅｎｅＳ．

Ｎｏｗ ｉξ ｗｅξａ三ｋ 盆ｂｏｕ言 燃 ｅａｓｅ， ｍａｎｙ ｗｉ茎１ ｂｅ 主ｎｔｅｒｅｓξｅδ ｉ烈

ｃａｎｃｅｒ ｏｒ ｔｈｅ ｓｏ－ｃａ三１ｅｄ １…ｆｅｓξｙ至ｅ ｄ言ｓｅ星ｓｅｓ，
ｂｕま 妻ｎ ａ６ｄｉｔｉｏｎ ｔｏ

ｔｈｅｓｅ ｃｏｎｄ三ｔｉｏｎｓ，
ξｈｅ王ｅ ａｒｅ ａ…ｓｏ ｍ ＆ｎｙ δｉｓｅａｓｅｓ ｗ ｈ｛ｃｈ ａｒｅ

ｐａｓｓｅｄ ｄｏ ｗｎ ｇｅｎｅｔｉｃａ…１ｙ
ｆｒｏ ｍ ｐａｒｅｎｔ ｔｏ ｃ ㈱ ｄ

． 丁 淀 ｓｅ ｇｅｎｅｓ

Ｂｕ鰍ｂｅｒ ａｂｏ祉ｔ ４
，
５００

．
Ｗｅ ㎞ ｏｗ ｗｈ纈ｔｄｉｓｅａｓｅｓ ｗｉ；ｌ ｄｅξｉ列ｉｔｅｌｙ

ｏｃｃ㍊ｒ ｉｆ ｏ羽ｅ ｏぎ ｔｈｅｓｅ ４
，
５００ ｇｅｎｅｓ ｏｕξ ｏｆｔとｅ ｏｖｅｒａ１｝ ｔｏｔａｉ ｏｆ

ａｐｐｒｏｘ｛獅 ａｔｅ１ｙ ２３
，
０００ 三ｓ ｄａｍ ａｇｅδ

．
Ｈ ｏｗｅｖｅ正， ｏｆ ｔｈｅｓｅ ４

．
５００

０Ｂｌｙ ａｂｏ 滋 一
，
２００ 養ａｖｅ ｂｅｅｎ ｃ０Ｂぎｉｒｍｅｄ ａｓ もｅｉｎｇ ｒｅｓｐｏｎｓ三ｂ；ｅ

ｆｏζ 跳 ｅ星ｓｅ． Ｉｆ ｐｒｏｇｒｅｓｓ ｉｎ ｈｕ 猟 ａｎ ｇｅｎｅｔｉｃ畠 ｍ δ ｇｅｎｏｍｉｃｓ

ａ茎１ｏ ｗｓ 峰ｓ ｔｏ ｄｅｔｅｒｍｉｎｅ ｗ ちｉｃｈ ｏｆ言ｈｅｓｅ ４
，
５００ ｇｅｎｅｓ ａｒｅ１量ｎｋｅｄ

ｔｏ ｄ…ｓｅａｓｅ
，

ａｎｄ をｈｅｎ 麦ｆ ｗ ｅ ｃｏ湿至ｄ ｄｅξｅｒ搬ｉｎｅ ｗ 養ａｔ ｐｒｏｔｅｉｎｓ 趾ｅ

榊ａｄｅ ａｎδ ｈｏ ｗ ｔｈｅｙ ａｃｔ亭ｔもｅｎ ｗｅ ｗ ｏｕｌｄ ｂｅ ａｂ－ｅまｏ ｕ珊ｄｅｒｓｔａＢｄ

ｔらｅ ｆｕｎｃξｉｏｎ ｏｆ １０
，
０００ ｐ王ｏまｅ｛ｎｓ ａｎｄ ｆｅ汀ｅ言 ｏｕξ ａｎ壱 ａｔ言ａｃを ｔちｅ

ξｅｌｅＶａｎｔ ｇ ㎝ ｅ．

Ｃ 棚 ｃｅｒｓ ｃ 酬 もｅ ｄｉｖｉδｅｄ 麦ｎ言ｏ ξｗｏ ｔｙｐｅｓ； ｔおｅｒｅ 躯ｅ ｓｏｍｅ

ｃａＢｃｅｒｓ ｗｈ…ｃｈ ａξｅ ｇｅｎｅｔ三ｃ ｉｎ ｏｒ圭ｇ三ｎ， ｗｈｉ１ｅ ｏｔ㍉ｅｒｓ 趾 ｅ ｍ ｏξｅ

嚇ｅｓｔｙ１ｅ ｒｅ１ａｔｅｄ
，

ｉ
．ｅ一，ｔおｅｙ ａｒｅ ｃａｕｓｅｄ ｂｙ ｇｅｎｅ δａ撚 ａｇｅ ｗ ｈ三ｃも

塁ａｐｐｅｎｓ 星ξｔｅｒ ｂ…ｒξｈ．
Ｎ ｏｗ ｆｏｒ言ｈｅｓｅ ｄｉｓｅａｓｅｓ， ｗ ｈ呈ｃお ｒｅａ茎１ｙ ｃａｎ

ｂｅ ｃ纈呈１ｅｄ １圭ｆｅｓξｙ三ｅ δ…ｓｅａｓｅｓ，
正 ｔ為ｉｎｋ 言ｈａｔ ｉｔ ｗ ｏ獺；ｄ ｂｅ ｂｅｓ言 ξｏ

ａｄｊｕｓま童ｈｅ茎ｉξｅｓｔｙ
丑ｅ．

至ｆｉ室 ｗ ｅｒｅ ｐｏｓｓ三ｂ１ｅ まｏ ｃｏｎｄｕｃｔ 棚 ｅｘａ搬ｉｎａｔｉｏｎ ｆｏｒ１圭ｆｅｓξｙ三ｅ

燃 ｅａｓｅｓ ｕｓ三ｎｇ 棚ｏｄｅｍ ◎ＮＡ ｃｈ｛ｐｓ， ｍｄ ａ１圭ｎｋ ｃｏｕ１ｄ ｂｅ ｍａδｅ

ｗｉｔ為 ｉ珊ｄ１ｖｉδｕａ； ｃｈａｒ８ｃｔｅｒ１ｓｄｃｓ ｏｒ ｐ卿 ｓ１ｃａ１ 欄ａｋｅ州ｐ 蜘ｄ ａ

ｔ㈹ ｅ ａｓｓｏｃｉａｔ…ｏｐ ｆｏｕｎｄ
，

ｔおｉｓ ｗｏ 戯 ｄ ｂｅ ｅｘまｒｅ ｍ ｅ１ｙ ｕｓｅｆｕ１ ｆＴ０ ｍ

ｂｏｔｈ ξｈｅ ｓｃ｛ｅｎ重欄 ｃ 細 ｄ ｃｌ｛ｎｉｃａ… ｓまａｎδｐｏ｛ｎξｓ．
Ｈ ｏｗｅｖｅｒ，

玉 ｆｅｅ】

１．Ｒヨｔ１ｏｎａ１８ 亨ｏｒｌＲ日１ＭＳ ３） 医ｘｏｅｒｐｔｓ 膏ｏｍ ｔｈｅ Ｐ 酬 ｅｌ Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｏｆｔｈｅ１昌言１ＲＥｌｌＭ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍρｏｓｉｕｍ ■■Ｗｈ昌ｔ Ｗｅ Ｅｘｐｅｃｔ ｏテｌＲＥ１ｌＭ Ｓ■■｛ｃｏｎｔ；ｎＵｅｄ）



騒麗Ｉ黒嚢１８ＭＳの毒春色
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調 査 研 究 を 行 っ て、 そ の 効 能 が 証 明 さ れ た 意 ら ば、 い ず

れ代 替 医 療に 対 する 門 戸 が 開か れると思い ます。

司 会 ： アメ リカ の 保 険 に つ い て は ど の よう に 感 じて い らっ

しゃ い ま す で しょう か。

ＳＲｌＶＡＳＴＡＶＡ： ア メリ カ で は、 予 紡 医 療 費 と い う の は 通

常、 保 険で カ バ ーさ れま せ ん。 例 え ば 子 供 の ため の 免 疫

接 種 は疾 病 の 伝 播を 予 防 するた め

１こ、 必 須 の 項 目 で あ る と 考 え ら れ

て いま す が、 従 来 型 の 保 険 では カ

バ ー さ れ て お りま せ ん。

ま た、 ２ つ 目 の 問 題 は、 予 防 医

療、 そ し て 遺 伝 子 解 析 （ｇｅ鮒

捌３１ｙＳｉＳ） に 関 して ア プ ロ ー チ す る

ま二で、 邊 伝 子 か ら み て こ れ か ら 何

年 か のうちに 発 病 し得 るような 患者 さんを 同 定して いくこと

が 重 要 で す が、 そ の 同 じような 遼 伝 子解 析 結 果 が 保 険 会

娃 に よ っ て 使 わ れ る こと に よ っ て、 そ の 個 人 は ほ か の 人 た

ちよりも疾 病 の濯 患 に 関してより高 いリスクを 持って いると

い う こと に な り ま す。 そ して 現 在、
少 な くとも ア メリ カ に お

いて は、 個 人を 遺 伝 子差 別と いうことで保 険会 社 から保 護

するような法 律は ありま せん。 これ は 非 常に 重 要 な 問 題で

して、 ここ何 年 か の 問に は 対 処さ れなくては ならな い 重 要

な 課 題 ど 考 え て お りま す。

爾 会 ： 研究 マ ネジメントリー ダー の眞 騎 先 生、 ご専 門は

薬理 学と伺 いま した が、 眠ＥＩ互ＭＳ を 研 究 体 制としてどうご

ら ん に なっ て い らっ しゃ い ま す か。

眞 騎 ： 特に 基 礎 研 究 の 方法 が 変 わるというもの では あり

塞 せ ん。 統 合 医 科 学 と い う 立 場 か ら 考 え ると１、 患 者 さ ん に

高 度 の 医 療 を できる だ け 早く、 適

切な 形 でフィー ドバックさせるとい

う点 で、 基 礎 研 究 が 貢 献 するとい

う点が 亘 つ ありま す。 そ れ からもう

至 つ は、 そ の 統 合 医 科 学 と い うこ

とに 関 して で す。 私 は 薬 理 学 者 で

す が
、

薬 理 学 は も と もと二は 臨 床 か

ら 出 て き た も の で す。 亘７世 紀、 １８

微 紀 の パリの 病 院 の 研 究 室 の 一角 で 薬を 化 学 的 に 抽 出

して そ れ を 患 者 さん に 直 綾 試 すという やり方 から 出発 し、

そ の う ち、 人 に 直 接 投 与 す る の で は な くて、 動 物 で ま ず 試

して み る と い う 方 法 が と ら れ、 そ れ が ドイ ツ に 入 っ て、 実

験 薬 理 学という形に なりました。 薬 理 学 すな わ ち実 験 薬 理

学 であるという伝 統 が ずっとあるわ け です。 その 実 験 薬 理

学 が あまり行き 遇 ぎて、 最 近 は動 物とヒトとは 違うと いう問

題も 指摘 されて、 別 に 臨 床 薬 理 学が 発 達 してきました。 研

究 者 があ まりに も先 端 化 すると、 臨 床 を 忘 れ ることに なり

か ね ま せ ん。 そ れ が 至 つ の 反 省 と な っ て い ま す。 現 状 の

基 礎 研 究 は 非 常 に進 歩 し先 端 化 して、 知 識 景 が ふ えて い

る。 とこ ろ が、 鞠 床 ど い う 面 に ど れ だ け 注 意 を 払 っ て い る

か と い う の は、 １ つ の 間 題 で あ り、 そ う いう 視 点 に 立 っ て、

こ の ＩＲＥＨＭＳ を 見る 必 要 が あ る の で は な い かと 思 い ま す。

詞 会 ： 同じ基 礎 研 究 の 立 場 か ら、 清 氷 先 生
、 先 ぽ どの

ゲソ ム プ ロ ジニ［クト の お 話 はと て も 難 し い 分 野 で す が、 い か

が で しょう か。 そ れ と、 統 合 医 科 学 に つ い て は。

溝 氷 ： 統 合 医科 学、 統 合 医 療 につ い ての 構 想 を 今 日飼

人 か の 方 から伺し＼ そういう方 向で 現 実 に 動き だしている

と いう の は い い こ と だ と 思 い ま す。 し か し 研 究 者 と して は、

人 間 の体というのは ２ 万 ３ 千 の遺 伝 子、 そ れ がつくるタ ン

パク質 によって基 本 的 には 設言十されてい て、そ の 働きによっ

て生 命 維 持されて いると考 えて いますの で、 そ の ２ 万 ３ 千

の 還 伝 子とタ ンパクをま ず 徹底 的に 知りた い わ けで す。 大

ざっ ぱ な 理 解 で は 人 閥 を 理 解 で きる わ け が な い し、 人 瀧

が どう や って 健 康 を 維 持 して い る かと い うことも わ か ら

な い。

病 気 に つ い て は， お そ らく 多 くの 人 は。 が ん や い わ ゆ る

生 活 習 慣 病 に 関 心 が あ る の で す が
、 そ れと１は 別 に、 遺 伝

的に 親 か ら子 に伝 わる 病気 もたくさんあります。 それ が 遼

伝 子 の 数 で 遂，５００ ぐら い ありま す。 全 体 で 約 ２ 万 ３ 千 の

遺 伝 子 の 申の ４
，
５００ のどれ かに 傷 がつ け ば必 ず 発症 する

と い う 病 気 が 知 ら れ て い ま す。 た だ し、 ４，５００ の 申 で も、

病 気 の 責 任 遺 伝 子と１して 確 定 して い る の は、 実 は ま だ

１
，
２００ ぐ ら い で す。 とト の 遺 伝 学、 あ る い は ゲノ ム 学 が 進

歩 す る に つ れ て、 そ の ｛，５００ に つ い て 確 実 に 責 任 遺 伝 子

を つ か ま えて、 そ れ ぞ れ が ど ん な タ ン パ ク 質 を つ くっ て ど

ん な 働 き を して い る かと１いう こと が わ か れ ば
、 １０ 万 と い わ

れ る タ ン パ ク 質 の 機 能 も お お む ね わ か っ てく る と 考 え、

ユ 個 １ 姻 の 遺 伝 子 に つ い て、 しら み つ ぶ し に ア タック して

い る わ け で す。

」 方
，

が ん に つ い て で す が、 遺 伝 性 の もの もあ りま す し、

牛 活 習 慣 的 な、 要 する に 生ま れて から 後 の 遺 伝 子 の 傷 の

つ き 方 で 起 こ る も の も あ る の で、
そ れ は 分 け て 考 え ま す。

そ れ から、 本 当に 生 活 習 慣 病と いう名 がつくような 病 気 は

生 活 習 慣を 直 せば い いと、 私なりに考 えて います。 いず れ

生 活 習 慣病 につ いて 近 代 的な ＤＮＡ チップ で調 べて、 個 人

差 と か 体 質 と１い うよ う な も の に つ な げ て い っ た と き に、 本

当 に き っ ち りし た ア ソ シ エ ー ショ ン （関 達） が つ け ば。 サ

イ エ ン ス ど して も 医 療 と し て も 非 常 に 有 効 に な る で しょう。

し か し、 ま だ ま だ 遠 い と い う 感 じ が しま す し、 何 人 か の 方

が お っ しゃ っ て い た よう に、 ｐｅｒＳＯ胴ｈＺｅｄ ㎜ｅｄ１Ｃｉ鵬 と１い う

の は か な りコ ス ト が か かる の か な と１い う 聞 題 を どう や っ て 解

決 して いく かと いうよう な 課 題 が あ る の で は な い で しょう か。

だ か ら と い っ て 香 定 的 に 言 っ て い る の で は な く、 基 礎 医 学

として もま だま だ 統 含され て いま せ んし
、

豪 して や 基 礎 医

学 の成 果 が 臨床 医学 に つ な がるトランス レー ショナ ルなと

ころ に ギ ャッ プ が あり、 そ こを きっ ちり 埋 め て い くと いうこ と

似

１．１輿ＥｌｌＭ Ｓ の 轄 色 ３） 公 闘 シン ポジ ウムパ 苓ル ディスカ ッショ ンより 欄 Ｅ 洲 Ｓ に期 持 する もの』（つ づ き）
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１５

ｔむａｔ芭ｈ麦ｓ ｄａｙ ｉｓ ｓｔ三１１ ａｌｏｎｇ ｗａｙ ｏｆｆ
， ｐ撚ｔ１ｙ らｅｃａｕｓｅ ｗｅ ｓξｉｎ

Ｂｃｅｄ ｔｏ ｔａｃｋｌｅ ｔｂｃ ｉｓｓ 鵬 ｏｆ ｈｉｇｈ ｃｏｓｔｓ ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ｗｉ言ｈ 室ｈｅ

ｉｍ ｐｌｅ ｍ ｅｎｔａｔｉｏｎ ｏｆ ｐｅｒｓ０Ｒａ１ｉｚｅｄ 榊ｅｄｉｃｉｎｅ，
ｂ哺ｔ ｔわｅ ｂａｓｉｃ

搬 ｅｄ三ｃａｌｓｃ…ｅｎｃｅｓ ｈａｖｅ ｙｅｔｔｏ もｅ ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ
， ａｎｄ ξｈｅｒｅｉｓ ｓをｉＨ ａ

ｇａｐ １ｎ ｔｈｅ ｔ正ａ 閉１ａｔ１ｏｎ ｏｆ～ｅｓ邊玉ｔｓ 釘 ｏ棚 ｂａｓｉｃ 鵬 δｉｃａ１ ｓｃ１ｅ正ｃｅｓ

ξｏ ｃ王ｉｎｉｃａｉ ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ．
Ｉｔｈｉｎｋｔ鉦ａｔ｛ｎｔｅｇｒａまｅｄ 榊ｅｄ１ｃａ１ ｓｃｉｅｎｃｅ …ｓ

ｎｅｅδｅｄ ｔｏ デｉ鐵 妻ｎ ｔおｉ害 ｇａｐ。

胸 ｄｅ 榊 Ｏ〒： Ｎｅｘ室、
Ｉ ｗｏｕ茎ｄ 脈 ｅ ｔｏ ａｓｋ Ｄ£ Ｍ ＡＴＳＵＯ ＸＡ

，

ｐ王ｏｆｅｓｓｏｒ ｏぎ ＩＲ Ｅ玉至 Ｍ Ｓ ｔｏ ξａ１ｋ ａもｏｕｔ ｔｈｅ ｅｘｐｅｃ宣ａ言ｉｏｎｓ ｆｏｒ

三ｎξｅｇ 榊ｅｄ ｍｅｄｉｃｉ 附

洲 町 ＳｕＯ ｍ ：Ｉｓｐｅｎｔ ８ｐＰζｏｘｉｍａξｅ至ｙ ｆｉｖｅ ｙｅａ王ｓｓｔｕｄｙ三ｎｇ ｉｎ

ｔｈｅ Ｕｎｉｔｅｄ Ｓξａまｅｓ
，

星ｎｄ 王ｅ触 ｍ ｅｄ ξｏ Ｊａｐａｎ ２董 ｙｅ打ｓ ａｇｏ．
Ａ言ξｈａｔ

ｔ 械 ｅ
，

ξｈｅ ｔｅｒｍ
“
９ｅ珊ｅ室ｉｃ ｄ１ｓｃｒｉ鰍ｉｎａまｉｏｎ

”
ｗａｓ ｃｏｍ１ｎｇ ｉＢｔｏ ｕｓｅ

１ｎ ｔｈｅ Ｏ ｎ｛ｔｅｄ Ｓ 倣 ｅｓ．
Ａｓ ｓｏ ㎜ｅｏ 鵬 ｗ養ｏ ｉｓ ｅ珊ｇ罰ｇｅδ ｉ皿 ｇｅηｅξｉｃ

ａｎａ至ｙｓｉｓ，
Ｉ をｏｏｋ ｎｏｔｅ ｏｆ ｔｈｉｓ ｓｉｔ汕 ｔ三〇ｎ． Ｕｐｏｎ ｍ ｙ ｒｅξｕ ｍ ｔ０

ＪａｐａＢ，
Ｉ ｗ ａｓ ｄｅ言ｅ ㎜ ｉＢｅｄ ｔｏ ｓｅ言ｕｐ ａ ｓｙｓｔｅ ㎜ ｗｈ…ｃ陰 ａ１三〇 ｗｅｄ ｕｓ

ｔｏ ｅ箭ｅｃ言ｉｖｅ至ｙ ａｎ星１ｙｚｅ ｄｉｓｅａｓｅ 舶 ｃｔｏｒｓ ｆｏｒ ｏｕｒ ｐａｔｉｅｎｔｓ ｗ 池 ｏ 滋

ｃｒｅａξｉ螂ｇ ｔｈｅ ｐｏｔｅｎｔ｛ａ一多ｏｒ ｇｅｎｅｔ麦ｃ ｄｉｓｃ正ｉｍ…ｎａξ…ｏｎ．
Ａ里ｓｏ，

Ｉ ｆｅｌξａ

ｎｅｅ “ ｏｒ ｅｓをａ舳ｓｈ１㎎ ｃｅ１ｌｌ１ｎｅｓ ｆｒｏ棚 ｂ１ｏｏｄ ｓａ㎜ｐｌｅｓ 纈ｓ ｈａδ

１〕ｅｅｎ ｄｏｎｅ ｂｙ まｈｅ ＮＩＨ ａｎｄ Ｉ ｃｏｎ言ａｃｔｅｄ ㎜ａｎｙ ｄｏｃｔｏ江ｓ ａｂｏｕｔ

ｔ養ｉｓ 椰 ａｔｔｅ£ Ｕ ｎｆｏｒξｕ ｍｔｅ１ｙ，
㍑ ｉｄ ｎｏｔ ｇｅｔ ｍ 註ｃｈ ｏｆ ａ ｒｅｓｐ０Ｂｓｅ，

畳ｎδｓｏＩｅ搬ｂａｒｋｅｄ ｏ い ｈｅｔａｓｋ ｂｙ ｍｙｓｅ；ｆ． 腕 ｓ１ｃａｌｉｙ，
Ｉｄ三ｄ ｍξ

ｇｏ ｏｕξ 榊 ｄ ａｓｋ ｆｏｒ ｓ星ｍ ｇｌｃｓ． Ｒａｔ益ｅｒ Ｉ ｃｏ１董ｅｃｔｅｄ ξｈｅ ｍ ｉ列 言ｈｅ

ｃｏｕｒｓｅ ｏぎ ｍ ｙ ｎｏτｍ ａ呈 ｍｅｄ１ｃａｌ ｐｒａｃ雀ｉｃｅ． Ｏｎｅ ｄａｙ い ｕ ｍ ｅδ

ａｒｏｕｎ壱 ｔｏ ｄｉｓｃｏｖｅ正 ξｈａｔ ｗ ｅ ｈａｄ ｃｏ１茎ｅｃをｅｄ ｃｅｌｌ ｌｉ 鵬 ｓ ξｒｏ ｍ

４
，
０００ ｐａｔｉｅｎｔｓ

，
ｗｈ…ｃお ｉ竃 ａ ｃｏｎｓ１ｄｅ獺 ｂ１ｅ ａ ｍｏｕｎξ三蘭 ξｈｉｓ ｆ三ｅ；ｄ

．

Ｇｅｎｅξｉｃ ａｂｎｏすｍａ 洲 ｅｓ ａ１ｍｏｓｔ ａ茎ｗ ａｙｓ １ｎｖｏ１ｖｅ ｏｎｅ ｏξ ｔ為ｅ

ｐａｉξｓ ｏｆ ｇｅｎｅｓ 舵ｃｅ｛ｖｅδ ｆζｏ ｍ ｅ 搬 ｅｒ ｏｆ ξｈｅ ｐ酊 ｅｎｔｓ もｅｃｏ ｍｉｎｇ

ｄ 榊 ａｇｅｄ ｏｒ ｄｅｆｅｃｔｉｖｅ １ｎ ｔ益ｅ ｐａ｛ｉｅｎま、Ｉ ｎｏｔ１ｃｅｄ１ｎ ｔｈｅ ｃ ㎝ ぎｓｅ ｏｆ

ａｎａｌｙｚ１ｎｇ ｇ ㎝ ｅ ａｂ珊ｏ ㎜ ａｌｉｔｉｅｓ ｌｈａｔ １ｆ ｂｏｔｈ ｐａｉｒｓ ｗｅｒｅ ａらｎｏｒ－

ｍａｌ
，

ｔｈｅｎ セｈｅ 鮎 鮒 ｗ ｏｕ三ｄ ｄｅｖｅｌｏｐ 昼 ｓｅｖｅｒｅ ｄｅｖｅｌｏｐ 榊ｅｎ言ａ三

ｄｅｆｏｒｍｉ言ｙ ｔｈａξ ｉｓ ｉｎｃｏｍ ｐａｔ圭も茎ｅ ｗｉｔ益 １｛ｆｅ、
細 ｏｗｅｖｅζ，

言ｈｅｒｅ ａｒｅ

ｍａｎｙｔｙｐｅｓ ｏｆ 伽 ｏ ㎜ ａｌ１ｔｉｅｓ ｗｅ ｃ棚 ｓｅｅ ａ鰍 ㎝ ｇ Ｐａｔ１ｅＢｔｓ ｗｈ０

ｈ昼ｖｅ ａ 飴 ｆｅｃｔｉＲ ０ｎ…ｙ ０Ｂｅ ｏｆ をｈｅ主ｒ ｐａ｛ｒｓ； ｗｅ ｓｅｅ ｖ 趾ｉａｔ｛ｏｎ 三ｎ

ｔ養ｅ ｐｂｅｎｏｔｙｐｅ ｏｆ ＆ｂｎｏ正㎜ ａ 舳 ｅｓ－
Ｆｏｒ ｅｘａｍ ｐ１ｅ

，
ｔｋｅｒｅ ａぎｅ ｍａｎｙ

ｐｅｏｐ
１ｅ ｗ ｅ ｓｅｅ ｗｉξｈ ３０

，
０００ ｂａｓｅｓ ｄｅｌｅｔｅｄ 三ｎ ξｈｅ ｒｅｇｉｏｎ ｏｆ ３０

ｇｅｎｅｓ．
Ａ 棚 ｏｎｇ ｔｈｅ ｍ， ξｈｅｒｅ ａｒｅ ｉｎｄ呈ｖ三６ｕａ１ｓ ｗｈｏ ｅ 池 三もｉｔ

ａｂｓｏｌｕｔｅ１ｙ ｎｏ ｐｒｏｂｌｅ棚 ｓ ａｔ 纈呈一， ｗｈｉ玉ｅ ｏｔｈｅｒｓ 趾ｅ ｅｘ ㈱ ｍ ｅ１ｙ ｉ１…．

Ｉ珊 ｃｏｎ言ｒａｓ言，
ｔｈｅｒｅ 皿ｅ ｓｏ 鰍ｅ ｐｅｏｐ］ｅ ｗ ちｏ ちａｖｅ ｍ 棚 ｙ ｐｒｏｂ１ｅ搬 ｓ

ｗｉ言ｈ ０Ｂ１ｙ ａ ｓｉｎｇ１ｅ もａｓｅ ｃｈａｎｇｅｉｎｔｈｅ ｓａｍ ｅ ｒｅｇ
ｉｏｎ．

Ｉ Ｃａ ｍｅ 芝０ ｔ養ｉＳ Ｓｔ 舳 １麦ｎｇ ｒｅａｌｉＺａｄＯｎ ａｂＯｕｔ ｔｅＲ ｙｅａＴＳ ａｇＯ

ｗｈｉ１ｅ ｐｅｒｆｏｒ搬三控ｇ ｄｅｔａ……ｅδ ｇｅｎｅｔｉｃ ａ恋ａ１ｙｓｉｓ 棚 δ ｔζｅａｔｉｎｇ

ｐａｔｉｅｎｔｓ， 蜘ｄ Ｉ もｅｇａｎ ξｏ 言ｈｉｎｋ ｔ貞ａｔ ｗｅ 鵬ｅ壱ｅ６ 言ｏ ｐｒｏｖ妻ｄｅ

ｃｏ ｍ ｐｒｅｈｅｎｓ三ｖｅ ｃｏｕ列ｓｅ……ｎｇ。
玉 ａｐＰｒｏａｃｈｅｄ ｏ口ｒ ｕｎ壬ｖｅｒｓｉｔｙ

ａらｏｕｔ ｓｅ主ｔｉｎｇ ｕｐ ｓｕｃも ａ ｐｒｏｇｒａｍ ａｎｄ ｔｈｅｎ ａｐＰｒｏｘｉｍ 舳 至ｙ

ｓｅｖｅｎ ｙｅａξｓ ａｇｏ 玉 ｏｇｅｎｅｄ ａｎ ｏｕ言ｐａｔ｛ｅｎ言 ｃｏｕｌｌｓｅ王ｉｎｇ ｓｅｒｖ｛ｃｅ

ｂａｓｅｄ ｏｎ 言ｈｅ 搬 ｍ ｃｏｎｖ三ｃ言｛ｏｎ ξｈ星ｔ 言ｈｅ ｎｅｅｄｓ ｏｆ ｔらｅ ｐ星ｔ圭ｅＢｔｓ

ｍ 滅 もｅ ａｔ ｔｈｅ ｃｏｒｅ ｏｆ ｏ 皿 ａｃξｉｖｉｔｉｅｓ．
Ｗ ｅ ｈａｖｅ ｉｎｃｒｅａｓｉ ㎎ ｌｙ

ａｔξｒａｃξｅｄ ｐａｔｉｅ羽ｔｓ 計ｏ 棚 星ｃｒｏｓｓ ｔおｅ ｃｏ訂ｎｔｒｙ， ａηｄ ｕｐ をｏ ｎｏｗ ｗｅ

ｈ８ｖｅ ｗ ｏｒｋｅｄ ｗ｛ｔ註 ａｐｐｒｏｘ…搬ａξｅｉｙ
３００ ｉ■ｄｉｖｉδｕａ－ｓ，

Ｏ ｕｒｒｅｓｕ１をｓ

ｈａｖｅ ｒｅｖｅａｌｅｄ ｐａｔ三ｅｎｔｓ ｗｉまｈ ３０ ｍｉｓｓ圭ｎｇ ｇｅｎｅｓ， ａｎｄ ｏｔ誌ｅｒｓ

ｗｉまｈ ２０ ｍ１ｓｓｉｎｇ ｇ㎝ｅｓ ｗ為ｏ ｈａｖｅ Ｗｉｌｌｉ３ｍｓ ｓｙｎｄｒｏ棚ｅ． Ｗｅ

榊 ｅｒｇｅδ ８ｓ ｔｈｅ 鰍 ａ１ｎ ｃｅｎｔｅｒξｏｒ ｔわｅ ｔｒｅ 榊 ｅｎｔ ｏｆｔ註ｅｓｅ ｇｅｎｅｔｉｃ

δｉｓｅａｓｅｓ． Ｗｅ ａｌｓｏ 養ａｖｅ ａｃｈｉｅｖｅｄ ｇｏｏｄ ｒｅｓ湿１ｔｓ ｗ１ｔ註 ｐ＆ｔ…ｅｎ言ｓ

ｗｈｏ ｈａｖｅ ｈｅ 痂 ｄｉｓｅ星ｓｅ ｉＢ ｔ養ｅ ｆｏｒｍ ｏｆｆａｍ１ｌｉａ け ｙｐｅｒｔ至ｏｐｈｉｃ

ｃａ歪ｄ麦ｏ ｍ ｙｏｐａｔｈｙ． 丁訂ｉｓ ｃｏ篶ｄｉｔ１ｏｎ １ｓ ｔｈｅ ｒｅｓｕ１ｔ ｏｆ ａ ｓ三ｎｇ至ｅ ｇｅｎｅ

ｍ ｕｔａｔ１ｏｎ ａｎｄ ｃａｎ ｂｅ ａ ｃａｕｓｅ ｏｆ ｓｕｄ６ｅｎ δｅａξｈ．
亘 言ｈ１ｎｋ ξｈ研 ｅ

㈱ 鰍ａＢｙ ｐ星ｔ１ｅｎｔｓ ｗ養ｏ 昼ｒｅ ａｔｔｅｎδｉｎｇ 在ｈｉｓ ｓｙｍｐｏｓ｛ｕ棚 言ｏ曲 ｙ，

舳 ｄ ａ榊 ｏｎｇ 辻ｈｅ ｍ ｉｓ ａ ｐａｔｉｅｎ言 ｗおｏ ｉｎ ｔｈｅ ｐａｓを ｎｅｅｄｅｄ ｔｏ 重ａｋｅ

ｔ汰 ｅ㊦ ｂｅξ罰一ｂｌｏｃｋｅｒ ｔａｂ１ｅｔｓ，
ξｈｒｅｅ 言ｉｍｅｓ ａ δａｙ，

ｂｕｔ ｔｏｄ盆ｙ ｓｈｅ

ｈａｓ ｒｅｃｏｖｅｒｅｄ ξｏ ξｈｅ ｅｘｔｅｎｔｔおａｔ ｓｈｅ ｏｎ１ｙ ｎｅｅｄｓ ｏｎｅ ｔａｂｌｅｔ ｏｒ

ｃａｎ ａ三翻 ｏｓｔｄｏ ｗｉ言ｈｏｕｔξｈｅｍ．

至 ｂｅｃａ欄ｅ ８ｗａｒｅ ｏｆ ｍ 馴ｙ ｐ乱まｉｅｎｔｓ ｗ｛ｔｈ ｄ翻 柵 ｇｅ ｉｎ ｏｎｅ

ａ至１ｅ１ｅ ｏｆ ｅａｃも ｏｆ ３０ ｇｅｎｅｓ， ｗもｏ ｕｓｅｄ ｔｏ ｓｂｏ ｗ ａ 楡 ｏｒｍ 星１三ｔ三ｅｓ

ｓｕｃ養 ａｓ ｈｙｐｅｒ蜘…ｄｅｍｉａ，
ｄｉａｂｅξｅｓ ｏｒ ｐｒｏｂｌｅｍｓ ｗ 楡 至主ｐ三ｄ

ｍｅｔａｂｏ；ｉ棚 ，ｗｈｏ ｗｅ正ｅ ｇｅξｔ１ｎｇ ｂｅｔまｅｒ 棚ｄ１麦ｖｉ列ｇ ａηｏｒｍａ１１三ｆｅ．

Ｉ ｂｅｇ蜘 ｔｏ ｔ養ｉ欣 言ｈａｔｉｆｉξ ｗｅｒｅ ｐｏｓｓ榊 ｅ ｔｈａξｓｏｍｅ ｏｆξｈｅｓｅ

ｉｎｄ…ｖｉｄｕ呂ｉｓ ｃｏｕ１ｄ 三ｍｐｒｏｖｅ， ｔｈｅｎ ｉｔ ｓｅｅ繍ｓ ｔ誌ａｔ宝ｈｏｓｅ ｐａξｉｅｎまｓ

ｗｉξｈ ｏｎ至ｙ ｏｎｅ ａｂｎｏｒｍａｌ ｂ罰ｓｅ ｐａ汝 （ｍ鵬倣ｉｏｎ） ｏｒ雀ｈｏｓｅ ｗｉｔｈ

１…ｆｅｓｔｙ１ｅ 磁 ｓｅａｓｅｓ， ｃｏ覆 妃 ｔａ交ｅ ｓｔｅｐｓ ｔｏ ｐｒｅｖｅｎ言 ｔｈｅ ｄｉｓｅ星ｓｅ

納 獅 ｏｃ ㎝ｒｒ１訂ｇ． 玉ｔ ｉｓ 附 ㎝ ｇ益 ｔｈｅｓｅ ｏｂｓｅｒｖａまｉｏｎｓ ｔｈａｔ ｔｈｅ

ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ 棚 ｅδ｛ｃ星１ｓｃｉｅｎｃｅ ａｐＰζｏａｃｈ ｂｅｇ勧ｎ ξｏ ｔａｋｅ ｓｈａｐｅ．

榊 伽 ａｔＯｒｌ Ｗ ｈａｔ ａｒｅ ｙｏｕｒ ｔ註ｏｕ 鈎 ｓ ｏｎ ｔちｅ ｐξｏｂ１ｃｍｓ ｉｎ

ａ王ｅａｓ ｓ岱ｃｈ 星ｓ ｃｏ棚 ｐ三ｅ ｍｅ 鮎 ａｒｙ ａｎδ ａｉξｅ ｍ 刮ｔｉｖｅ ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ

（ＣＡ Ｍ）ｓ 鞭Ｐ１ｅ燃ｅｎ重ｓ？

Ｍ π Ｓじ０ ｍ ：ｉ 郷ｙｓｅｌｆｒｅｃｏ搬 燃ｅｎｄｓｕｐｐ王ｅｍｅｎｔｓ ｗｈ三ｃ養 ｈａｖｅ

もｅｃｎ ｓ ψｉｅｃｔｅｄ ｔｏ 茎ｉｇｏｒｏｕｓ ㈱ｉｍ 昼１ ｓａ多ｅｔｙ ｔｃｓξｉηｇ． Ｈ ｏｗｅｖｅｒ，

ｔ養ｅ ｒｅａｌ１ｔｙ ｉｓ ｔｈａξ ａ１ｍ ｏｓま ａ…１ ｐａξｉｅ 耐ｓ ａｒｅ 渥ｓｉｎｇ ｓｏ 鰍ｅ ｋｉＢｄ ｏξ

ｓ 岬 ｐｌｅ 燃 ｅｎ言， ｓｏ 鰍ｅ ｏぎ ｔｈｅ ｍ ｗｉ言ｈｏｕｔ ξｅｓｔ１ｎｇ． Ｔａｋ１ｎｇ ξｈｉｓ ｉ訂ｔｏ

ｃ ㎝ｓｉδｅｒａｔ１㎝，
Ｈｈｉｎｋｔｈａ言 ＣＡ Ｍ

、
三ｎｃ１葛ｄｉｎｇｉ言ｓｔｅｓ言ｉ珊ｇ，ｓｈｏｕｌδ

もｅｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ ｄ王ｒｅｃξ１ｙ三ｎまｏ ｏｕｒ正ｅｓｅａｒｃ汽
一

洲０ｄ６ 制 ＯｒｌＩ ｗｏ珊１ｄ 邊ｏｗ １｛ｋｅ ｔｏ ａｓｋ ｆｏｒ ｃｏｍ ｍｅｎｔｓ ｆ至ｏｍ

Ｄエ ＴＡ 沢Ａ ＧＡ ＫＩ
， ｐζｏｆｅｓｓｏｒ ｏｆ１ＲＥ玉ＩＭＳ ｗもｏ ξａ…ｋｅｄ ｂｅｆｏｒｅ

ａｂｏｕｔ ＣＡ Ｍ． Ｄ■ ＴＡＫ ＡＧ ＡＫ玉？

凧 Ｋ^ ６＾Ｘｌｌ Ａｓ Ｄｒ． Ｍ ＡＴＳＵＯ ＫＡ ｈａｓ ｐｏｉｎｔｅｄ ｏ泌，ｐａｔ三ｅｎ言ｓ

棚ａｙ ｈａｖｅ ｇｅｎｅ言ｉｃ ｄａｍａｇｅ も滋 ｓｏｍｅ ｗｉ…１ ｂｅｃｏｍｅ ｉ王１ ａｎｄ

ｏｔｈｅｒｓ ｗｉ１ｉ ｎｏｔ．
Ａｓ ｐｏｉｎｔｅｄ ｏｕｔ もｙ ａ ｍｅ 棚ｂｅｒ ｏｆｔｈｅ ａ祉ｄｉｅｎｃｅ

ａ 燃ｏ 搬 ｅｎｔ ａｇｏ，
言ｈｅ ｎｅ 服 〇三〇ｇ主ｃａ１ｓｙｓξｅｍ ｍａｙ ｈａｖｅ ｓｏｍ ｅｔ註ｉｎｇ

まｏ δｏ ｗｉｔｈｉξ． Ａ皿 ａｒ ω ｅｉη ｔおｅｊｏｕｍ ａ王 舳 肋 ε 榊 〃ｏ∫ｃ土ξ月むξ

で７‘８ゾ ρ８４１
．

２００４） ｐｒｅｓｅｎξｓ ａ ｖｅｒｙ ｉｎ 搬ｅｓｔ三ｎｇ ｅｘａ棚ｐ王ｅ．
Ａ

ｃｏ 柵ρａｒｉｓｏｎ ｉｓ 搬 ａｄｅ ｂｅ言ｗ ｅｅη ａ 欄ｏｔｈｅｒ ｒａξ ｗ 養〇 三ｓ ｅｘ言ｒｅ 郷 ｅ…ｙ

ｇｏｏｄ ａｔ ｃ養ｉ至ｄ一ζｅａｒ加ｇ ｗ 搬 昼 ｍｏ言ｈｅ け ａｔ ｗｈｏ ｉｓ ｉ鵬 ｐま一
珊ｅ

１ｅｖｅ茎 ｏｆ ｈｏζ棚 ｏｎｅ ｒｅｃｅｐ芝ｏｒｓ ｆｏｒｔｈｅ ｇ；ｕｃｏｃｏ説ｉｃｏｉｄｓ｛ｎ ｔｈｅ ａｒｅａ

ｏｆ ｔおｅ ｂｒａ三Ｒ ｃａ１１ｅｄ ｔｈｅ 奏ｉｐｐｏｃａｍｐｕ竃 ｗａｓ もｉｇｈｅｒ 三ｎ ま養ｅ

○ 紺ｓｐｒ１ｎｇ ｏｆ ξｈｅ ｍｏｔｈｅｒｓ ｗｈｏ ｗ ｅｒｅ ｇｏｏｄ ａ言 ｃ 繊 ｄ一ζｅａｒ三ｎｇ－

Ｓｐｅｃ１ｆ１・ ｇｅｎｅｔ１ｃｉｎｆｏすｍａｌｉｏ・１ｓ ａｃ§・ｉ王ｅδ１ｈｒｏｕ 曲 ｔｂｅ ｄｉ茎ｉｇ ㎝言

ｃａ王ｅ ｏｆ 言ｈｅ ｍ ｏ宣ｈｅｒ （ａｃｔ軸ａ１｝ｙ １ｔ ａ１言ｅｒｓ Ｄ Ｎ Ａ ｍ ｅｔｈｙ１ａｔ｛ｏｎ） ａｎｄ

旦ｓ ａ ｒｅｓｕ１ｔξｈｅ ｌｅｖｅｌ ｏｆ ｇ１ｕｃｏｃｏｒξｉｃｏ｛ｄ 正ｅｃｅｐｔｏｒｓ ｒｉｓｅｓ ａｎｄ ξｈｅ

ｏｆｆｓｐｒｉｎｇ ａｒｅ ｍ ｏｒｅ ｒｅｓｉｌｉｅｎｔ ｔｏ ｓｔｒｅｓｓ． Ｆ 鮒ｔｈｅξｍ ｏｒｅ，
ｔもｅ

○ 甜ｓｐｒ呈ｎｇ 趾 ｅ ａ｛ｓｏ ｇｏｏｄ ｃｈｉｌδ一ｒｅａｒｅ正ｓ。 丁 淋ｓ ξｅｓｅ 概ｃｂ ｃａｕｓｅｄ

ｑｕｉｔｅ 星 ｓｔｉｒ ｔｈ芋ｏｕｇおｏｕｔ ξ曼ｅ ｗ ｏｒｌｄ ｗｉ宣ｂ ｉｔｓ ｒｅｐｏｒ言 ｏｆ ｔｈｅ

ａｃｑｕｉｓ…ｔ呈ｏｎ ｏｆ ｇｅｎｅｔ三ｃ ｉ滅 ｏ王 欄 ξｉｏｎ．
Ｍ ｏｒｅ ｅｘａｍ ｇ１ｅｓ ｏｆ ｔｈｉｓ

㎜ 蟹ｓｔ ｂｅ ｃｏｎξｉｒ柵 ｅｄ ｔｏ ｄｅξｅｒｍｉｎｅ ｔｏ ｗ ｈａξ ｅｘｔｅｎξ ｔｈｉｓ ｉｓ

ａｃｃｕｒａｔｅ．
Ｔｂ三ｓ ξｙｐｅ ｏｆ ａｎａ至ｙｓｉｓ ｂｅｃ＆Ｉｎｅ ｐｏｓｓ量ｂ］ｅ ｄＥｅ まｏ 迂ｈｅ

ｅ鮒ｏ 燃 ｏｆａ夏１ｔ虹ｏｓｅ，
】ｉｋｅ Ｄ工 Ｓ列ＩＭＩＺＵ

， ｗおｏ ｗｏｒｋｅｄξｉζｅ｝ｅｓｓ三ｙ

○ 榊 ｈｅ ｇｅ珊ｏ 搬ｅ ｐｒｏｊｅｃｔｔｏ ｃｒｅ置ｔｅ ａ ｄ…ｃξｉｏｎ 欲ｙ ｏｆ ちｕｇｅ ｎ控 ｍｂｅｒｓ

ｏｆ ｈ濤 ｍ ８ｎ ｂ星ｓｅ ｓｅｑ 鵬 ｎｃｅｓ．
ｍ ｅ ｎｏξｉｏｎ ξｈａｔ ξｗｏ 云ｎｄ１ｖ１ｄ 蝸１ｓ

ｃａｎ ｈａｖｅ ｔゑｅ ｓ星王ηｅ ｇｅｎｅξｉｃ 獅ａｋｅ＿控ｇ ｂｕξ ｂｅ 凶 ｆ£ｅｒｅｎξ ｄ瞳ｅ ｔｏ

１，Ｒａｔ；ｏｎ８１ｅ ｆｏｒｌＲＥｌｌＭ Ｓ ３） Ｅｘｏｅ 桝 ｓｆｒｏｍ 柳ｅ 陶 ｎｅｌ Ｄ；ｓｃｕｓｓ；ｏｎ ｏｆ 蜘ｅ１剖１ 距１１ＭＳ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍ ｐｏｓ１］ｍ ’Ｗ ㈱ Ｗｅ Ｅｘρｅｃｔｏ青；Ｒ匿 洲 Ｓ’■｛ｏｏｎｔ１ｎｕｅｄ）



騒 ８ＲＥ８…ＭＳの犠 魯

彰 繁葦籔 蘇藪１１鐵窪 登 議タン球 ジ箏 幻 浮ｊ豪夢考異為事簑萎ンぷ簑 審籔婆１繍 製ζ簸簿繁蕃巻 鋤 ⇔ プ蜜｝

が、 統 合 医 科 学 に 要 求 さ れ て い る こと だ と 思 い ま す。

司 会 ： そ れ で は、 ＩＲＥＨＭＳ 教 授 の 松 岡 先 生。 統 合 医 科

学 の 期 待に つい て豪 ず伺 い たい ので す が。

松 闘 ： 私 は
、

約 ５ 年 間 アメリ カ に 留 学 して、 ２ユ 年 前 に

ヨ 本 に 嬬 っ て き ま し た。 アメ リカ で は 当 時、 遺 伝 子 差 別 と

い う 言 葉 が 流 行 し て お りま した。 そ れ を 見 る に つ け
、

私 臼

身 が 遺 伝 子 解 栃を 行う立 場 で、 Ｂ 本 に 帰っ たら、 遺 伝 子

藻別 で な い スタイ ル で かつ 患 者さん に 有 効 な 病 因 の 解 明

効 で き る、 と い う よう な 体 制 を つくり た い と 思 っ て おり ま し

汽。 帰 国 して い ち 早く、 Ｎ 胴 で 既 に や っ て い た 患 者 さ ん の

搬 液 から細 泡 株 を 樹 立すること からやらな け れ ばい けな い

の だ ろうと１いうこ とで、 多く の 先 生 に も お 声 を か け て み た の

で す が
、

あ ま り 反 応 が あ りま せ ん で し た。 そ こ で 私 は 独 自

に 始 め ま した。 基 本 的 に は、 お 願 い して 集 め た の で は な い

の で す が
、 自 然 に 集 ま っ て き ま し て、 振 り 返 っ た ら こう いう

分 野で はか なり大芙錆模 な ４，ＯＯＯ 人 の 患 者さんか らの細 胞

練 が 集 ま って い ま し た。

遠 伝 子 異 常といっても 両親 からの 二 組 のうち の一・方 に だ

け 傷 が あ る と か 欠 損 して い る と い うこと が ほ ど んど で す。 両

汽 が 異 常 だ と
、 ほ と ん ど 生 ま れ る 豪 で に 至 ら な い．

重 篤 な 発

宅 簑常 をもた らす からで す。 こういっ た還 伝 子 の 異 常を 解

事掃して いて気 が つ いた ので す が、 半 分 だけ 欠 損して いる患

讃きんに お いては いろ い ろなタイ プの 方 がい 塞す。 例え ば

蜘 燭の 遺 伝 子 領域 の ３ 万 塩 基 が 欠損 している 方 にも、 い

る い ろ な 方 が い らっ しゃ る の で す。 同 じよう に 欠 損 して い て

も舛 の 問 題 もなく過 ごされ てい る人 もいる し、 重 篤 な 状 態

の 方 も い る。
一 方 で は、 そ の よ う な 領 域 の う ち の た っ た １

鰯の 塩 基の 異 常 で、 いろ いろ な 問題 が 起こっている 方も い

豪 す
。

遺 伝 子を詳 細 に 解析 し、 患者 さんを 診て いて そのような

こと に 気 付 き、 カ ウ ン セ り ン グ を しっ か りと す べ き だと 考 え

て 実 際 に 始 め た の が、 約 亘Ｏ 年 前 で す。 患 者 さ ん を 申 心 に

考 えると１いうしっかりと１した姿 勢 が なけ れ ばい け な いという

こと で、 カ ウ ン セ リ ン グ の 外 来 を ７ 年 ぐら い 読 か ら 大 学 に

お 願 い して 開 か せ て い た だ き ま し た が、 全 国 か らど ん ど ん

患 者 さ ん が 集 豪 る よう に な り、
今 で は もう ３００ 人 ぐら い に

な っ て お り ま す。 そ の 結 果、 ３０ 姻 も 還 伝 子 の 足 りな い 患

着さんと１カ＼ ２０ 個 も足りな い ウィリアムズ 症 候群 の 患 者さ

ん に つ い て の 日 本 の セ ンタ ー 的 存 在 に な っ て しま い ま した。

そ れ か ら、 ユ 個 （塩 基） だけ の 遼 伝 子 の 異 常 に よる心 臓

の 病 気 で、 突 然 死 の 原 因と い わ れる 家 族 性の 馳 大 型心 筋

症 の 方も結 構 よくなってしまう例 があります。 本臼この 会 に

ご 出 席の な かにも 患者 さんが たくさん いらっしゃると患 いま

す が、昔 は べ 一 タ ブ ロ ッ カ ー を 旦 日 ３ 錠 も 飲 ん で い た 人 が、

今 は たっ た １ 錠 で よく
、

もう ほ ど ん ど 飲 ま な くて も い い と い

うぐらい 回 復されて いるという実例 があります。

そ れで気 が つ い たことな ので すが。 遺 伝子 二組 のうち の

一組 に ３０ 個もの 欠 損 がある患 者さん たち の 多くに高 脂 血

症 な ど 糖 と君旨質 代 謝 の 異 堵 が あ っ た の で す。 そ こ か ら、 こ

う いう人たちで もよくな るの なら、 １ 個 （塩 基） だ けの 遺 伝

子の 異常 をもつ 患 者さん や、 先 ぽど 永井 先 生 が おっしゃっ

たような働 き 盛りの 半 数 は 生 活習 憤病 と替 われ て いるＥ１本

人 人 口 工 億 ２，５ＣＯ 万 人 の 方 々 の 予 防も で き る の で は な い

か と思、し＼ 統 合 医 稀 学 の 考 え が 出 て き たと１い う わ け で す。

司 会 ： 高 垣 先 生 が 話 し て い た ｃｏｍｐｌｅ㎜ｅｎｔａｒｙａｎｄ

ａｌｔｅｍａ榊ｅ ｍｅｄ１ｃｉ汀ｅ（ＣＡＭ〕 の サ プリ メ ン ト な ど の 問 題 は

い か が で しょう か。

松 闘 ： 私自 身 は、 サプリメントでもこれ はと患うものにつ

いて は動 物 実 験を しっ かりやって、 安 全 性 テストで確 認 し

て 患 者 さ ん に お 勧 め して い ま す。 た だ、 患 者 さ ん は ほ と ん

どの 方 が な んら かの サ プリメントを 用 いて いらっしゃるとい

う の が 現 実 で す。 そ の よう な 状 況 か ら 考 え て、 真 正 繭 か ら

ＣＡＭ に も 取り 組 ん で い き た いと 患 って おりま す。

司 会 ： 先 ほ ど ＣＡＭ の お 話 を し て い た だ き ま し た

亙ＲＥＨＭＳ 教 授 の 高 垣 先 生 か ら ご ら ん に な っ て、 い か が で

し よう
。

高 垣： 今、 松 鰯 先 生 の 方 か らおも しろ い 指 摘 が あっ た

わ け で す け れ ど も、 遺 伝 子 に 傷 が あ っ て も、 患 者 様 に よっ

て 発 病 する 方 も発 病 しな い 方も い

らっ し ゃる と い う 点 で す。 先 ほ ど 会

場 か ら至つ 良い 質 問 が 出 たの で す

が
、 脳 神 経 の こと二を き ち んと二や ら

な け れ ば い けな い の で はな い かと

い う 鶴 指 摘 が あ り 豪 し た。 実 は、

昨 年 『ネ イ チ ャ ー ・ ニ ュ ー ロ サ イ

エ ン ス （Ｎａｔｕｒｅ Ｎｅ鮒 ＯＳＣ圭ｅｎＣｅ） ７

巻 ８ 号 ８４玉 頁、 ２００４ 年１ と１い う 雑 誌 に、 １ っ お も しろ

い 例 が あ りま し た。 母 親 が 非 常 に 子 育 て が うま い ラ ットと
、

下 手 な 母 親 が 育 てた 場 合 との 比 較 です。 脳 の 海 馬と 呼 ば

れ る 場 所 の グ ル コ コ ル チ コ イ ド（ｇｌｕＣｏＣＯｒｔｆＣＯｉｄ） と 浮 ば れ

るホ ル モン のレセ プター が
、 子 育て がうまい 親 の子 側こ量

が 多 い。 母 親 が 丁 寧 に 育 て る こと１に よ っ て、 遺 伝 情 報 に 一

種 の 警き 込み が起 こり （実 は ＤＮＡ のメ チ レーション が 外

れ）、 そ れ で グ ル コ コ ル チ コ イ ドの レセ プ タ ー の 量 が 多く な

り、 そ の 結 果、 ス ト レ ス に 強 く な りま す。 し か も、 どう いう

わ け か、 そ の 子 は ま た 子 育 て がう ま い。 そう い う 報 告 が あ

りました。 こ れは 世 界 申 を驚 か した 研 究 です。 後 天的 に 遺

伝」溝 報 に 警 き 込 み が 起 こ っ た。
どこ豪 で 本 当 カ＼ ま だ い ろ

い ろ 実 例 を 確 認 しな け れ ば い け な い け れ ども、 こ れ は、 清

水 先 生 の よう に一・生 懸 命、 ゲソ ム を 研 究 さ れ て き て、 膨 大

な塩 基 配 列 の、 い わ ぱ辞 書 をお つくりになっ た方 々の 努力

があ って初 め て 見えてき たことで す。 同 じ遺 伝 素 顕を 持っ

て いても、 生活 が 違 い 環 境が 違 えば人 問 は 変わ るかもしれ

な い と い う 考 え が あ り、 そ れ を ｅｐｉｇｅｎｅｔｆｃｓ （後 生 遺 伝）、

プ
始
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棚ｅｄ…ｃｉｎｅ． Ｓｏ ｏｎ ｔ馳 ｏ珊ｅ ゑａＢｄ
， Ｐｅｏｐ１ｅ ｗｉｌ１ ｌｏｏｋ ｄｏｗ ｎ ｔおｅｉｒ

ｎｏｓｅｓ ａｔ Ｅａｓｔｅｍ ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ，
ｂｕｔ ａｔｔ紬 ｓａ ｍｅ ｔｉｍ ｅ ｔｈｅｙ ｗ三１ ｕ畠ｅ

Ｔａ搬ｉ貸ｕ，
ａ ｓ三ｔｕａまｉｏｎ ｗｈｉｃｈ Ｉ ｆ呈ｎδ ｔｏ ｂｅ ｅｘｔｒｅ ｍ ｅ…ｙ ｐｅ 刺 ｅｘ１ｎｇ．

Ｗ ｅ ｒｅａｌｌｙ ｍｕｓをｒｅｃｏｇｎｉｚｅ ｔｈ 舳 ｏδａｙ
，
ｓ ｍｅｄｉｃｉＢｅ ｃｘ１ｓξｓ ａｓ ｐａｒξ

ｏｆ ａ王ｏｎｇ ｃｕ１ 廠 ａ三 ｃｏｎξｉｎｕｕ ｍ．

Ｔゑｅｒｅ ｛ｓ ｏｎｅ ｏξｈｅｒ 欲ｅａ， ｏｒ ｓｏ長 ｗ ａｒｅ， ｔｈａ芝Ｉ ｗ ｏ汕１さ １麦ｋｅ ｔｏ

ａｄｄ王ｅｓｓ，
ｔｈａｔ 三ｓ，

言ｈｅ ｃｏｎｃｅｐｔｓ ｗｈ｛ｃｈ ξｏｒ鰍 ｔもｅ ｆｏｌユ珊ｄａｔｉｏｎ ξｏｒ

Ｅａｓｔｅ 閉 ｍｅｄｉｃｉηｅ． Ｐｏｒ ｅｘａ ｍｐ；ｅ，
Ｅ ａｓｔｅ ｍ 燃ｅｄ圭ｃｉ 舵 ｈａｓ ｔもｅ

ｃ０Ｂｃｅｐｔｏｆ“
Ｐｈｙｓｉｃａ；ｃｏｎｓξｉｔｕｔ…ｏｎ”

、
三ｆｔｗｏ ｐｅｏｐｌｅ ａｒｅ ｅｘｐｏｓｅｄ

ｔｏ ξｈｅ ｓａｍ ｅ ｃｏｌｄ ｖｉｒｕｓ， ｏｎｅ 獅ａｙ ｃｏｍ ｅ ｄｏ ｗｎ ｗｉｔｂ ａ ｃｏ１ｄ ａ皿ｄ

ｔｈｅ ｏｔおｅｒ ｍ ａｙ ｓｕ 甜ｅｒ ｎｏ ｉｌｌ ｅ冊ｅｃｔｓ．
Ｔ ｈｅｓｅ ｒｅｓｕｌξｓ ｃａｎ ｂｅ

ａｔｔｒｉｂｕｔｅｄ ｔｏ ａ ｄｉｆξｅｒｅｎｃｅ 圭ｎ 茎ｅｓ圭ｓξａｎｃｅ ａｎｄ まちｅｒａｐｅｕを麦ｃ

ｐｒａｃまｉｃｅ ｍ ｕｓｔ ｂｅ ｐｒｅ 棚ｉｓｅｄ ｏｎ 芒ｈ麦ｓ ｎｏｔｉｏｎ． Ａｓ Ｄｒ． Ｓ ＨＩ ＭＩＺ Ｕ

ｓａ三ｄ ｂｅｆｏζｅ， ｔおｅ ｖａｒｉａｂｉ１三ｔｙ ｏｆ ｔｈｅ ｇｅｎｏ ｍｅ ｈ８ｓ ｂｅｅｎ ｄ１ｓｃｏｖ－

ｅｒｅｄ
．

丁養ｕｓ，
ｔｈｅ Ｅａｓξｅｍ ｍｅｄｉｃａ董 ｃｏｎｃｅｐｔ ｏｆ“

ｐ為ｙｓ…ｃａｌ ｃ０Ｒｓｔｉ一

鮒 ｉｏｎ
”

ｗ おｉｃｈ ξｅａ１三ｙ ｒｅｐｒｅｓｅｎ言ｅδ ｐ 熾 ｔｙ ｍ ｕｃｈ ｏｆ ａ ｇｒａｙ ａｒｅａ

養ａｓ ｎｏｗ ｂｅｅｎ ｆｏｒ搬 ａＨｚｅｄ ｉ羽ｔｏ ｓｃｉｅｎｃｅ．
Ｔｈｏｒｅｆｏｒｅ， 芝ｈｅ ｇａｐ

ｂｅｔｗ 撒 ｔゑｅ ｍｅｄｉｃｉ１１ｅ ｏξ 芝ｈｅ Ｅａｓ童 榊 ｄ ｔｈａｔ ｏｆｔｈｅ Ｗｅｓξｉｓ

δｅＣｒｅａＳｉｎｇ．

Ｎ ｏ ｗ ｔｈｅｒｅ １ｓ ｔｈｅ ｃ０Ｂｃｅｐξ ｏｆ “
ｍｉｂｙｏｕ

” ｉｎ Ｅａｓまｅ ｍ

ｍｅｄｉｃｉＢｅ一
珊 …ｓ ｉｓ ｔｈｅ ｐｅｒｉｏｄ ｂｅｆｏｒｅ ＆ ｃｏｎ 徽ｉｏ孤 もｅｃｏ ｍ ｅｓ ａ

δｉｓｅａｓｅ ｄｕｒｉｎｇ ｗ註ｉｃｈ ｔ為ｅ ｐａｔｉｅｎｔ ｉｓ ｍｏｖｉｎｇ ｔｏｗ 趾ｄ 眺 ｅａｓｃ

ｗ 嚢ｉｃお ㎜ ａｙ ｅｖｅｎｔｕａ１；ｙ ｂｅ δｉｓｃｏｖｅｒｅｄ 星ｎｄ ｔｒｅａｔｅｄ
．

Ｍ ｅｄｉｃａｔｉｏｎ

｛ｓ 皿ｏｔ ｐｒｅｓｃｒｉｂｅδ 砒 ｒ、ηｇ 言ｈｉｓ
“

ｍ…ｂｙｏｕ
”

ｇｅｒｉｏｄ． 玉宣 ｉｓ ｐｏｓｓ麦ｂ至ｅ

釦ｒｉｎｇ ξｈｉｓ セｉｍｅ ｔｏ ａｖｏｉ６ ｄｉｓｅａｓｅ 卵 ｅａｔ１ｎｇ ｐｒｏｐｅｒ；ｙ 脚 ｄ

三ｅａｄｉ皿ｇ ａ ｈｅａｌｔらｙ
１｛ｆｅｓｔｙ

亘ｅ．Ｉｔｉｓｔ養ｉｓｃ０Ｂｃｅｐｔ ｗ 滅ｃお ｅ搬ｂｏｄｉｅｓ

まｈｅ ｗｉｓｄｏｍ ｏｆ Ｅａｓｔｅｍ ｍｅｄｉｃｉ附 “ Ｍ ｂｙｏｕ” ｃａｎ ｂｅ δｉｖｉδｅｄ

ｂｒｏａｄｌｙｉｎｔｏｔｗｏｔｙｐｅｓ．
Ｏ列ｅ１ｓ ｗｈ ㈱ ｔｈｅｒｅ ａｒｅ ａｂηｏ ㎜ ａ１ｉｔｉｅｓ

ｉｎ ｔｅｓｔ ｒｅｓｕ１ξｓ，
ｂｕｔ ｔ葛ｅ ｐ星ｔ…ｅｎξ ｈａｓ ｎｏ ｓｕｂｊｅｃｔｉｖｅ ｓｙ ｍ ｐｔｏ ｍｓ．

丁為ｅ ｏξｈｅ パ ｓ ｗ 養ｅｒｅ 言ｈｅ ｐ罰重ｉｅｎ室 ｈａｓ ｖ 趾圭ｏｕｓ ｃｏ 撚ｐｌａｉηｔｓ ａＲｄ

ｎ－ａ三ａ妻ｓｅ，
ｂｕｔ 珊ｏ ａｂｎｏｒ搬 星；…ξ三ｅｓ ａζｅ ｆｏｕｎδ …η ｔｅｓｔ ｖａｌｕｅｓ．

Ｐｒｅｖ麦ｏ聾ｓ１ｙ さｏｃまｏｒｓ ｗｏ葛三ｄ ｓａｙ
“ｉｔ ｉｓ ａ１… ｉＢ ｙｏｕｒ ちｅａさ”

． Ｔ らｅ

ｔｅ㎜ “
ｇｅｎ 欄１ 舳 １ａ１ｓｅ”ｃｏｖｅｒｓｔｈｅｓａｍｅ Ｂ０ｔｉ０Ｂ、

珊 ｓ 棚ａｙ もｅ

ｄ証ｅ ｔｏ ξｈｅ ｃ１ｉｎｉｃａ１ｔｅｓξｓ ｎｏ辻 ｂｅｉｎｇ ｑ訂三ｔｅ 祉ｐ ξｏ ξｈｅ ｔａｓｋ ａ雀ｈ３珊ｄ
．

Ｔｈｅｒｅ£ｏｒｅ ｔｈｅ ｓ 倣 ｅ ｏｆ “
ｍ１ｂｙｏｕ

”
ｓｈｏｕ１壱 ｂｅ ｒｅｃｏｇｎｉｚｅδ ａｎｄ

ｔｒｅａｔｅｄ
．

Ｔｈｅ ｉｎｃｏ 叩 ｏξａ言ｉｏｎ ｏξ 言ｈｅ ｃｏｎｃｅｐｔ ｏｆ “
搬ｉｂｙｏ ポ ｗｉ蝸

乱 鮒 言ｏ ｔｈｅ ａｄｖ 棚 ｃｅ 燃ｅｎ言 ｏｆ ｍ ｅｄｉｃｉ列ｅ． Ｔｈｕｓ，
工 ｔ註ｉｎｋ 言ｈａｔ ｉを

ｔｒ 岬 １ｓ ｎｅｃｅｓｓ蹴ｙ ξｏ 〔 ｈｅ ξｗｏ ａｒｅａｓ ｏｆ ㎜ｏδｅｍ，
Ｗｅｓｔｅｍ

棚ｅｄ…ｃ…ｎｅ ａｎｄ Ｅａｓｔｅｍ ｍｅｄｉｃｉ鮒 ξｏ ｂｅｌ１ｎｋｅｄ ｉｎ Ｊ星ｐａＢ 刮ｐｄ ａ

ｎｅＷ ｅＢｔ｛ｔｙ Ｃｒｅａｔｅｄ
．

Ｍ Ｏｄ 欲 ａｔ研 １ Ｄ見 Ｃ Ｙ Ｏ Ｎ Ｇ
，

ｌｅｔ ｍ ｅ ＆ｓｋ
ｙｏｕ ｂｅｒｅ

，
“ ｍｉｂ

ｙｏｕ”ｉｓ

ｄｉ描 研ｅｎｔｆｒｏ ｍ ｐｒｅｖｅｎｔｉｏ羽，
ｉｓｎ

！
ｔｉξ？

ＧＹ０ 冊 １ Ｙｅｓ １ｔ ｉｓ．
Ｗｅｓ在ｅｒｎ ｏｒ ㎜ ｏδｅｒη ㈱ δｉｃ１ｎｅ ｉｓ ｖｅｒｙ

ｇｏｏｄ ａ言 ｐｒｅｖｅ列ｔ主ｏｎ． ＰｒｅｖｅＲｔ…ｏｎ ｅｎｔａｉ１ｓ ａｃｔ三〇ｎｓ ｓ汕ｃｈ ａｓ ｇｉｖ圭ｎｇ

ｖａｃｃｉ珊ａ芝ｉｏ列ｓ ｗ 舳 ｅ 蜘 ｉ篶ｄｉｖｉｄｕａ；ｉｓ ｓまｉ；１ ｈｅ昼１まｈｙ。
“Ｍ…ｂｙｏｕ

”

ｄｏｅｓ Ｂ０ｔ ｒｅデｅｒ ξｏ 旺 ｓｔａｔｅ ｏヂ ｇｏｏδ ｈｅａ１ｔｈ
，

ｂｕまｉｓ ｏｎｅ ｉＢ ｗ ｈ｛ｃち

ｔｈｅ ｉＢｄｉｖｉδｕａ王ｉｓ 獅 ｏｖｉｎｇ ｔｏ ｗａｒｄ ａ ｓｔａｔｅ ｏｆｉ…１ 鵬 ｓｓ．
Ｔｈｅ ｐｅｒｓｏｎ

量ｎ ｑｕｅｓｔ妻ｏｎ δｏｅｓ 利ｏｔ ｒｅａ…ｉｚｅ ｔｈａξ ｔ為ｅｙ ＆ζｅ ｉＢ ｓｕｃｈ ａ ｓｔａξｅ ａｎｄ

主ｈ汕ｓ ｈｅ ｏｒ ｓｈｅ ｄｏｅｓ ｎｏξ ｓｅｅｋ 棚ｅδ｛ｃａ１ 星ｔξｅηｔ…ｏｎ．
Ｙｈ｛ｓ ｓｔａｔｅ ｏｆ

ｓｅｍ１一おｅａ 峨 ｃａｎ ｂｅ ｄｅｓｃｒｉｂｅｄ ｉｎ ｍ 撚 ｙ ｗａｙｓ，
ｂｕｔｉｔｉｓ ｃａＨｅｄ

“
ｎ－ｉも

ｙｏｕ
” 呈ｎ Ｅａｓξｅｒｎ ｎ｝ｅｄｉｃｉｎｅ． Ｉ ｓｈｏｕ１ｄ 澱 ｅｎξｉｏｎ ｈｅｒｅ 童ｈａｔ

称ｅ ｔｅ王ｍ
“

ｍｉｂｙｏ獺
”

ｗ ａｓ ｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄ 疫ｓ ａＲ ｉｎｔｅｒ 舳ｔ｛ｏｎａ１

ｍｅｄ麦ｃａ至 ξｅｒｍ ｔｈ王ｅｅ ｙｅ８ｒ富 ａｇｏ ａＢδ ｉｔ ｃ劃ｎ ｂｅ 洲 ｅｄ ｉｎ ｉｔｓ

Ｊａｐ 榊 ｅｓｅ ｆｏｒ搬 ｏｆ “
ｍ圭ｂｙｏｕ

”
ａｎｄ もｅ ｕｎδｅｒｓｔｏｏｄ 触 ｏ湿ｇｈｏｕｔ

ξｈｅ ｗｏｒｌｄＩ

ＭＯｄｅｒ威 研 ：Ｎｅｘｔ
，
Ｉ ｗｏ砥三ｄ１圭ｋｅｔｏ ａｓｋ Ｄｒ ＴＯ ＨＫ ＯＲＡ ｗｈｏ

…Ｓ ｔｂｅ ｄｅρｕｔｙ δｉｒｅＣｔ０τ ｇｅｎｅｒａ］ ａｔ ｔおｅ ＮａまｉＯ珊ａ； 玉ｎＳｔ…ｔｕｔｅ Ｏデ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｃ竃 ｆｏｒ ｈ…ｓ 言ｈｏ証ｇｈｔｓ ｏｎ ｔ養ｅ ｉｎｆｏｒ胴 ａｔｉｏｎ ｓｉδｅ ｏｆｔｈｅｓｅ

－ ＳＳ ｕ ｅ Ｓ
。

τ０ 舳 ｕ８＾ ： Ｉ 星ｍ ａ ㎜ｅ澱もｅｒ ｏｆ ｔｈｅ 玉ｎｓｔｉｔｕｔｅ
ｌ
ｓ Ｅｘｔｅｍ ａ三

Ａｃａｄｅｍ１ｃ Ａｄｖｉｓｏｒｙ Ｂｏａｒｄ ａｎｄ Ｉ ｗｏｕｌｄ 脈 ｃ ｔｏ 欄ａｋｅ ｓｏ榊ｅ

ｏｖｅ閉１１ ｃｏｍ 搬ｅｎｔｓ ｉ犯ｃ１軸ｄｉｎｇ 納 ｍ ｔｈｅ ｓｔ舳ｄｐｏ｛ｎｔ ｏｆ ｍｙ

ｐｏｓｉｔ麦ｏｎ ｏ莉 ｔｂｅ Ｂｏａｒｄ， Ｆｉｒｓ言
，

ａｓ Ｄｒ． ＴＡ Ｋ Ａ Ｋ Ｕ Ｒ Ａ ｈａｓ ｓ在ａ宣ｅｄ
，

ＥＣａδｅ撚ｉＣ ＳｐｅＣ｛ａ茎ｉＺａｄＯｎ ｉＳ ａδＶａｎＣｉｎｇ，
ｎＯｔｊｕＳｔ ｉｎ ｔらｅ ａｒｅａ Ｏξ

棚ｅδｉｃａ１ ｓｃｉｅ羽ｃｅｓ，
もｕｔ ａ…ｓｏ ｉｎ 與 ｗｉｄｅ ｖ 肛ｉｅｔｙ ｏｆ ｏ言ｈｅｒ ξｉｅ王ｄｓ．

Ｐｅｏｐ王ｅ 概 ｅ ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇ１ｙ ｗａ至１｛ｎｇ ｔらｅ榊 ｓｅ１ｖｅｓ ｏｆｆ ｉｎ ａ ｒａｔｈｅｒ

ｎ星ｒｒｏ ｗ ｃ 曲 ｂｙｈｏｌｅ ｗ三ｔｈ ｖｅｒｙ １三ｔξ１ｅ ｃｏ ｍ ｍｕｎｉｃａｔ１ｏｎ ｏｃｃ 服ｒｉＢｇ

ａｍｏｎｇ言ｈｅ ｄ 欄ｅｒｅηｔｄｉｓｃ三ｐ…ｉ鵬ｓ－
Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅｉｓａ…ｓｏ ｂｅｃｏ獅ｉηｇ

ｔｈｅ
“
Ｐｒｏｐｅｒｔｙ

”
ｏｆ 泌 ｅ ｓｐｅｃヨａｌｉｓｔｓ ｏｆ ａ ｐａｒピｃ養】ａｒ ｆ麦ｅ王ｄ ａＢｄ ｎｏξ

ｅｘｔｅ莉ｄｉｎｇ ｉｎｔｏ ｆｉｅ１ｄｓ ｔ為ａｔ 撚ｅ ｅｘｔｒｅ旺±ｅ至ｙ ｃ…ｏ盲ｅ． 丁註ｅ ｎｅｅｄ ξｏｒ

１．Ｒ８言ｉｏｎ８１ｅ ｆｏｒｌＲ…ｌｌＭＳ ３） Ｅｘｃｅｒｐｔｓｆｒｏｍ 飾ｅ Ｐ目ｎｅｌ Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎ ｏｆｔｈｅ「昌りＲＥｌｌＭ Ｓ Ｏρ 帥 Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ ｌＩＷ 滅 Ｗｅ Ｅｘｐｅｃ言 ｏ｛ｌＲＥｌｌＭ Ｓ■■ｌｏｏｎｔ；ｎｕｅｄ）



騒 旧 ヨｌＭＳの騎 色

婁） 繁葦 籔 １繋嚢１鱗 養 嚢 繋 紅 ン泰 ジ誉ゑ 第 享 蕩 夢ギ 翼 匁茅シ 嚢ン ぷ簑 茅籔 萎１１鐵 嚢こ襲 鰭 書 纂 亀 餐義 ξつ 誓 彰

と 呼 ん で 研 究 さ れ て き た の で す が
、

ゲノム 解 読 の お か げ で、

や っ とこ の 分 野 に Ｂ の 目 が 見 えて き ま した。

私 は 免 疫 の 遺 伝 子 を ずっと研 究 して き たの で す け れど

も、
「病 は 気 か ら」 と い う の が 意 外 に 当 た っ て い る と い うこ

と に つ い て、 い ろ ん な 証 拠 （ｅＶ１ｄｅｎＣｅ） が あり塞 す。 神 経

免疫 学ある い は 神 経 内 分 泌 免 疫 学という学 間 が 今、 市 民

権 を 得て、 学会 どして 動 いて います。 例え ば 同じ程 度 の病

状 の 患 者 さんで も、 自 分 はこの がん を 治 して み せると思う

人 と、 自 分 は 死 ん で しまう と 悲 観 して い る 人 とで は、 リ ン パ

球 の 数 が 違 っ て き て、 病 状 に 差 が 出 てくる と い う の で す。

不 思 議 な こと が あ る も の で す が、 や っ とヒト ゲノム ＤＮＡ 配

列と１い う 辞 書 が で き た こと に よ り、 そ の 不 思 議 な ことを、 サ

イエ ンス の 目で 検 証 でき、 新 しい 時 代 のあ け ぼの が 来 た

か な と お も い ま す。 そう い う意 味 で、 特 に この 眠ＥＨＭＳ の

場 含には
、

患 者 様の ご自分 から提 供 してい ただ い た綱 胞と

そ の ＤＮＡ から得ら れるゲノ ム情 報 が、 いままで 研究 者 や

医者 が気 がつ かな い ことを 自然 に 語ってくれるような 部 分

が あ ると 思 う の で す。 そ れ が こ の ＩＲＥＩＩＭＳ の 強 さ だ し、 そ

う いう 意 昧 で は、 松 岡 先 生 が 日 本 に 帰 っ て こら れ て か ら ２０

年 闇 頑 張 っ てこら れ て、す ご い も の を つ くっ た な と いう の が
、

私 の 感 想 で す。

扇 会 ： 丁 宗 鐵 先 生
、

専 門 分 野 の 「ミビョウ」 学 に つ い

て ご 説 明 い た だ け 塞 す か。

丁 ： 東 洋 医 学 の 英 知 は、 これ か らの 新 しい 統 含 医 科 学

の 形 成に 役 に立 つの では な いかと忠 います。 ２ つ の 面から

役 に 立 つ と 考 えら れま す。 １ つ は、

ハ ー ドウ ェ ア で す。 こ れ に は 漢 方

薬 や 鐵 （はり） が ありま す。 現 代

医学 の 体 系 の 中 で応 用 で きる 治 療

法 で す。 例 え ば 最 近、 タ ミ フ ル が

インフル エ ンザ に 効くというの で話

題 に な っ て い ま す が、 タ ミ フ ル は

東 洋 医 学 で 使う八 角 という 生 薬 の

抽 由 物で す。 一 方 では 東 洋 医 学 を 軽 んじな が ら、 他 方で

は タミ フ ル は 使 う。 こ れ は す こ し お か し い。 や は り 文 化 の

連 続 の上 に 今 の 医学 が 存 在して いることを認 めな け れ ばい

け な い 。

もう 亘つ は ソフトウェア の 部 分で す。 東 洋 医学 の 医 学 概

念 で す。 例 え ば、 東 洋 医 学 で は、
「体 質」 と い い ま す。 同

じ風 邪 のウイル スを 浴 ぴて も、 鳳 邪を ひく人と ひ かな い 人

が い る。 抵 抗 力 が 違 う の だ か ら、 そ れ を 前 提 と して 治 療 方

針 を 立てな け れ ばい けな いと 蓄って います。 先ほ どの清 水

先 生 の お 話 に もありま したように、 今 で は ゲノム の 多 様 性

が 閉ら かにされ てきて います。 東 洋 医 学が 体 質と いう概 念

で ブ ラ ッ ク ボ ック スと１して い たと ころ が 科 学 的 に さ れ て い ま

す。 で す か ら， 東 西 の 医 学 の 問 で た が い に 矛 盾 す る も の

で は な い 考 え 方 に な る の で す。

さ ら に 東 洋 に は、
「未 病」 と い う 概 念 が あ りま す。 病 気

に な る 前 に 病 気 に 向 か い つ つ あ る とこ ろ を 見 つ け て、 治 療

す る こと で す。 未 病 の 時 期 で あ れ ば、 薬 な ど も 処 方 しな い。

養 生とい って、 日 常 生 活 上 の 注 意 をちょっとして あ げる だ

け で 病 気 を 免 れ る こと が で き る ど い う の で す。 こ れ は。 東

洋の 知 恵 ではな い かと思うの です。 未病 に は大 きく２ つ の

種 類 が あ りま す。 亘 つ は、 検 査 債 に は 異 常 が あ る の だ け

れ ど、 患 者 さ ん に 全 く白 覚 症 状 が な い 場 含。 もう 玉 つ は、

患 者 さ ん の 訴 え は あ り、 い ろ ん な と こ ろ が 悪 い の だ け れ

ども、 検 査 値 にま だ 異 常 が な い 場 合。 こ れ は 以 前 は 「気

の せ い だ」 と、 医 者 が 蕃 っ て い た わ け で す。 不 定 愁 訴 と

いう 首 い 方 も や は り 同 じ だ と お も い 窪 す。 後 者 は、 臨 床 検

査 が ま だ 未 熟 な た め と いうこ とも あ る の で す。 で す か らこ れ

は、 克 服 目 標 に な っ てくる わ け で す。 未 病 の 概 念 を 入 れ る

と、 ま だ ま だ 医 学 は 進 歩 す る。 や は り 臼 本 で は 西 洋 医 学 ど

東 洋 医 学の ２ つ を 結 び つ けて、 新 しいもの を つくっていく

必 要 が あ る の で は な い か と 患、っ て お りま す。

司 会 ： 丁 宗 鐵 先 牛
、 未 病 は 予 防 と１は 違 うの で す ね。

丁 ： は い。 予 防 ど いう の は 西 洋 医 学 が む しろ 得 意 で す。

まだ 健 康 なうち にワク チンの 鞍 種 をす るの が 予 防で す。 未

病 という のは 健 康 で はなく、 病 気 に 向か っている 状 態 な の

で す が
、 本 人 が

、 気 が つ い て い な か っ た り 検 査 で はと１ら え

られ ない 状 態で す。 半 健 康 などいろ いろな 言 い 方 ができま

す け れ ども、 そういう状 態 を 束 洋 医 学 では 未 病 と言って い

た の で す。 ち な み に、 こ の 未 病と１い う 言 葉 は、 ３ 年 前 か ら

国 際医 学 用語と１して 認められま して、日 本 語のままでｒミビョ

ウ」 というと国 際 的に 通用 するようになった ので す。

司 会 ： で は 次に 国 立 情 報 学 研 究 所 副 所 長 の 東 倉 先 生、

情 報 の■面 から お 話 しく ださ い。

東 倉 ： 私 はこの インス ティテユートの 外 部 評 価 委 員 でも

あ り ま す の で、 そ う い う 立 場 を 含 め て、 総 合 的 な 圃 か ら、

いく つ か コメ ン トさ せ て い た だ き た い と 思 い ま す。 最 初 に

鳥 倉 先 牛
１
が お っ しゃ い ま し た よう に、 今、 医 学 分 野 だ け で

は な く、 い ろ い ろ な 分 野 で 学 問 の 専 門 化 と い うの が 進 ん で、

み な 狭 い 穴 に 入り 込 み、 相 互 間 の 連 携 が なく な って い ま す。

知 識 もそ の 分 野の 専 門家 だ け が 占有していて、
すぐそ ば の

分 野 に も 広 が ら な い と い う 状 況 が ど こに で も あ る わ け で す。

こ れ を 統 合 し な け れ ば い け な い と い うこ と は、 い ろ い ろ な

分 野 で 起 きて い ま す。 し か し、 そ れ は 簡 単 な こ とで は な い

だ け に、 こ の 亙ＲＥＩ１ＭＳ プ ロ ジ ェクト自 体 が 非 常 に 大 き な チャ

レン ジ だということな の です。 専 門 家 の 知 識を 統 合する た

め に は、 世 闘 でい ろ い ろな 形 で 発 展 して いる 惰 報 技 術 が

非 常 に 役 に 立 ち ま す。 惰 報 技 術 も 近 年
、 そう い う レ ベ ル に

達 しました。 情 報 技 術 の 専 門 家 では な い 人 もそ れをうまく

使 い お 互 い にｊ庸 報 を 交 換 し、 し か も 専 門 家 だ け で なく、

患 者との コミュ ニケ ー ション など いろ い ろ な 面 でも情 報 技

術 が使 え、 清 報 技 術 が 役 に立 つ 統 合 の 遺 異 にな るの だと

∴
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１９

ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏη ｉｓ ｏｃｃｕｒｒｉｎｇ ｉｎ 盆 ｖａｈｅｔｙ ｏｆ ｆｉｅ１逢ｓ．
㍑ ｏｗｅｖｅｒ，ｔｈｉｓ

三ｓ ｍｔ ａ ｓ麦ｍｐ至ｅ 三ｓｓ顯ｅ
，

ａｎｄ ｔｈｅ ＩＲ 服玉Ｍ Ｓ ｐｒｏｊｅｃｔ ｉ言ｓｅｌｆ

ｒｅｐ王ｅｓｅｎｔｓ ａｎ ｅｎｏｒ搬 ｏｕｓ ｃｈａ至１ｅｎｇｅ．
Ｉｎｆｏξｎ｝ａξｉｏｎ ｔｅｃおηｏ１ｏｇｙ

ｗ ｈ｛ｃ註 養ａｓ ｂｅｅｎ δｅｖｅｌｏｐｅｄ ｔ汰 ｏｕｇｈｏｕｔ ｔおｅ ｗｏエ１ｄ 三ｎ ｖａｒｉｏｕｓ

ｆｏｒｍ ｓ ｃａｎ …〕ｅ ｅｘｔｒｅ ｍｅ茎ｙ 欄 ｅ 滅 ｉ莉 ｉｎｔｅｇｒａｔｉηｇ ｔｂｅ ｋｎｏｗ三〇 迦 ｅ

ｏｆ ｓｐｅｃ三ａ…ｉｓｔｓ． Ｉｎｆｏｒｍ ａ言ｉｏｎ まｅｃもｎｏ…ｏｇｙ らａｓ ａｌｓｏ ｒｅａｃｂｅｄ ξｈ｛ｓ

１ｅｖｅ三三ｎ ｒｅｃｅｎξ ｙｅａｒｓ－
Ｈ ｈ１ｎｋ ｔあａｔｉｔ三ｓ ｅ 鮒 ｅ ｍｅｌｙｉｍ ｐｏ竹ａｎｔｆｏｒ

ｔｈｏｓｅ … 妃 ｉｖｉｄｕａ三ｓ ｗ ｈｏ ＆正ｅ ｎｏｔ ｓｐｅｃ 滅 …ｓｔｓ １ｎ …羽ｆｏｒｍ ａｔｉｏｎ

ｔｅｃｈｎｏ１ｏｇｙ 言ｏ ａｖａ｛ｌ ｔｈｅｍ ｓｅｌｖｅｓ ｏξ 言ｈｅｓｅ ξｏ〇三ｓ， 盆ｎｄ ｕｓｅ ｔ為ｅ 鰍

ξｏ ｅｘｃおａｎｇｅ ｉｎチｏ ㎜ ａｔ１ ㎝ 星ｎｄ ｅｓｔａｂ１ｉｓｈ ｃｏ ｍ ｍ ㎜ ｉｃａξｉｏｎ， ｎｏｔ

ｊｕｓｔ ｗｉ言ｈ ｏｔｈｅｒ ｓｐｅｃｉａｌｉｓｔｓ，
ｂｕま ｗｉｔｈ ｐａξｉｅｎまｓ． Ｔお圭竃 ｐｒｏｊｅｃｔ ｃａＢ

ｓｅ 岬ｅ ａ 歪ｏ茎ｅ ｉＲ をｈｉｓ ｐｒｏｃｅｓｓ．
Ｎ ｏｗ， ｗｈｅｎ ｗｅ ａｓ ｐａξｉｅｎｔｓ ｆ三莉ｄ

○ 泌ｓｅ１ｖｅｓ ｉｎ ｃｏ 脈 ａｃｔ ｗｉｔｈ 宣ｈｅ 獅ｅｄ三ｃａ呈 ｃ 拠ｅ ｓｙｓｔｅ燃 ， ｗｅ ｍ ａｙ

ｅｎｄ ｕｐ ｆｅｅｉｉＢｇ ｃｏｎξｉｄｅｎξ 劃ｎｄ ξｅ旦ｓｓｕｒｅｄ ｉ理 ｓｏ ｍｅ ｃａｓｅｓ ａｎｄ

ｆｅｅ 腕 ｇ ｓｏ ｍ ｅｗ ｈａ宣 １１】一 絡 ｅａｓｅ ａｎｄ ｄｏｕｂｔξｕ三 三羽 ｏｔｈｅζｓ，

Ｍ ｏξｅｏｖｅξ，
ｔｈｅ工ｅ ｉｓ ｓξｉ１１ ａ １ｏｔ ｔｈ星ｔ…ｓ ｙｅｔ ξｏ ｂｅ ｕｎδｅｒｓｔｏｏｄ ｂｙ

言ｈｅ ｍｅｄ量ｃａｌ ｅｓｔａｂｌｉｓｈ 獅ｅｎξ． Ｆｏｒ ｅｘａ ｍｐ１ｅ
，

ｄ｛ｆｆｅｒｅｎｃｅｓ ａ燃 ｏｎｇ

量ｎｄ妻ｖ三ｄ江ａ１ｓ ａｎδ さ王ｕｇｓ ｎｌｕｓｔ ａ王ｓｏ ｂｅ ｃ０Ｂｓｉｄｅｒｅｄ
，

Ｔｈｕｓ，
ｉｔ ｉ竃

ｅｘｔｒｏ 鰍ｅ至ｙ ｉ鰍 ｐｏｒｔａｎｔ ぎｏｒ ｕｓ ｔｏ ｅ ｍ ｐｌｏｙ ｖａｒｉｏｕｓ ａＲａ１ｙｔｉｃ

棚ｅξｈｏｄｓ ｓｕｃｈ ａｓ ｓｔａｔ三ｓ言ｉｃｓ ａｎｄ ｔｏ ｃｏｎｄｕｃ雀 ｓｃ…ｅｎ主主ｆｉｃ ｖｅｒ…ｆ呈ｃａ－

ｔ三０Ｂ ｔｈｒｏｕｇ養 ｉｎｆｏ茎ｎユａξｉｏｎ ｔｅｃｈｎｏ１ｏｇｙ …ｎ ｏｒｄｅｒ ｔ〇 三ｎｖｅｓξｉｇａ言ｅ

ｗｈｅ言ｈｅｒ ａ ｐ＆絞ｉｃｕｌａｒｔおｅｒ３ｐｙ ｏｒ ｄｒ肚ｇ ｉｓ ｒｅａ１三ｙ ｅ鉗ｅｃ言ｉｖｅ ｏｒ ｎｏｔ，

ｎ ｅ篶，
細 ｄａｔａ ｃａｎ ｓｐｅａｋ ｔｏ 棚 目ｎｄ ｅｎａｂ１ｅ ｕｓ ｔｏ ｓａｙ，

“Ｉｆｔおｅｒｅ

…罵 ξｈ…ｓ 星棚 ｏｕｎξ ｏｆ δａｔａ ｔおａｔ ｉｓ ａｖａ三１ａｂ；ｅ ｏη ｔｈｅ ｓ湿ｂｊ琶ｃ言，
言ｈｅη

宝ｈ三ｓ ｌ］ユｕｓξ もｅ ξｈｅ ｃａｓｅ
”
． Ｔｈｕｓ，

ｉｎ ｔｈａξ ｓｅｎｓｅ，
ｔｈｅ ｐ 欲ｔｉｃｉｐａｔ三〇ｎ

○ぎｉ皿ξｏぎ 胴ａξｉｏｎ ｓｐｅｃｉａ１｛ｓｔｓｉｎ ｔおｉｓ ｐｒｏｊｅｃｔｉｓ ｅｓｓｅｎむａ萎。

玉ｎ ｅｘａｃま１ｙ ｗ ｈａｔ ｆｏｒｍ ｉｎｆｏｒ鰍 ａまｉｏｎ ｓｈｏ砥三ｄ ｂｅ １ｎｃｏｒｐｏｒａまｅδ

ｉ飛ｔｏ をｈ｛ｓ ｐｒｏｊｅｃま三ｓ ａＢ ｉｓｓｕｅ ｔｈａま ｗ…ｎ ｄｅ宣ｅ ㎜ ｉＢｅ 三ｔｓ ｓｕｃｃｅｓｓ ｏｒ

ぎａ呈丑ｕ迂ｅ．
Ｉｎ ３ｎｏｔｈｅｒ ｓｅｎｓｅ，

ｔｈ圭ｓ ｐξｏｊｅｃξ ｕＲｄｅｒｓｃｏζｅｓ ｔｈｅ

ｅｘ ㈱ 狐ｅｉｙ ｉｍｐｏれａ煎 ｐｏｉＢｔ ｏｆ ｏ王ｇａｎｉｚｉｎｇ ｔらｅ ｒｅｓｕ１言ｓ 三ｎ言ｏ 脚

｛ｎｆｏ ㎜ ａｔｉｏｎ ｄａｔａｂａｓｅ ｗｈｉｃｈ ｍ蟹ｓｔ ｂｅ ｉｎ ａｎ ａ㏄ｅｓｓ 湖 ｅ ξｏｒ搬

ｗ 滅ｃ蓬 ｉｓ ｎｏｔ ｊｕｓ言 ｕｎｄｅζ ｔもｅ ｃｏｎｔ王ｏ至 ｏｆ ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ 搬ｅδｉｃａｌ

ｓｃｉｅｎｃｅｓ．
Ｉｎｓｔｅ呂ｄ

，
ｉま 鰍 ｕｓ室 もｅ 燃ａｄｅ ａｖａｉ三ａｂ１ｅ ｓｏ ｔ益ａｔ 旦ｎｙｏｎｅ

ｃ星ｎ ｕｓｅ ｉ童 星ｎｄ ｉｔ ｓわｏｕｌｄ ｂｅ 搬ａδｅ ｐｕも三ｉｃ，
言ｏ ｅｎｓｕｌ＝ｅ ｔ益ａｔ三ｔｃａｎ

ｓｐｒｅａｄ ｔ汰 ｏｕｇｈｏｕｔ Ｊａｐａｎ ａｎｄ 言ｈｅｎ ξｈｅ ｗ ｏｒｌｄ． Ｍ ｙ ｖｉｅｗ ｉｓ ξｈａｔ

ｉη£ｏｒ榊 ａ言ｉｏｎ ｔｅｃ為ｎｏ…ｏｇｙ 量ｓ ａｎ ａｂｓｏ１紅ｔｅ１ｙ ｅｓｓｅｎ言ｉａｉ ｅ１ｅ棚 ｅｎｔ ｏぎ

ｔｈ…ｓ チｉｅ１ｄ
．

Ｔらｕｓ
，

玉 ｗｏｕｌｄ ｌｉｋｅ 言ｏ ｈｅａｒ ａｂｏ㍑ｔ ｔおｅ ｃｕ 猟ｅ滅

舳 ｎｋ三ｎｇ ｏｎｔｈｅ 凧 Ｅｎ Ｍ Ｓｓ ㈹ ｃｔｕｒｅ，

Ｍ 灯 Ｓ００ 畑 ： Ｗｅｈａｖｅｄｅｖｅｉｏｐｅｄ Ｃｙｂｅｒ玉ｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｍ ｅｄｉｃａｌ

Ｉｎｆｒａｓ 腕 ｃｔｕ王ｅ （Ｃ豆Ｍ互） ｕｓ三㎎ ａｎ ｉηｆｅ ㈹ ｃｅ ｌｅａｍ１㎎ ｍｏｄｅ三ｉｎ

ｃｏｏｐｅｒ星ｔ…ｏｎ ｗｉまｈ Ａ ｄｖａｎｃｅδ 刃ｅ１ｅｃｏ ｍ ｍ 訂ｎｉｃａｔｉｏｎｓ Ｒｅｓｅａｒｃち

Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ Ｉｎｔｏｒｎａ言圭ｏｎａＬ Ｐｏｒ ｔｈａｔ ｒｅａｓｏｎ
，

ｅｐｉｄｅ欄；ｏ１ｏｇｉｃ証１

ａ ｍ１
ｙｓ｛ｓ 麦ｓ ｎｅｃｅｓｓ星ｒｙ ａｎｄ ｉま ｗｉ三１ ｎｏｔ ｗｏｒｋ ｗｉｔｈｏｕｔ ｒｅ夏ｉａｂ！ｅ

ｓｔａｔｉｓｔｉｃａ１ ｄａ童ａ－
Ｗ ｅ ｗｉ１１ｒｅｑｕｉｒｅ 昼 ｍ１ｎ１ｍ ｕ榊 ｏｆ ｌ

，
２００ ｓａｍ ｐ１ｅｓ

ξｏ正 ｔｈヨｓ．
Ｔおｅ 棚 ａ！ｙｓ｛ｓ ｂａｓｅｄ ｏｎ ｔｈｅｓｅ ｓａｍ ｐ１ｅｓ ｗ｛１１ ｂｅ ｅｘ屋 ｍｉｎ一

｛ｎｇ ｔ養ｅ ｐａｔ｛０Ｂｔｓ 圭ｎ ξｈｅ
“

棚ｉｂｙｏ齪
”

ｓｔａｔｅ ａｓ ｄｅｓｃ王三ｂｅｄ もｙ Ｄ工

Ｃ Ｙ Ｏ Ｎ Ｇ． Ａ ξｏまａ１ ｏｆ ３００ ｖｏ池 ｎｔｅｅｒｓ ｃｏｍ ｅ ｔｏ ｏｕｒ ｃｅｎ童ｅｒ ｆｏｕｒ

をｉｍｅｓ ａ ｙｅａｒ ａｎｄ ａｒｅ ｅｘ 棚 干ｎｅδ ｆｏｒ ｉ００ ｉまｅｍｓ－
Ｔｈｅｙ ａ舵 ａ三ｓｏ

ｅｘａ 棚ｉｎｃδ ｕｓｉｎｇ ｔｈｅ ξｒａｄ｛ｔ呈ｏｎａ］ 棚 ｅａｓｕｒｅｍ ｅＢｔｓ ｏデ ｒｙｏδｏｒまｋ讐

ａｎｄ 賃ηｇｅｒｔ１ｐ Ｐ㍊ｌｓｅ ａｎｄ ｗｅ 撚ｅ ｎｏ ｗ 割むａｉｙｚ｛ｎｇ 言ｈｅ ｒｅｓｕ１言ｓ． Ａｓ

ａ ｐ旺ｒｔ ｏｆｔ 淋 ｐｒｏｃｅｓｓ， ｗｅ ｈａｖｅ ｇ 閉ｄｕａｌ１ｙ ｃｏｍ ｅ ｔｏ 口苅ｄｅ 鮒 ａｎｄ

ｔｈｅ ｆｏ１ｉｏｗｉｎｇ．
Ａｓ ｃｌａｓｓｉｆｉｅｄ もｙ まｈｅ ｆｉｖｅ－１ｅｖｅｉ ｓｙｓｔｅ 繍 ｗ 繍 ｃｈ

もａｓ ｂｅｅｎ ｄｅｓｃｒ主ｂｅｄ ｉｎ 迂ｈｅｊｏｕｍａ王 Ｃａ鮒 ｅ正， ｗｈｅｎ 豆００ ｐｅｏｐｌｅ

ｗもｏ 趾ｅ ２０ ｙｅ趾ｓ ｏｆａｇｅ ｏｒ ｏｌｄｅｒａｒｅ ｅｘａ棚ｉ鵬ｄ
，ｇｅ鮒ｒａ１１ｙ ７０

ａｒｅ ｆｏｕｎｄ ｔｏ ｂｅ ｈｅ昌１ｔ 卵、
５ ａｒｅ 圭獅 ｍ ｅｄｉａｔｅ１ｙ ｆｏｕ篶ｄ まｏ ｂｅ三１至 ａｎｄ

ｔｈｅ ｒｅ 卿 ａｉ珊ｉｎｇ ２５ ａ■ｅ ｉｎ ｔｈｅ
“

榊ｉｂｙ ㎝
”

ｓｔ＆９ｅ．

Ｎ ｏ ｗ， ｗ ｈｅ篶 ａｐｐｒｏｘ 細 ａｔｅｌｙ
３００ ｐｅｏｐ

王ｅ 釘ｏ 澱 ｓｅｖｅｒａ童 ｄ麦ｆｆｅｒ－

ｅｎξ ｃｏ ｍ ｐａｎｉｅｓ ｄ 酊三羽ｇ 言ｂｅｉｒ ｐｅ籔ｋ ｗ ｏ 燃 ｎｇ ｙｅａｒｓ ｗｅζｅ

ｅｘａｍ量ｎｅｄ
， ｖｅ 岬 ξｅｗ ｗｅ歪ｅ ａｔ ｌｅｖｅΣ ３

， ｗ Ｍ…ｅ ａ １欲 ｇｅ Ｂｕ 獅 ｂｅｒ

ｗｅｒｅ ａｔ ｌｅｖｅ１ ４ ｗ ｈ１ｃ い ｓ
“

ｍ三ｂｙｏｕ
”
． Ｃ ｏｎｖｅｒｓｅ；ｙ， ｗ ｈｅｎ ｔ為ｅｓｅ

１ｎ ＆ ｖ１ｄｕａ１ｓ ｗｅｒｅ ｇ三ｖｅｎ ａｄｖｉｃｅ ｏ口１…ｆｅｓξｙ１ｅ ｃｈａｎｇｅｓ，
ｉｎｃ三ｕδｉｎｇ

δｉｅｔａｓ ξｅ１挑ｅｄｔｏ 附ｅｓξｙ
王ｅ ｄ｛ｓｅ註ｓｅｓ

，
ｔ島ｅｙ ｓｈｏ ｗｅｄ ｃｏ 閉ｉｄｅｒａｂｌｅ

ｉ㎜ｐｒｏｖｅｍｅｎｔ 固ｆｔｅｒ宣ｈＴｅｅ ｍ ｏｎｔわｓ．

Ｗｅ ぬｖｅ ｂｅｅｎ ｓｅ 鮒 ｇ ｕｐ ａ Ｔｅａ鰍一 納圭孤１ｎｇ Ｃｏｕ至ｓｅ ｆｏｒ

Ｉ磁 ｅｇ 澗言ｅδ 泌 ｅｄｉｃａｌ ＳｃｉｅＲｃｅｓ ｂａｓｅｄ ｏｎ ｔｈｅ ｔｕｔｏｒｉａ１ ｓｙｓ言ｅ ｍ

ｕｓ１ｎｇ Ｃ玉 Ｍ玉一 τｂ呈ｓ ｃｏ邊ｒｓｅ ｉｓ ｎｏ言 ｊｕｓｔ ぎｏｒ ｏｕｒｓｅ１ｖｅｓ－ｗｅ

ｗｅ１ｃｏ ｍ ｅ 酸 ｙｓｉｃｉａｎｓ， ｓｃ１ｅｎｔｉｓｔｓ， ａｎｄ ｏｔｈｅ茎ｓ ξｏ ｃｏ ｍ ｅ ｔｏ

ＩＲＥＩ玉Ｍ Ｓ ｏｎｃｅａ ｗｅｅｋ言ｏｓεωｙ ａｓｐａ血 ｏｆ ㎝一 鮎 一〇ｂ ｔｒａｉ列ｉｎｇ。

丁註ｉｓ ξｕ言ｏｒｉａ１ ｓｙｓｔｅ 榊 ｈａｓ ｅｖｏ；ｖｅｄ ａ げ ｏｋｙｏ Ｗ ｏｍ ｅｎ，ｓ Ｍ ｅδｉｃａｌ

σｎｉｖｅｒｓｉまｙ． Ｉ ｗｏｕｌき ｗｅ三ｃｏｍｅ 棚 ｙｏｎｅ ｗ 舳 棚 ｉｎｔｅｒｅｓξ まｏ

ｃｏ 搬ｅ ａｎｄ ｏｂｓｅ正ｖｅ．
丁湊ｅ ｂａｓｉｃ ｓｅｔｕｐ 三ｓ ｏ 鵬 ｗ 註ｅ正ｅ ｉｎ ｔｈｅ

榊ｏｒｎｉ萢ｇ Ｐ 漱ｉｃｉｐ ｍξｓ ｕｓｅ ａｃｏｍｐｕｔｅｒξｏｒｓｅｌチｓｔｕｄｙ， 脚 ｄｔおｅｎ

ａ 〕 １＝ＣＯ ａｎｄ ３：Ｃ０
，

ｔｈｅξｅ ㈱ ｄｉｓｃＢｓｓｉ㎝ ｓ ｗｉ言ｈ ｔｕｔｏｒｓ． Ｗｅ ａｒｅ

ｃＢｒｒｅｎｔｌｙ 三ｎ ｔ養ｅ ｔｒｉａ至 ｐｅｒｉｏｄ ｗ…ｔｈ ｖ乱ｒｉｏｕｓ …ｎｄ…ｖ…ｄｕ昼１ｓ ｃｏ 鰍ｉｎｇ

ｈｅｒｅ 雀ｏ ｇ麦ｖｅ ξｈｅ ｃｏｕｒｓｅ ａ ｔｒｙ．Ｉ ｗ ｏｕ 洞 １ｉｋｅ ｔｏ ｓｅｅ ｔｈｉｓ ｓｙｓｔｅ㎜

ｓｐｒｃ自ｄ ｎａｔｉｏ■ｗｉｄｅ．
１１－０ＨＩ｛０Ｒ Ａ＝Ｉ ｓｅｅ．

ＭＯ 畑 ａｔα １ Ｗ 搬 ㈹ ｔｈｅ 論 ㎝ｇｈ言ｓ ｏｆ ㎝ｒ ｏ 紬ｒ ｐａＢｅ１

ｍｅ ｍもｅｒｓ ｏｎ ｔｈｅ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ａＢｄ ｔｒａｉ烈ｉｎｇ ｏｆ ｇｅｒｓｏｎ珊ｅ王 ａｓ ｗｅ董１

割ｓ１ｎｆｏ ㎜ ３ｔ１㎝？

ＴＡ ｍ ＫＯ 船 ＝ Ｗｅ ｈａｖｅ ｔａ１ｋｅｄ ａｂｏｕξ 紬 ｉ㎜ｐｏξｔａｎｃｅ ｏチ

ｉｎｆｏ ㎜ ａｔｉ ㎝ 棚 ｄ ｃ軸ｔ言ｉ ㎎ 一ｅｄｇｅ ｒｅｓｅａ迂ｃわ。 Ｗｅ ｄｉｓｃｕｓｓｅｄ ｔ養ｅｓｅ

言ｏｐ｛ｃｓ ｔｏ ぬ ｙ ｉｎ ａｎ ㈱ ｓｉｌｙ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄａｂ至ｅ ｍａｎｎｅｒ
，

ｂｕｔ ｔ蓬ｅ

δｅｇｒｅｅ ｏｆ ｕＢｄｅｒｓ芝ａｎｄｉｎｇ ｗｉリ ｖａｒｙ 竹 ｏｍ ｐｅｒｓｏｎ ｔｏ ｐｅｒｓｏｎ一
玉ｔ

｛ｓ ｖｅ町 ｉｍｐｏ 伽 ηｔｔｏ ｄｉｓｓｃ澱ｉ閉ｔｅ ｉｎｆｏｒｍａｔ…ｏｎ ｅｆｆｅｃ言ｉｖｅ夏ｙ，
ｌｔ

搬 ａｙ δｅ ｄｉ欄 ｃｕ至ｔ， ｅｖｅｎ ｆｏｒ ｒｅｓｅａｒｃｈｅζｓ， ｗ ｈｅｎ ｔ葛ｅｙ ｔ 級 ｅ ｐ 欲ξ主ｎ

ａ ｄ三ｓｃｕｓｓｉｏｎ ｏｆ ａ ｆ…ｅｌｄ ｏｕｔｓｉ６ｅ ｔゑｅｉｒ ｓｐｅｃｉａｋｙ ｔｏ ｕｎｄｅ～ｓｔａｎｄ

ｔ姦ｅ ｉｍｇｏ竹ａｎｃｅ ｏｆ ｗ ｈａξ ｉｓ ｂｅｉｎｇ ｔ星１ｋｅδ ａｂｏｕｔ．
珊 ｕｓ，

ｉｔ ｉｓ

ｅｘ 鮒 榊ｅｌｙ ｉｍ ｐｏｒ童ａｎｔ ｔｏ ｅｘｐ｝ａ圭ｎ ｃｏ 燃 ｐｌｅｘ ｓｕｂｊｅｃｔｓ ｉｎ ａ ｗ 星ｙ

ξｈ星ｔｉｓ ｅａｓｙ ｔｏ ｕｎｄｅ正ｓｔａ犯ｄ
．

ＭＯｄｅ 撤 研 ：玉 ｅｘｐｅｃｔｔｈａを ｍ 棚ｙ ｏｆ ｙｏｕ ａｒｅ ｔｈｉ畝ｉ犯ｇ ｔおａｔ

まｈｅξｅ ｍｕｓξ ｂｅ ａ ｓｙｓｔｅ ｍ ｗ養三ｃｈ ａ至１ｏｗｓ ぎｏｒ ｔｈｅ ｓｈａｒｉηｇ ｏｆ

ｒｅｓｅａｒｃｈ ｄａｔａ 軸ｓｉｎｇ ｉｎｆｏｒ欄 齪ｔｉｏｎ ｔｅｃｈｎ〇三〇ｇｙ． Ｃｏｕ｝ｄ
ｙｏ膏

ｃｏｍ ｍｅｎｔ ｏｎ ｔｈｉｓ ｐ〇三ｎｔ？ Ｄｒ Ｓ父ＩＶＡＳＴＡＶＡ
，

ｗお乱ｔ ａｒｅ ｙｏｕｒ

ｔ註ｏｕｇとｔｓ ｏｎ ｗｈ８ｔ ｈｕｒｄ１ｅｓ ｈ３ｖｅ もｅｅｎ ｏｖｅｒｃｏ ｍｅ ｕｐ ｔｏ ｎｏｗ 圭ｎ

ｔおｅ 撚ｅａ ｏξ三ｎまｅｇ 榊 ｅｄ ｍｅｄｉｃａ王ｓｃｉｅｎｃｅｓａ藺ｄ ｗｉｌｌｉｔｂｅｐｏｓｓ１ｂ１ｅ

まｏ ａｃｈｉｅｖｅ ｒｃａ丑ｉｎｔｅｇ正ａまｉｏｎ？

Ｓ８■Ｖ＾Ｓ一^ Ｖ^ ＝ １ 亡ｈ三ｎｋ ｔｈａｔ ｉｔ ｛ｓ ａ ｒｅａ］ Ｐｏｓｓ｛ｂ蔓㍊ｔｙ． Ｔｈｅ

ｓｏｆｔｗ 鮒 ｅ ｗｈ１ｃお おａｓ ｂｅｅｎ δｅｖｅ１ｏｐｅｄ ｈｅｒｅ ｉｓ ｃｅ 伽ｊｎ；ｙ ｉｍ ｐｒｅｓ－

ｓｉｖｅ．玉ｆｔｈ三ｓ言ｙｐｅ ｏｆｔｅｃ 嚇 ｏ至ｏｇｙ ｓｐｒｅａｄｓｔｈｒｏｕｇｈｏ 磁 ｔｈｅ ｗｏ王１ｄ
，

１ 舳 ｎｋ ｔ暮ａｔｉｔ ｗｉ１三 ｃｏｎｎｅｃｔ ｄｏξｓｉｎｔｏ 王ｉＢｅｓ ａｎｄ ｓ曲ｓｔａｎξｉａ１１ｙ

ｅＢｈａｎｃｅ ξｈｅ ｉｎｆｏｒ柵 ａξｉｏｎ ｐｒｏｃｅｓｓ， Ｐｈｙｓｉｃｉａｎｓ ａｎ壱 ｓｃ三ｅｎｔ｛ｓをｓ

ｗ三玉１ ｂｅ ａｂ；ｅ ｔｏ ａｄｖａｎｃｅ ｕｓ１ｎｇ ｉ紙ｏｒｍａｔｉｏｎ ξｅｃ 鮎 ｏ１ｏｇｙ －

ｗ ｏｕｉｄ 呈ｉ失ｅ ｔｏ ｓｅｅ ｔｈｉｓ ｇｒｏｕｐ ｄｅｖｅ三〇Ｐ ｉξ 星ｓ Ψ 量ｃｋｌｙ ａｓ ｐｏｓｓ 搬 ｅ，

ａｎδ ｎｌａｋｅｉ言 ａｖａ、；ａｂ１ｅ ぎｏ正 ｕｓｅ ｂｙ Ｏｔとｅｒ ｃ０浸氾ｔｒｉｅｓ．
Ｔ１１ｅＢ，

ｂ星ｓｅｄ

ｏｎ ｓｕｂｓｅｑｕｅｎｔ ｐｒｏｇｒｅｓｓ、
互 ｔｈ三ｎｋ ｔもａｔ ｗｅ ｗ｛１至 ｓｅｅ ｅｖｅ羽 ｂｅｔまｅｒ

雀ｈｉｎｇｓ るｅｉｎｇ ａｃ註ｉｅｖｅｄ一

↑０ 舳 じＲ＾１玉 ｗｏｕ１引ｉｋｅｔｏａｄｄｓｏｍｅｔｈ１ｎｇ嚢ｅｒｅ．
Ｉ養ａｖｅ もｅｅｎ

１
．

Ｒａｔ；ｏｎａｌｅ ｆｏｒｌＲＥｌｌＭ Ｓ ３） …ｘｃｅｒｐｔｓｆｒｏｍ ｔｈｅ Ｐ昌鵬１Ｄｉｓｏｕｓｓｉｏｎ ｏｆｔｈｅ１昌甘１ＲＥ１ｌＭ Ｓ Ｏｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ 司Ｗ 滅 Ｗ色 Ｅｘｐｅｃｔｏ盲１ＲＥｌｌＭＳ■｛ｏｏｎｔ１ｎｕｅｄ）



翻 １ＲＥｌｌＭＳの特 色
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いう 点 が
、 非 常 に 大 事 だ と お も い ま す。 そ の 中 で、 こ の プ

ロ ジ ェク ト 特 有 の こ と を 言 い ま す。 先 ぽ ど か ら． 我 々， 患

者として いろ ん な 医 療に 接 するとき に
、

信 頼 して 受 ける 場

合と半 信 半疑 で受 ける 場 合と、 いろ いろある わ けです け れ

ど、 今 ま だ 医 療 側 で も わ か ら な い とこ ろ を 手 深 り で や っ て

い る とい う 部 分 が 多 い わ け で、 姻 人 差 や 薬 に よ る 違 い な ど、

い ろ ん な 条 件 と いう の が 絡 み 合 っ て い る と お り、 こ こ か ら、

何 が 本 当に 効 果 釣な の かということを 調 べる ため には、 統

計とか いろ いろ な分 析 方 法 を 駆使 し、 そういう 情報 技 術 に

より科 学 的に 検 証 するということ が非 常 に大 事 な のです ね。

デ ー タ に 語 ら せ る と い うこ と で す。
「デ ー タ で こ れ だ け ち ゃ

ん と した も の が 田 て い る ん だ か ら． こ れ は 問 違 い を い で す

よ一 と い う こと が 言 え る よう に す る の で す。 そ の 意 味 で、 こ

の プロ ジェクトには 情 報 の専 門 家 の 参 繭ということ が必 須

に な る わ け で す。

このプ ロジェクトの 成 否 に は、 情 報をどういうふうな形 で

取り込 む かということが 欠 かせ な い 課題 です。 もう 五 つ 脳

の 意 味で は、 この 成 果をこ の 統 含 医 科 学の プロ ジェクトだ

け で 占 有 す る の で は な くて、
よ り 広 くこ の 分 野 で 日 本、 そ

れ から世 界 に 広める ため にも、 そ の 情 報 の データ ベー スと

いうのを み んな が 使 えるような 形で 整 備して公 開して いく、

そう いうことに 対 してもこの プロジェクトで は 大 きな 重 点 を

竈 い て や っ て い た だ き た い と いう こと で す。 こ の 分 野 に 情

幸轟技 術 と い う の は 欠 か せ な い と い うの が、 私 の 見 方 で す。

そ れ に 対 して 今。 １ＲＥ玉ＩＭＳ の 体 制 として どう い う ふ うな こ と

を 考 え て い ら っ しゃ る か と い うこ と を
、

ち ょっ と お 話 し い た

だ け たら と 思 い ま す。

松 岡 ：そ れ に 関 して 私 どもは、 国 際 電 気 通 信 基 礎 研 究

所 などと共 同 で、 推 論 学 習 方 式 を 用 い た 統 合 塗 科 学 情 報

基 盤、 Ｃｙｂｅｒ 亙娩 ｇｒａｔｅｄ Ｍｅｄｉｃａ１

肘ｒａｓｔｍｃｔｕｒｅ （ＣＩＭＩ） と い う の を

闘 発 して お り ま す。 こ の た め に は、

疫 学 的 解 析 が 必 要 で、 しっ かりと

した 統 計 デ ー タ が な い とだ め だ と

い う こ と で す。 そ れ に は 最 低、

玉，２００ サ ン プ ル は 必 要 だ と の 課 題

を い た だ きま した。 こ れ に 基 づ く 解

析 は、 丁 先 生 が お っ し ゃっ た、 ま さ に 未 病 の とこ ろ を 診 て

い る よう な 気 が しま す。 ボ ラ ン ティ ア で 来 てくだ さ っ た ３００

人 に 今、 年 問 ４ 回、 ユＯＯ 項 目 の 検 査 に 加 え、 伝 統 医 療 の

良 導 絡と指尖 脈 波 につ いても調 べ
、 結 果 を解 析してい ただ

い て い る と ころ で す。 そ の 中 で 次 の よう な こと が だ ん だ ん

わ か っ て き て い ま す。
ｒＣａｎｃｅｒ」 と いう 雑 誌 に 出 て い た よう

な ５ 段 階 に 分 類 い た しま す。 ２０ 歳 以 上 の 健 康 診 断 で

玉ＯＯ 人 診て 」 般 的に ７０ 人 が 健 康、 ５ 人に病 気 が すぐ晃

つ かり、 あと の ２５ 人 が 未 病 と いう 段 階、 と い うよう に 考 え

て い ま す。 こ れ に し た が って、 い くつ か の 会 社 の 働 き 盛 り

の 人たち を 申心 とした 約 ３００ 人に つ いて 診さ せて い ただ

い て い ま す が、 ３ の レ ベ ル の 人 は 少 なく、 未 病 と い え る レ

ベ ル ４ に 該 当 す る 人 が か な り多 い の で す。 こ の 方 たち に、

食 生 活 を はじめ 生 活 習 慣 病 に か か わる い ろ いろ な 生 活 上

の ア ド バ イ ス を しま す と
、 ３ か 月 後 に は か な りよく な ら れ て

い ま す
。

この Ｃ王Ｍ を 利 用したテユー トリアル 方 式 での チーム 制 統

含 医 科 学 育 成コ ース を 計 画しております。 これ を 私どもだ

け で は な くて、 メ デン カ ル・ドクタ ー で も い い し、 サ イ エ ン ティ

ス トで も い い し、 い ろ い ろ な 方 に、 オ ン ・ ジョ ブ ・ト レ ー

ニ ングとい って 本 務 に従 事 しな が ら １ 週 間 に 玉 回 だ け

１ＲＥＩ互ＭＳ に 来 て い た だ い て、
勉 撞 し

、
理 解 を して い た だく

ことを 始め て いま す。 テユートリア ル 方 式 は 東 京 女 子 医 科

大 学 で非 常 に発 達 して います。 もし、
ご 興 味の ある方 は 見

て い た だく の が い い と 思 い ま す が
、

朝 か ら コ ン ピ ュ ー タ 上

で白 学 自習 して い ただ きま す。 途 申 の 旦１ 時 と ３ 時に は

テユー タと討 論 す るという基 本 システ ムを 構 築 して い まし

て、 現 在、 試 験 運 用 期 問 申 で い ろ い ろ な 方 に や って い た

だ い て い ま す。 この 方 式 を 今 後
、

全 国 に 発 信 して 広 げ て い

き た い と 思 っ て い ま す。

東 倉 ： わ か りま した。

司 会 ： 人 材 育 成、 教 育、 あ る い は 情 報 と い う 部 分 で、

ほ か の 先 生 方、 い か が で しょう。

高 倉： 今、 情 報 の 重 要 性ということを お 話 しに なっ たの

です が、 そ れ ぞ れ 専 門分 野 で先 端 的 なこどを 研 究されるこ

と は
、 非 常に 大 事 です。 今日 の お話 は わ かりやす いように

説 明 して いた だ い ては い る ので す が、 理 解 の 程 度 は 人 に

よ っ て い ろ い ろ だ と 思 い ま す。 た だ、 こう い う 会 を す る 以

上 は、皆 さ ん に わ か っ て い た だ か な い と 意 味 が な い の で す。

い か に 情 報をうまく伝 えるかと いうことは 非 常 に 重 要で す。

研 究 者 で も、 別 の分 野の 専 門 家 から非 常に 先 端 的な 話 し

を 聞 いて い ると、 どういう重 要 性 を 持 ってい るの かわ から

な い こともあります。 そういう情 報 がうまく伝 わるようにす

ること。 難しいことを わ かりやすく言萄閑 することが 大 事 でそ

の た め の、 パ ラ ダイ ム シ フト も 必 要 で は な い か と 患 っ て お

りま す。

司 会： 多くの 先 生 が 情報 テクノロジー を使 って 広くシェア

で き る よう に し た シ ス テ ム な の で は な い かと＝思 い ま し た。 こ

の 点 で は い か が な の で しょう か。 こ の 統 合 医 科 学 に よっ て、

今ま であった いろ いろ な ハー ドル を克 服 し、 本 当に 統 合で

き る の で しょう か。 ＳＲ１ＶＡＳＴＡＶＡ 先 生、 い か が で しょう。

Ｓ偶１ＶＡＳ↑ＡＶＡ ： 再 能 性 が あ る と 私 は 思 っ て い ま す。 ここ

で 開 発さ れま したソフトウェアに は、 大 変 に 感 銘 を受 けま

した。 このような 技 術 が 世 界 に広ま れ ば
、 点 を 線に つな げ

る 惰 報 プ ロ セ ス が か な り 違 って くる と 思 い ま す。 医 師、 そ

れから 科学 者 たち が、 情 報 技 術 を用 いて 島 度 化してくるわ

け で す。 ここ に い らっ しゃ る グ ル ー プ の 方 に で き る だ け 早 く

／

＼
２０
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ａｂ１ｅ ｔｏ ｔａｋｅ ａ 王ｏｏｋ 星ｔ ｔｈｅ ｃｕｒｒｅＢｔ ｓｙｓｔｅ 醐， 棚 ｄ Ｉ ｗ ｏｕｌｄ ｌ｛ｋｅ ξｏ

ｓａｙ 言ｈａｔ ｗｈｉ茎ｅ ａ ｗｉｄｅ ｒａｎｇｅ ｏξ ｍｅｄｉｃａ１ ｄａξａ ｛ｓ ａｎａ１ｙｚｅｄ ａｆｔｅｒ

ｗｈ１ｃ勤 ｎｅｗ ｒｅｓ泌 ｓ ａｒｅ ｔ紬 η ｏｕｔｇｕｔ，
ｌｏｏｋ｛ｎｇ 刮ξｉｔ ｆｍ ｍ ｔｈｅ

ｓｔａｎｄｐｏ主鮫 ｏぎ ａ ｎｏｎ－ｍ ｅｄ三ｃａ… ｓｐｅｃ麦ａ茎三ｓｔ
，

Ｉ ｆｏｕｎｄ ｔｈｅ ｕｓｅｒ

ｉｎｔｅｒξａｃｅ ｖｅｒｙ ｅａｓｙ 圭ｏ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄ
．

Ｔｈｅ ｕｓｅｒ ｃａｎ ｅａｓｉ１ｙ ａｃｃｅｓｓ

ｔｈｅ ｒｅｓｕ王ｔｓｉｎ ａｎ ｅａｓｙ ｔｏ ｕｎｄｅｒｓセａｎｄ ｆｏζｍａ言 ａＢｄ ｔ計ｅＲ 獅 ａｋｅ ｈｉｓ

ｏｒ ｈｅｒ ｏ ｗｎ ｄｅｃ圭ｓ圭ｏｎ ｑｕ｛ｔｅ ｅａｓ三１ｙ．
Ｍ ｏｒｅｏｖｅｒ， ｔｈｅ １ｎξｅｒｆａｃｅ

ｅｍ ｐ…ｏｙｓ ｎｏξｊｕｓｔ ｃもａｒ星ｃｔｅｒｓ ｏｒ ｓｃｒ麦ｐま，
ｂ 滋 ｃｏｍ ｐｕｔｅｒ ｇｒａ 帥 ｉｃｓ

ｗ ｈｉｃｈ ａｒｅ ｅｘ言ｒｅ㎜ ｅ１ｙ ｅａｓｙ ｔｏ ｇ 閉ｓｐ． 丁養ｕｓ， ｖａｒｉｏｕ竃 ａｓｐｅｃｔｓ ｏξ

棚 ｅｄｉｃａｌ ｐｒａｃｔｉｃｅ ｗ 剛 ｃｈ ｐｒｅｖｉｏｕｓｌｙ ｃｏｕｌｄ ｎｏｔ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ

ｓ鞭 ｐｏξｔｅｄ ｂｙ ｔｅｃｈ篶ｏｌｏｇｙ ｗ…ｌｌ ｎｏｗ ｂｅ ａｂ１ｅ ｔｏ ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇｉｙ

ｉＢｃｏｒｐｏ 澗言ｅ ξｅｃｈｎｏ…ｏｇｙ－
Ｏｎｃｅ ｔ註ｉｓ ｓｙｓｔｅｍ １ｓ 星ｄｏｐｔｅｄ ａｒｏ湿Ｂｄ

ｔ益ｅ ｗｏｒｌδ，
ｔもｅｃｏｓｔ ｗｉ１茎ｇｏ ｄｏｗｎ ａｎｄ ｐｒｏ 伽ｃｔｉｖ圭ｔｙ ｗｉ玉王ｇｏｕｐ，

ｔもｕｓ ｅｘｅ竹云ｎｇ ａ ｈ蟹ｇｅｉｍ ｐａｃｔ－

ＭＯｄ６閉ｔ０【： ◎ｒ， Ｓ只ＩＶＡＳγＡＶＡ
， ｗｈｅｎ ｙｏｕ ｗｅｒｅ ａｂ茎ｅ ｔｏ

ｔａｋｅ ａ １ｏｏｋ ａｔ ｔｈｅ ｓｏｆｔｗ ａｒｅ， ｙｏｕ ａｓ吏ｅｄ ａ ｑｕｅｓｔｉｏｎ ａｂｏ 淡

ａ１ｔｅｍ齪ｔ圭ｖｅ 鮒 ｄ１ｃ１ｎｅ． Ｗｈａｔ ｗｅｒｅ ｙｏｕｒｔ註ｏｕ 鈎 ｓｉｎ ｒｅｇ星ｒｄ ｔｏ

ξｈ１ｓ？

ＳＲｌＶ^ Ｓτ^ Ｖ＾： Ｉ ｈａｖｅ ｔｗｏ ξｈ麦Ｒｇｓ ｔｈａ主 玉 ｗｏｕ１ｄ 蔓改ｃ ξｏ

ｃｏ 欄 ｍ ｅｎ童 ｏｎ ａｆｔｅｒ ｓｅｅ三Ｐ９ 童おｅ ｓｏ多ｔｗ ａｒｅ，
Ｏ ｎｅ ｉｓ 泳 ａｔ ｉｆ

ｓｙ柵ｐｔｏｍｓ 肛ｅ ｃｏ澱ｐｌｅｔｅ１ｙ 燃 ｐ１ａｙｅｄ ｍｄ ｔｈｅｎ ｔｈｅ ｓｏｆｔｗ 撚ｅ

ｌｉ泳 ｓ ｙｏ蔑 ξｏ ａ ｗ…ｄｅ 閉Ｒｇｅ ｏｆ ｏξｈ 研 ｒｅｌａｔｅｄ ｓｙｓｔｅｍ ｓ，
迂ｈｅｎ ｔらｉｓ

ｓｏｆまｗ 撚ｅ ｗｏｕ…ｄ ｂｅ ｖｅｒｙ 洲ｅ紬 いｎ ｂｒｉ理ｇｉｎｇ ξｏｇｅｔｈｅ正 燃ｏｄｅｍ

柵εｄ…ｃ三羽ｅ ｗ 総 ａ至ξｅ ｍ ａｔｉｖｅ ξ王ｅａ芝ｍ ｅｎをｓ． Ｔｈ 洲 ， ｅｖｅｎ ｔｈｏｓｅ

壬ｎ養 Ｍ 伽 昼茎ｓ ｗ ｈｏ ａｒｅ ｎｏｔ ｖｅ童ｙ ｆａ搬 洲 ａｒ ｗｉｔｈ ａ１ｔｃｒｎａξ三ｖｅ

㈹ ａ腕 轄耐ｓ ｗｏ張三ｄ ｂｅ ａｂｉｅ ｔｏ １ｉ欣 Ｂｐ ｗ１ｔゑ ｔｈｅｍ ｔ汰ｏｕｇｈ ｔおｉｓ

ｓｏｆｔｗ ａξｅ－
１ ｍｙｓｅげ ｈａｖｅ ｎｏｔ もｅｅ苅 ｔｒ罰ｉｎｅｄ ｉｎ ａ茎言ｅｆｎ星セ麦ｖｅ

ξｈｅｒａｐｉｅｓ，
ｂｕｔＩｔ註ｉ赦 ξｈａｔｉｔ ｗｏｕ１ｄ ｂｅ ｅｘ芭ｒｅｍｅ１ｙ ｕｓｅ 滅 ξｏ ｂｅ

邑ｂ１ｅｌｏ ＆ｃｃｅｓｓ ａｋｅｍａｌｉｖｅｔ 欄ｔｍｅｎｔ１ｎｆｏ ㎜ ３ｔ１㎝ ｌｈｒ㎝ ｇｈ 榊 ｓ

ＳｙＳξｅｍ・

Ａη 星ｄｄ｛ｔ…ｏｎａｌｐｏ１ｎｔＩ ｗｏｕｌｄ 欣 ｅξｏ ｍ 敏ｅ ｕｐｏ犯 ｏｂｓｅｒｖ１ｎｇ

ｔｈｅ ｓｏｆｔｗ ａｒｅ ｉｓ ｔｈａξ ｍ ｅｄｉｃ星 い ｅｓセｓ 搬 ａｙ ｂｅｃｏｍ ｅ ｐｏｓｓｉもｌｅ

ｔｈｒｏｕｇ い ｈｅ ｐξｏｇ 閉 ｍ． Ｍ ｏｒｅｏｖｅｒ，
ｉη ｒｅｇａｒｄ 童ｏ ｔ養ｅ ｃｏｓξｓ ｏｆ

郷ｅδ…ｃａ－ ｃａｒｅ
，

ｉぎｉ言 ｗ ｅξｅ ｐｏｓｓｉも玉ｅ ｔｏ ｃａｉｃｕ至ａξｅ ｖｉａ ａ ｃｏ ｍｐｕｔｅｒ

ｅｘａｃｔ１ｙ もｏ ｗ ｍ ｕｃ嚢 ｉｔ ｗ ｏ軸１δ ｃｏｓ い Ｂ ０ζｄｅｒ ｔｏ ｄｉａｇｎｏｓｅ ａ

ｓｇｅｃ１ｆｉｃ ｐａｔｉｅｎ重， ｔおｅｎ 星 ｃｏｓｔ－ｅ 純 ｃｔ１ｖｅ ｃ養ｏｉｃｅ ｃｏｕ呈ｄ ｂｅ ｍａｄｅ

ｉ珊 ｔｈｅ ｃｏｕｒｓｅ ｏｆｄａ三１ｙ ｐｒａｃξｉｃｅ。
玉ξｈ三ｎｋ ｔちａｔ ｂｏξｈ Ｊａｐａｎ ａｎｄ ｔｈｅ

Ｕ ｎ…ｔｅｄ Ｓｔ＆ｔｅｓ ｆｉｎｄ ｔ註ｅｎ｝ｓｅ１ｖｅｓ ｉｎ ｔ養ｅ ｓａｎ－ｅ ｇＯｓ…ｔｉＯｎ，ｔ養ａｔｉｔ…ｓ

ｒａｔ養ｅｒ δｉｆｆｉｃｕ１ｔｔｏ ｆ１ｇ 泌ｅ ｏ 滋 ｔおｅ ｃｏｓ言 ｗ 為ｅｎ ｄｏ｛ｎｇ ａｔｅｓを．Ｉｆξｈａｔ

ｃｏｕ１ｄ ｂｅ ｄｅｔｅｒｍｉｎｅさ ｖね ξｈｅ ｐｒｏｇｒ星ｍ，
ｉｔ ｗｏ ω ｄ ｂｅ ａ ｖｅｒｙ

ｇｏｏｄ ｔｈｉｎｇ ｉｎｄｅｅ６
．

ＴＡ ｍ ６ 舳 １： Ｗｅ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ 言ａ１ｋｉｎｇ ａｂｏｕξ ｔｈｃ ｐｒｏｂ１ｅｍｓ

ａｓｓｏｃ三ａｔｅｄ ｗ 搬 三ｎｆｏｒｍ ａｔ１ｏｎ， 馴 ｄ ξｈｅ ｄｉｓｃ睦ｓｓ｛ｏｎ ｈ乱ｓ ｆｏｃｕｓｅｄ

ｏｎ ｔｈｅ 洲 ｅ ｏｆ ａｄｖａｎｃｅｄ ｔｅｃ註ｎｏ茎ｏｇｙ．
Ｈ ｏｗ ｅｖｅｒ，

玉 ｗ ｏ滅 ｄ １ｉｋｅ ξｏ

ｂｒｉｎｇ ｔｈｅ ｄ麦ｓｃｕｓｓｉｏｎ ｄｏｗ ｎ ｔｏ ａ ｍｏ£ｅ ｇｅｄｅｓｔ 曲 ｎ ｌｅｖｅｌ， Ｏ讐ｒｉ珊ｇ

ｔｈｅ ｉ３ ｙｅａξｓ ｏｆ 燃 ｙ ｓｔ星ｙ ｛ｎ ｔ為ｅ し頁ｎｉ言ｅｄ Ｓｔａｔｅｓ，
Ｉ ｎｏｔ三ｃｅｄ ξｈａｔ

ｖｅ童ｙ ｄ１ｓまｉＢｇｕヨｓｈｅｄ をｅａｃｈｅ王ｓ ｇａｖｅ ｓｅ ｍｉｎ打 ｓ ｗ嚢ｉｃｈ ｃｏｕ茎ｄ ｂｅ

ｅ＆ｓｉ１ｙ ｕｎｄｅｒｓｔｏｏｄ もｙ 丑ａｙ 榊 ｅｎ．
Ｎｏｗ ｉｆ ｗ ｅ 茎ｏｏｋ ａξ ｗｈｙ ξｈｉｓ ｉｓ

ｔｈｅ ｃａｓｅ，
ｉｔ ｃａｎ ｂｅ 峻ａｃｅｄ ｂａｃｋ ξｏ 言ｈｅ ｆａｃｔ ｔｂ星ｔ ｔ註ｏｓｅ ｂｏｄｉｅｓ

ｔ虹ａま ａｗ 撚δ ｍｏｓｔ ｏｆ ｔｈｅ ｇ 湘 ｎｔｓ ａｒｅ ｐｒｉｖａξｅ ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏ 洲 ａｎｄ

ｔｈｅ ｐｅｏｐ工ｅ ｗ ｈｏ ｈｅａｄ 芝ｈｅ ｍ 纈珊ｄ ｍ 欲 ｅ ｄｅｃｉｓｉｏ莉ｓ ｏ 舳 ｈｅ ａｌ１ｏｃ星一

ｔ且ｏη ｏｆ ｒｅｓｅａｒｃｈ ｆｕｎδｓ 迂ｅｏｄ ｔｏ ｂｅ １ａｙ 搬ｅｎ ｗｈｏ ａｒｅ ｐａｓｓ圭ｏｎ－

ａξｅ；ｙ ｉＢｔｅｒｅｓｔｅｄ ｉｎ ξｈｅ ｓｃ葦ｅｎｃｅｓ． Ｔｈｅｙ ａｒｅ 圭ｎ ｃｏ竈ｔｒｏ１ ｏｆ ｔ為ｅ

ｆｕｎｄｓ ａＢｄ ｉξ ｙｏｕ ｃ 棚 ｎｏξ ｐｅｒｓｕａδｅ ｔ養ｅｍ，
ｔｈｅｎ ｙｏｕ ｗｉ１三 ｎｏｔ

ξｅｃｅ｛ｖｅ ｆｕｎ 磁ｎｇ ｆｏｒ ｙｏ 鮒 ｒｅｓｅ 撚ｃ益
．

Ｔｈｕｓ，
ｉま ｎａｔｕｒａ１茎ｙ ｆｏ１三〇ｗｓ

ｔｈａｔ ｔもｅ ｍｏｒｅ ｅ］ｏｑｕ０Ｂｔ ｓｐｅａｋｅ王ｓ ａｒｅ ξｈｅ ｏｎｅｓ ｗｈｏ ａｒｅ ｍ ｏζｅ

ｈ麦ｅ茎ｙ ｔｏ ａｔξｒａｃ雀 ｒｅｓｅａ工ｃｈ ｆ邊Ｂｄｉｎｇ． Ｉｔ ｉｓ ｕｎｆｏｒｔｕｎａ言ｅ ｔゑａ在 １）ｒ．

Ｂｅｍａ］ｒｄｏ ＮＡ ＤＡＬ－ＧＩＮＡ ＲＤ ｗａｓ ｕｎａｂ王ｅ ｔｏ もｅ ちｅｒｅ ｔｏｄａｙ

ｂｅｃａｕｓｅ ｈｅ ｉｓ ｉｎｄ 帥 ｏｓｅｄ
，

ｂ 磁 おｅ ｉｓ ａｎ ｅｘａｍ ｐ；ｅ ｏｆ ｏｎｅ ｏｆ

ξｈｅｓｅ ｅｘ重ｒｅ 欄ｅ１ｙ ｐｅｒ 脳 ａｓ量ｖｅ ｉｎｄｉｖｉδｕａ王ｓ．
Ｔ ゑｕｓ

，
ξｈｅ ｓｙｓｔｅ搬 ｆｏｒ

ｒｅｓｅａｒｃｈ ｆ醐 ｄ…Ｂｇ ｉｎ ホｃ Ｕｎｉｔｅｄ Ｓｔａｔｅｓ 舳三閉 ｅｘｃｅＨｅｎｔ

ｓｃ１ｅｎ｛ｉｓｔｓ ｔｏ ｂｅｃｏ ｍｅ ｇｏｏｄ ｃｏ 郷 ｍ ｕｎ１ｃａ重ｏｒｓ．

Ｃｏｎｖｅｒｓｅ至ｙ， ｏｎ 言ｈｅ ｓｃｉｅｎｃｅ ｓｉｄｅ， ｗｅ Ｂｅｅｄ ｔｏ ｅ三ｉｃｉｔ ｓ蟹ｐｐｏｒｔ

ｏｆ 重ｈｏｓｅ ｌ＆ｙ 燃 ｅｎ ｗｈｏ ａｒｅ ｗｅＨ ｖｅζｓｅｄ ｉｎ ｔもｅ ｓｃ｛ｅｎｃｅｓ． 玉ｎ

Ｊａｐａｎｅｓｅ ｓｃｉｅｎｃｅ
，

ｔｏ ｓｏ 榊ｅ ｅｘ言ｅｎｔ
，

ｔ葱ｅｒｅ ｉｓ ａ ξｅｎｄｅｎｃｙ ｔｏ

ｓｐｅ星交 ａｂｏｕｔ δｉｆｆｉｃｕｈ ａｎｄ ｃｏ 搬 ｐ１ｅｘ ｓｕｂｊｅｃｔｓ ３苅ｄ ｔｈｅｎ ；ｅ３ｖｅ …ｔ

湿ｐ ｔｏ 言ｈｅ １圭ｓξｅ 鵬 ｒｓ ｔｏ ｕｎδｅｒｓｔａｎｄ
．

丁註ｉｓ ａｐｐｒｏａｃｈ ｍ ｕｓｔ ｂｅ

星るａｎｄｏｎｅｄ
，

もｅｃ星ｕｓｅ ｎｏ ０Ｂｅ ｓｈｏｕＩｄ 萎ｅｎｄ ｔゑｅ妻ｒ ｓ載ｐＰｏｒｔ ｔｏ

ｓｏ搬ｅまｈｉｎｇ ｔｈａξｔｈｅｙ ｄ０ Ｒ０ｔ ｕｎｄｅ 耐 蜘 ｄ． Ｗｅ ｎｅｅｄ ξｏ ｃ 欄 ｔｅ ａ

ｓｃｉｅｎ言ｉｆｉｃ ㎜ ａｒｋｅｔ ｗｈｅ正ｅ ξｈｅ 燃ｏｓξ ｃｏ燃 ｐｒｅｈｅｎｓｉｂ茎ｅ ｓｃ｛ｅｎｔ｛ｓ言ｓ

ｇｅｔ ぬ ｅ自ｄ 」 ｎ をｈａｔ ｓｅｎ竃ｅ， ｗｅ ｈａｖｅ ａξ ｏｕｒ ｄｉｓｐｏｓａ１ をｈｅ ｂｅｎｅξｉｔ

ｏｆ１ｎｆｏ ㎜ ａｔ１㎝ ｌｅｃｈｎｏ１ｏｇｙ ｗｈｉｃｈ 鰍 水ｅｓ ｉｔ ｅａｓｙ ｆｏｒ ｕｓ ｌｏ

ｗｏｒ失 ｔｏ ｃζｅａｔｅ ａ ｓｙｓｔｃ棚 ｗ もｅｒｅ ｓｃ１ｅｎξｉｓｔｓ ｗａｎξｔｏ ｍａｋｅ ｔおｅｉｒ

ｒｅｓむｋｓ ｅａｓｉ；ｙ 軸莉ｄｅｒｓｔ 蜘 ｄａｂｌｅ ｔｏ 言ｈｅ ｇｅｎｅｒａｉ ｐ拙ｂ１三ｃ．
Ｈ㍊ ｍ 蜘

ｃｏ羽ｔａｃ言，
ｔ養ａｔｉｓ，

ｌｏｏｋｉＢｇ ａｔ ｅａｃｈ ｏまｈｅｒ，
ｉｎｖｏ萎ｖｉｎｇ ｅｙｅ－ｃ０１１ｔａｃξ

ｉ羽 ｃｏｎｖｅｒｓａξｉｏｎ，
三ｓ ｖｅｒｙ 三搬 ｐｏｒｔａｎｔ

， ａＢｄ ｉξ ｉｓ ξｈ三ｓ ｗ ｈｉｃｈ ｉｓ

ｓ靱ｒｐｒｉｓｉｎｇ１ｙ 茎星ｃｋｉｎｇ ａ ｍｏｎｇ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｓｃｉｅｎｔｉｓ主ｓ．

洲Ｏｄ６旧ｔｏｒ： ◎ｒ・ ＮＡＧ ＡＩ ｗ 紘ｔａｒｅｙｏｕｒｔｈｏむｇｈｔｓｈｅｒｅ？

洲＾Ｇ １^： 玉ｎ ｐａｒｔ…ｃｕｌａｒ
，

ｔらｅ ｐｒｏｂｌｅｍ ｏｆ 三ｎｆｏｒｍａｔ…ｏｎ ｉＢ ｔ虻

刮ｒｅ昼 ｏｆ ξｅｓｅ欲 ｃｈ ｃａｎ ｂｅ δｉｖ１ｄｅｄ ｉ列ｔｏ ｔｗｏ 服ｅａｓ： ｆ…ｒｓｔｌｙ， ｔ為ｅ

ｇａｔ註ｅｒｉｎｇ ｏｆ ｋｎｏｗ王ｅｄｇｅ …〕ｙ ｓｐｅｃｉ星茎ｉｓまｓ ａｎｄ
， ｓｅｃｏｎｄ１ｙ， 芝ｈｅ

ｓ延ｂｓｅｑｕｅｎｔ ｖｅｒｔ…ｃ３１ ｄｉｓｓｅｍ三ｎ星ｔ三〇ｎ ｏ 〔 ｈａｔ ｉｎｆｏｒｍａｔ；ｏｎ．
Ｆｏｒ

ｅｘ昼榊 ｐｌｅ，
ｉｔ…ｓ ｎｏ言 ａ ｓｉｍｇｌｅ 繍ａξｔｅｒｔｏ ｄｅｔｅｒｍｉ珊ｅｔｏ ｗｈａ言ｅｘｔｅｎξ

ａ δｉｓｅａｓｏ 為ａｓ ｏｃｃｕ収ｅｄ
，ａｎδ ｔｏ ｗｈａを ｅｘｔｅｎｔｉｍ ｐｒｏｖｅ 欄ｅｎまｓ ａｒｅ

ａｃｈｉｅｖｅδ ｗ｛ｔ養 ξｒｅａ 伽 ｅｎｔ 乱Ｅｄ ｐξｅｖｅｎ童ｉｏｎ．
Ｆｏｒ ｅｘａ ｍｐ至ｅ

，
ｉｆ ５０

ｏｕを ｏｆ １ＯＯ ｐｅｏｐ至ｅ らｅｃｏ互ｎｅ ｉ三１
，ａｎｄ ｔｂｅｎ ｏｕｔ ｏｆξｈａｔ ５０

，
４０ ａｒｅ

ｃｕｒｅδ
，

ｔｈｅｎ ｔｈ三ｓ ｃａｎ ｂｏ 伽ｔｅぎｍｉｎｅｄ るｙ ｅｘａｍｉｎｉｎｇ １００

ｉｎｄ三ｖ三 伽 ａ１ｓ． Ｈ ｏｗｅｖｅｒ， ｗｅ 罰ｒｅ ｃｕｒｒｅｎｔ１ｙ ｃｏｎｆｒｏｎｔｅｄ ｗ 燃

ｍ ａｎｙ ｄｉｓｅａｓｅｓ ｗ ｈｉｃ嚢 ｏｃｃｕｒ ｉη ；０ ｏｕｔ ｏｆ 至
，
０００ ｛ｎδｉｖ｛伽 ａｌｓ

，

ａｎδ ξｈｅｓｅ １０ ｃ ｍ ｂｅ ｒｅｄ聾ｃｅ６ ξｏ ５ ｗｉｔｈ ｔｈｅ ｕｓｅ ｏチ ａ ｓｐｅｃｉｆｉｃ

ｄ胸 ｇ， ｗｈｉｃｈ ｍ 秋ｅｓ ｅｖａ］ｕａξｉｏｎ ｅｘｔｒｅｍｅ｝ｙ ｄｉ繍ｃ 洲
。

Ｔｈｕｓ，言ｈｅ

ｓｈ星 細 ｇ ｏぎｉ珊ｆｏｒｍａｔ三〇ｎ １ｓ ｅｘｔｒｅｍｅ１ｙ ｉｍｐｏ 碗 ｎｔ．
Ａｓ ｗａｓｓａｉδ

ｂｅｆｏｒｅ， ｅｖｅｎ ｉｆ 麦ｎｆｏｒ鰍 ａｔ｛ｏｎ Ｏｎ ｐｒＯｔｅｉｎｓ ａｎδ ９ｅｎｅｓ 三ｓ

ｃｏ…ｌｅｃｔｅｄ
， ｙｏ葛 ｗ１１三 ｎｏｔ ｕｎさｅｒｓｔ酬 ｄ ａ珊ｙｔｈｉ珊ｇ ｊｕｓ い ｏｏｋｊ旭ｇ ａｔ

ｔｈａξ 沁ｆｏｒ搬 嚇 ０Ｂ
，

８ｎｄ 紅 ｍｕｓｔ ｂｅ ｉｎｔｅｇ閉ｔｅｄ ｗｉｔｈ ｒｅ茎ａ言ｅδ

ｂｉｏ１ｏｇｉｃａ〔 ｎｆｏｒｍａｔｉｏ列 ｍ δ ｃ１…ｎｉｃａ；ｉ械ｏｒｍａξｉｏ列 脳ｃｈ ａｓ ξｈｅ

ｐａをｉｅｎｔ
ｌ
ｓ 榊ｅｄ｛ｃａ１ ｈ｛ｓξｏｒｙ，

ｃｏｎｌｐ至ａ｛ｎｔｓ ａｎｄ １ａｂ ｒｅｓ蟹茎ｔｓ。
丁養ｉ彗

ｒｅｑｕｉｒｅｓ ａ ξｅ一…ａｎｃｅ ｏｎ ｔｈｅ ｐｏ ｗｅｒ ｏｆｉｎぎｏ ｍ－ａｔｉｏｎ ｓｃｉｅｎｃｅｓ 」ｔｉｓ

ｉｎ】Ｐｏｒｔａｎξ重ｈ３ｔｔちｉｓ ｂｅ ｄｏｎｅｉｎ ａ ｓｐｅｅｄｙ 榊 ａｎ羽ｅｒ，

Ｔｏｄａｙ
，
ｓ ｍ ｅｄｉｃａ１ ｃ 趾ｅ ａｎｄ ｍｅｄｉｃａ王 ｒｅｓｅａ■ｃｈ ｗ三１１ ｎｏｔ ｃｏ ｍｅ

ａｂｏｕｔ ｗｉｔおｏｕｔξｈｅ ｓ旺ｐＰｏｒｔ ｏξｓｏｃｉｅｔｙ． Ｅｔらｉｃａ至 ｃｏｎｓｔｒａ三ｎ宣ｓ ｈａｖｅ

ｅ ｍｅぎｇｅδ ｉｎ ｖａｒｉｏむｓ ａζｅａｓ ｏｆ ｒｅｓｅａｒｃｈ
， ａｎｄ …ｎｆｏｒ獅 ａｔ曼ｏｎ ｉｓ

珊ｅｃｅｓｓａ］ｒｙ ｉｎ ξｈｅ ｓｅｎｓｅ ｏξ ｅｎａｂ１ｉＢｇ ｍ ｅｍ ｂｅｒｓ ｏξ ｓｏｃｉｅｔｙ ｔｏ

ｕｎｄｅξｓｔａηｄ ｏｕｒ１・ｅｓｅａｒｃｈ．

ＭＯｄ欲ａｔ研 １Ｄτ Ｓ ｍ Ｍ１ＺＵ
，

ｗｈａｔａｒｅｙｏ靱ｒｔおｏｕｇ奈ｔｓ？

Ｓ珊 ＭＩＺＯ： Ｈｈｉｎｋ言ｈ８ｔｔｏｄ３ｙ ｗｅ ｈａｖｅ星ｄｅｇｕａ言ｅ王ｙ ｄｉｓｃｕｓｓｅｄ

言ｈｅ ｉ搬 ｐｏｒｔａｎｃｅ ｏｆ 燃ｅ１磁 ｎｇ 鮒 ｏｒｍ劃ξｉｏｎ ｆｒｏ 獅 富ｃ麦ｅｎｃｅ ａｎｄ

１ｎｆｏ ㎜ ａｔ１ｏｎ ｆｒｏｍ 細 ｃ１ｉｎ１ｃａ１ ｓ１ｄｅ． Ｃ１ｅ 的 ，
ｉｎｆｏ ㎜ ａｌｉ㎝ ｏｎ

１．ヨ８ｔｉｏη８１ｅ ｆｏｒｌＲＥｌｌＭＳ ３〕 …ｘｃｅｒｐｔｓテｒｏｍ ｔｈｅ Ｐ 酬 ｅｌ Ｄ；ｓｏｕｓｓ；ｏｎ ｏｆ 蜘ｅ１創１ＲＥｌｌＭ Ｓ Ｏ ｐｅｎ Ｓｙｍｐｏｓ；ｕｍ
■■Ｗｈ昌ｔ Ｗｅ Ｅｘｐｅｏｔ ｏｆｌＲ…ｌｌＭ Ｓ’’｛ｏｏｎｔｉｎｕｅｄ）



鍵 ；服１榊Ｓの犠色

彰 繁 葦 饗 嚢 萎１１鐵嚢 嚢 籔 シ ン 戴 多 誉ゑ 芦 専 姦 膏イ ゑ 匁ヌ歩嚢ン ぷ 簑 雲籔蓬１毅 籔；二簸 鰭 婁蕃 亀 磐茎 ξつ 噌 繋｝

こ れ を 開 発 して い た だ い て、 ほ か の 園 で も 使 え る よう に し

て い た だ き た い と 思 い 表 す。 そ れ を もと に して， さ ら に 進

震させ れぱ、 よりよい もの が 得ら れるの で は ない かと期 待

して お りま す。

棄 倉： 少 しつ け 加 えさ せて い ただきま す。 私 も今 のシス

テム を 景 せ て い た だきま した が
、 医 療 科 学 の いろ い ろ 存

デ ー タ を 分 析 して、 そ れ で 新 し い

結 果 が 田 てくる と い う、 我 々 の よ う

な 医 療の 専 門 家 で は ない 分 野 から

箆 ると１、 ユ ー ザ イ ン タ ー フェ ー スと

い い 豪 す カ＼ 使 う 人 が
、 結 果 を う

窯 く、 わ か り や すく 見 る こと が で き

て、 そ れ に 対 して 自 分 が どう しよ う

かと二いう判 断 が 非 常にうまくでき や

す い よ うに な っ て い る と 思 い ま す。 そ こ で、 た だ 文 字 で 由

てくる だ け で は な く て コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フィ ック ス で、 非 常

に わ か りや す い 形 で 表 示 さ れ る と いう ような と１ころ が、 使 い

や すく で き て い る 亘 つ の ポ イ ント に な っ て い ると１思 う の で

す。 な か な か 技 術 と し て サ ポ ー トさ れ て い な か っ た の が、

こ れ か ら ど ん ど ん ザ ポ ー トさ れ て、 遣 の 申 に 広 が る ぐら い コ

ス トも トが っ て き て、 生 産 性 も ξ二が っ て くると い うこと二に な

る と、 そ れ は 大 き なイ ン パ クト に な る と 思 い ま す。

詞 会 ：ＳＲ亙ＶＡＳＴＡＶＡ 先 生
、

先 ほ どソ フ トウ ェ ア を ごら ん

；こな っ たと き に、 代 替 医 療 に つ い て 質 問 さ れ て い ま した ね。

そ れ に 関 して ご 意 見 が あ りま す か。

珊 ＶＡＳ↑ＡＶＡ： この ソ フ トウ ェ ア を 屍 て、２ つ 指 摘 した い

点 が ありま す。１ つ は 症 状 が 完 全 に 表 示 さ れ て い て、 そ して

ソ フト ウェ ア が そ こ に 介 在 し、 そ こ か ら さま ざ ま な 他 の 関 連

シ ス テ ム に リ ンク で き、 そ の ソ フ トウ ェ ア に 入 っ た な ら ば 西

洋 医 学 に加 えて 代替 医療 の 可 能 性 につ い てもリンクできた

ら非常 に役 に 立つ ので はな い かと思 います。 代 替 医療 のこ

と を よく矢口ら な い 人 が い た と して も、 そ の ソ フ トウ ェ ア の 申

に 入ってい けば すぐに 結 びつ け て考 えていくの で はな い か

と 思い 窯す。 私 は代 替 医 療 のトレー ニングを 受 けて いませ

ん が、その システムの 中 に 代替 医 療 情 報 が入 ってくると いう

ことで あ れ ば
、 非 常 に 有 用 に な る の で は な い かと１思 い ま す。

もう 玉 つ の 点 は、 ソ フトウ ェア の 観 点 で 申 し 上 げ ま す と、

メ ディカ ル テ ストが プロ グラム 上 でで きると いう 町能 性で

す。 こ れ は 医 療 費 の 上 で も
、

あ る 患 者 さ ん を 診 断 す る た め

に ど の くら い の コ ス トが か か っ て い る の かと＝い う こと１が コ ン

ビ ュ ー タ 上 で わ か る よう に な れ ば
、 臼 常 診 療 の 観 点 で も

、

よりコ スト効 率 のよ いもの を 選 択するということで考 えてい

く の で は な い か と 思 い ま す。 ８ 本 もアメ リカとｌ１詞 じよう な 状

況 だ と 思 い ま す が、 テ スト を した 場 合 に ど の くら い の コ スト

が か か る の か と い う の は、 な か な か わ か り に くい。 そ れ が

わ か る よう な プ ロ グ ラ ム が 入 っ て い た ら
、

た い へ ん に よ い

と１恩、い ま す
。

高 垣 ： 情報 をどうする かという問 題 で、 非 常 に高 度 なテ

クノ ロ ジ ー を 使 っ た 部 分 の 話 し が あ り ま し た が、 普 通 の レ

ベ ル の部 分 につ いて 述べ ます。 私 は アメリカ に 豆３ 年いて

感 じ た の で す が
、 偉 い 先 生 た ち が セ ミ ナ ー を さ れる と、 話

し方 が 非 常にうまい の です。 どうして そういうことにな るの

か というと
、

実 は か なりの 研 究 費 の 出 所 が 民 間 の 財 団で

あって， そういう民 間 の 財 団 で研 究 費 配 分 を 決 めて いるよ

うな 人たち は、 熱 心 なサイ エンス に興 味 のある 」 般 の人 が

多く
、

そういう方 々 が 資 金 を 握って い る から
、

彼らを 説 得

しな いと研 究 費 が 得られ な い。 必 然 的に 研 究 費集 め がうま

い 先 生 と１ い う の は 話 が う 塞 い と い う こ と に な り ま す。

Ｂｅｍａｒｄｏ ＮＡＤＡＬ－ＧユＮＡＲＤ 先 生 が 本 日 は 骨 折 で 来 ら れ な

かっ たの は非 常 に残 念 です け れども、 被も非 常 に人 を得 心

させる の がうま い 先 生 で す。 そういう概 究 費 に 関 する シス

テ ム が 日 本 とは ち ょっと 違 うとこ ろ が ありま す ね。

逆 に 言 うと、 サ イ エ ン ティス ト 側 は、 サ イ エ ン ス を よく 知 っ

て いる一 般の 人 々 の支 援 を 受 けて 育って いくと いう部 分が

あ る は ず な の で す。
どち ら か と いう と、Ｅ 体 の サイ エ ン ス で、

難 しいことを言うことで その 場 を 通 用さ せて しまうことが ま

ま あ りま す。 そう いうこ と で は な くて、 わ か らな いと１相 手 に

して もら え な い と１い う、 そ う い う マ ー ケ ッ ト を。 サ イ エ ン ス

とし て つ くら な け れ ば い け な い で しょう。 そ う い う 意 味 で、

コン ピュー タテクノロ ジー は 一 般 に情 報を 行き 渡ら せる ス

ピ ー ド が 遼 い し、 整 埋 す る 技 術 も あ りま す が、 や は り、 サ

イ エ ン テ ィ ス トに 」 般 の レ ベ ル に わ か る よう な 言 葉 で、 噛

み 砕くような 説 明 をさ せるというような シス テムも つくっ て

い か な け れ ば な ら な い
。

人 問 の ｎａｒｒａｔｉＶｅ な
、

お
．
ば い に 顔

を 貝 な がら 蕃葉と 警葉 を 交 換 する、 そう いう■部 分 の 情 報と

い う の も 重 要 で、 そ う い う 部 分 が 意 外 と、 日 本 の サ イ ヱ ン

ス の 申 に は 欠 落 して い る と 思 い ま す。

詞 会 ： 永 井 先 生
、 い か が で しょう か。

泳 井 ： 特 にこの 研 究 にとっ て情 報 の 問 題と いう のに は、

専 門 家が い かに矧 識 を獲 得して いくかと１いう面と、 そ れから

横 の 広 が りの 面と１の ２ つ が ある の

だろうと思 います。 例 えぱ病 気 がど

のくらい発 生 しているのカ＼ 治 療や

予 防でどのくらいよくなった かという

の は、 簡 単 に は わ か り ま せ ん。 例

えば 互ＯＯ 人 のうち ５０ 人が 病気 に

な っ て、 そ のう ち ４０ 人 治 りま し た

と い うの で し た ら、 玉ＯＯ 人 診 れ ぱ わ

か り ま す。 し か し 今 我 々 が 抱 え て い る 病 気 と い う の は、

至，ＯＯＯ 人 のう ち 至 年 問 に １０ 人 が 発 作 を 起 こ し、 そ れ を あ

る薬 で ５ 人 に減らしましたというような、 非 常に 判 断の難 し

いと ころ の 病 気 が たくさ ん ある わ け で す。 で す か ら、 情 報 の

共 有 が 非 常 に 重 要 で す。 先 ほ ど お 謡 が あ り ま し た け れ ど
、

タンパクや 遺 伝 子の 情 報 が集 積さ れてきても、 そ れだ け 見

１
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ｓｏ ｍｅ ｅｘｔｅｎｔ， 搬 ｅ磁 ｃａ１ ｃ星ｒｅ。 丁 汰 ｏ珊ｇｈ ｉ械 ｅｒｅｎｃｅ 王ｅａ ｍ｛ｎｇ， ｙｏｕ
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ｅｖｅ珊 ｗ…ｔｈ まｈｅ ｓｍ ａｌ］ｅｓ重 ａ榊 ｏ 洲 ｔ ｏｆｉｎｆｏ ㎜ ａξヨｏｎ．
Ｔｈｕｓ，

ｉま ｗｏｕ１δ

もｅ ｂｅｓ言ｉｆ ｙｏｕ ｃｏｕ１ｄ ｃｈｅｃｋ ｆｒｏ ｍ ｔｈｅ
“

ｍ…ｂｙｏｕ
”

ｓｔａｇｅ，ａｎｄ ｉまｉｓ

ｗ 撒 童ｈａｔ呈ｎ ㎡ 藺ｄｔｈａｔｔｂｅ Ｃ１Ｍ至ｓｙｓｔｅｍ ｈａｓ ｂｅ㎝ ｃｒｅａｔｅｄ ｗｉｔも

ａ ｓｔａｆｆ ｏｆ 岱ｖｅ。
玉ｆ ｙｏｕ ｇｉｖｅ ｉｔ ａ ｔ町 ｏｎｃｅ

，
蔓 齢ｉｎｋ まｈａｔ ｙｏじ ｗｉ茎１
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ｓｙｓｌｅｍ，
ｉｎ １ｈｅ ｆｏ ㎜ ｏｆｌｈｅ ｉｎｆｏ㎜ ａ１ｉ㎝ ｋ ｐｍｖｉｄｅｓ ａｎ 舳 ｅ

ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏ い ｈａｔｉ迂 ｏｆｆｅｒｓ，
ｄｏｅｓ ｎｏ け ｅｍ 星ｉ丑 ｊｕｓｔ ａｔ ｔｈｅ ｄｉｓｐｏｓａ１

ｏｆ 淡 ｏｓｅ 麦ｎ Ｊａｐａｎ ｏξ ｛ｎ ｔｈｅ Ｕ ｎｉ主ｅ６ Ｓ言ａ言ｅｓ，
ｂｕｔ ｉｓ Ｉｎａｄｅ

ａｖａ 脆ｂｌｅξｏ 棚ａｎｙｃ ㎝ ｎｔｒｉｅｓａｒｏ ㎜ ｄ童ｈｅ ｗｏ 舳． Ｗｈａｔａｒｅｙ ㎝ま

ｔ養ｏｕｇｈｔｓｉｎ ｔわｉｓ ａｒｅ鉋？

一^ Ｘ＾ＸＵ８＾ ：Ｆ三ｎａ１至ｙ，
玉 ｗｏｕｌｄ …ｉｋｅｔｏｓｕ獅 ｍａｒ圭ｚｅ ａ ｂｉｔｈｅｒｅ．

Ｔ ｈｉｓ ｐｒｏｊｅｃ言 ｗｉｌｌ ｎｏｔ ｂｅ ａｂｌｅ ｔｏ ｃｏｖｅｒ ａ１三 ａｓｐｅｃｔｓ ｏｆすｅｓｅ星ｒｃｈ

ｉｎ 童ｈｅ ａｒｅａ ｏｆｉｎｔｅｇ 榊 ｅｄ ｍｅｄｉｃａ１ｓｃｉｅｎｃｅｓ ｂｅｃａ 洲 ｅ ξｈｅ チｉｅｌｄ ｉｓ
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Ｈ ｏｗｅｖｅｒ， ａｓ ａ ｐａれ ｏｆ

言ｈｅ ｐｒｏｊｅｃ言， ｏむｒ ｏｂｊｅｃｄｖｅ ｉｓ ｔｏ ａｃｈｉｅｖｅ ｅａｒ三ｉｅｒ ｄｅｔｅｃｔ｛ｏ乃 ｏｆ

δｉｓｅａｓｅ，
ｉｆ ｏｎ１ｙ ａ １ｉξｔ】ｅ ｅａｒ１ｉｅｒ Ｉ

， 鰍 ｙｓｅ１ｆ，
ｈａｖｅ ｂｅｅ珊 ｕｓ…ｎｇ 言ｈｅ

をｅｒｍ
，１
ｅｘ ㈱ ｍ ｅｌｙ ｅａｒｌｙ ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ

，１
ａｓ ｏｐＰｏｓｅｄ まｏ

ｌｌ
ｅａｒｉｙ

６ｅｔｅｃｔｉｏｎ，
，１ ａｎｄ Ｉ ｔおｉｎｋ ｔｈａξ ｔｈｉｓ ＆ＰＰｌ＝ｏ固ｃｈ …ｓ ｔおｅ ｓａ柵ｅ ａｓ

“ｍ呈ｂｙｏｕ
”
．

１ｆ ｗ ｅ ｃ 蜘 ｒｅ纈ｃｈ ｔおｅ ｓｔａｇｅ ｗ ｈｅ江ｅ ｉ言 …ｓ ｐｏｓｓｉｂｉｅ 童ｏ

ｃ 服ｅ δｉｓｅａｓｅ ｅ３ｒΣｙ ｏζ ｅｖｅｎ ｐｒｅｖｅｎ 〕 ｔ，
をｈａｔ ｗｉ三１ ｂｅ ａ ｈ汕ｇｅ
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○ 鵬 ｅｘ昼ｍ ｇｌｅ Ｉ ｗ ｏ泌 ｄ ｌｉｋｅ ξｏ ｐｒｅｓｅｎｔ三ｓ 自 ｒｅｓｅ 紅ｃｈ ｐｒｏｊｅｃｔ
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ｗ ａｓ ｍ ａｄｅ ｂｅξｗ ｅｅｎ Ｊａｐａｎ ａｎｄ ａｒｅｇｉｏｎ ｏｆ Ｃｈｉｎａ，
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淋ｅ ｅｘｐｅｃｔａｎｃｙ ａｐＰｒｏｘｉｍ ａｔｅ正ｙ ξｅ珊 ｙｅａｒｓ ｉｏｎｇ 研 ｔｈａ■ 言ｈｅ
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鰯… 胴１…ｌｌＭＳの 特 色

蔀 繁葦籔１綴 鱗 驚 盗鰯訟ン潔茅簑ゑ災零ゴ簑夢考翼糞事茅嚢ン姦警聾１綴１鱗驚１ζ簸簿 曾墨蓬 碗 り づ 彰

て い て も 何 も わ か ら な い。 そ れ ら の 生 物 学 的 な 情 報 と、 患

替 さ ん の 病 歴、 訴 え、 検
．
査 値 な ど の 臨 床 情 報 と を 統 合 し な

い ど い け な い。 こ れ も 情 報 科 学 の 力 に 頼 ら ざる を 得 ま せ ん。

これを スピーテンー に行うことが重 要 です。 今 の 医療と医 学

研 究 は、 社 会 の サ ポ ー トな し に は 成 り 立 ち ま せ ん。 い ろ い

ろ な 研 究 に． 倫 理 的 糊 約 が 田 て 蒙 いりま す。 我 々 が 行 っ て

いる研 究 の意 味を社 会 の皆さんに わかってい ただくという意

妹 で も。 情 報 が 必 要 で す。

司 会 ： 清 水 先 生、 い か が で しょう。

清水 ： サイ エンス の肯青報と二臨 床 の 情 報 がドッキ ングする

ことの 大 切さは、 もう 今充 分 に議 論さ れたとおりだと思 いま

す。 し か し、 確 か に 現 在 の 医 療 情

報 はい ろい ろなところに アクセス す

れ ぱ 幽 てくる の で す が、 例 え ば 薬

に 副 作 用 が あ る か、 ま た、 そ の 薬

が ヂ何 時 間 効くのか」 とかというよ

う な 情 報 は、 ヨ 本 の 場 合 に は ほと

んど 出 て きま せ ん。 私 もある 薬 を

搬 用 して い ま す け れ ど、 そ れ が １

錠 で 済 んで い た の を 服 用 量 を ２ 倍 に すると いうとき。 脳

蒔 間 で ２ 倍 に す れ ぱ い い の か、 あ る い は １２ 縛 間 ごと に 丑

錠 ず つ 飲 め ば い い の か と か いう よう な こと が、 な か な か 教

えてもらえな い。 もち ろん 知らなくてもい い 部 分もあるの で

しょう け れ ど も、 そう い う 問 題 が あり ま す。 私 は 自 分 の 娘 夫

婦 がアメリカ で 臨床 を やって いま すの で、 いろ ん な 情 報 が

実 は 多 量 に もらえる の です。 ある 薬 に 関 す る 情 報 は 何 ト

ペ ー ジというくらい のもの が 簡単 にもらえます。 日本 だとそ

れ は ほ と ん ど な くて、
食 後 に ２ 回 飲 め ば い い こど、 た だ し

副 作 用 に は め ま い が し て 吐 き 気 が す る、 な どと１いう こと が

き わめて 簡 単に 書 いてあります。 そういうところが 現 実に あ

ります。 そ こで 本 当に 血となり肉となるような 情 報 を得る た

め に は、 我 が 国 の 方 式 を 考 え 直 す 必 要 が ある と感 じて い

ま す
。

司 会： 残 り時 間 も少 なくな りま した が、 パ ネリ ストから

伺 か
。

清 水１ 私 自身 は 残 念 な がら 体 験 して い な い の で す が、

次 の よう な 質 聞 が あり ま す。 コ ン ビ ュ ー タ に 依 存 し た 情 報

の ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム は い い の で す が、 患 者 さ んど 問 診、

触 診 を して、 そ れ で 病 気 が わ か る よ うな 鋒 流 の 名 医 は、 ど

う や っ て 育 て れ ば い い の で しょう か。

松 岡 ：まさに そ れを やりた いと思 ってい ます。 一 度 私ど

も の ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム を 見 て い た だ け る と、 そ の 辺 は

よくわか ってい た だけると１思 いま す。 遺 伝 子 の 解 析 は基 礎

科 学 の 研 究 者が 行 いま した。 よく、 どの遺 伝 子 に問 題 が あ

る の か と い うよう な こと は、 そう 簡 単 に は わ か ら な い と 言 わ

れ る の で す が、 私 ど も 臨 床 で 診 て い る と． 臨 床 の 症 状 と１遺

伝 子 の 異 常 の 関 連 が 予 測 で き て きま す。 もち ろ ん、 淀 状 と

１．ｌＲＥｌｌＭ Ｓ の 犠 慈

遺 伝 子 の 異 常 とは １ 対 ヱ で 対 応 でき な い の で す け れど、

町能 性として に の 症 状に はこの 遺 伝 子 の 関 与 がある」 ど

いう情 報 が 入 ってい ます か ら、 私どもの システム で学 習 す

る こと が で き ま す。 医 師 で は な い 方 に も 学 習 し て も ら い ま

す。 今 は、 ま だ 公 開 して い な い も の で す か ら、 互ＲＥＩ互ＭＳ に

属 する 者 を 対象 に して 試 験 的 に実 施 して おり、 改 良に より

さらに 分 かりや すく見や すくしようと思って いま す。 私 は 基

本 的 には 世界 中どこで も、 たとえ孤 島でもこの システムをと

おしてある 程 度の 医療 を可 能に することを考 えておりま す。

推 論 学習 をとお して 少な い 情 報の 申 でも、 適正 に 考え、 次

のス テップ ヘと調 べて いく。 そして 未病 の段 階が 調べ られ

る と い うこと が で き れ ば い い な、 と いう 願 い を 込 め て ５ 人

のス タッフ で 作 製 して いま す。 一 度試 さ れるとわ か ると思

い ま す。

司 会： ソフトウェア を 口頭 で 説 明 する のは 難 しい ので す

が
、 最 初 に クリッ ク する と、 お 医 者 様 との Ｑ ＆ Ａ の ウィ ンド

ウ が ス タ ー トし、 そ れ が 最 初 の イ ン フ ォメ ー ショ ン で す。 医

師 のこういう質 間 に 対して、 患者 が こういう答え を出 してき

た、 と いうと こ ろ か らス タ ー トし て い る の で、 私 で もこ の 方

式 だ っ た ら わ か る か なと１い う期 待 を 持 ち ま し た。 こ の よう に

す ば ら し い も の が で き
、 こ の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン、 こ の

ｉｎｔｅｇ 献ｉｏ洞 が 日 本 だ け と か ア メリ カ だ け の も の で は な く、

多くの 隣 国 にも 広 が るこ１とを 私 は 期 待 した い と思 い ます。

そ の 点 は い か が で しょう か。

高 倉 ： 最 後 に、 少 しま と め 的 な ことと して 申 し 述 べ ま す。

統 合 医 科 学 の 研 究 は 非 常 に 分 野 が 広 いも の です から、 す

べて をカバ ー するような 研究 がこの プロ ジェクトで できる わ

け で は あ りま せ ん。 し か し、 そ の 中 で 病 気 を 少 しで も 早 く

見 つ ける こと を 昌 標 とし ま す。 私 ども で は、
「早 期 発 見ｊ で

はなく、
ｒ超早 期 発 見」 という言 葉を 使って おりま す けれど

も、 こ れ は 未 病 と 同 じ よう な 考 え 方 に な る と 患 い ま す。 病

気を 早く治 すことが できる、 ある い は予 防 することがで きる

よう に な れ ば、 大 き な 貢 献 が で き、 そ の 成 果 は 日 本 だ け で

は な く
、

世 界 の どこ で で も 使 え る こと に な る と 思 い ま す。
一

例として、 脳 卒 中 の 予 後 に つ い ての 疫 学 的 な 調 査 研 究 を

国 際 的に 対 比した研 究 が ありま す。 日本 の 場 合と申 国 のあ

る 地方 での 場 合との比 較 です が
、 日 本 の方 が 同じ病 気でも

寿 命 が １０ 年 ぐ ら い 長 い と い うこと が わ か っ て い ま す。 そ こ

で、
何 が 申 国 の 人 と違うの か、

生 活 習 慣 や 食 物 が 違 って

い る か らカ＼ と１い うよう な 分 析 を 進 め、 Ｂ 本 と 同 じ に な る よ

う注意 す れ ば 中 国で も寿 命 が ！０ 年 延 びる かもしれ ない、

ということを 私 ども は 期 待 して いま す。 ま た国 際 的 な 共 同

研 究 の実 績 も示 すこと がで きると思うの です。 平 均 寿 命 が

！０ 年 延 び る と い う こと は 大 き な こと１で す の で、 そ う い う 解

析を するた めに は 情 報 処理 が非 常 に 大切 で す。 こうして 将

来 的 に は
、 日 本 の た め だ け で なく 世 界 の 医 療、 そ して 全 て

の人 の 健 康の ために 貢 献できることを願って おります。

３） 公 議 シン ボジ ウム パ 秦ル ディスカ ッショ ンより 距１距１１ＭＳ に 覇 待 するも の パ つ づ き）
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